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俺様副社長のとろ甘な業務命令










始まりは一本のルージュ




「外回り、行ってきまーす！」

「斎さい原はらー！　しっかりリサーチ頼んだわよー！」

「はい！　バッチリ調査してきます！　行ってきます！」

　私は社名の入った紙袋を掲げ、呼び止めた牧まき瀬せ部長に笑顔を見せる。

　デスクに向かっているみんなから上がる「行ってらっしゃい」の声を背に、足早にフロアを後にした。

「ゆづー！」

　十二階にあるオフィスから一階のエントランスへ向かうためにエレベーターホールで待機していた私――斎原佑ゆ月づきを、あとから出てきた同期の志し水みず美み香か子こが呼び止める。

　少し前まで、隣のデスクで彼女が電話対応に追われているのを耳にしていた。

「あれ？　お昼？」

「うん。午後、来客対応があってさ、早めにお昼に行っていいってお許しが出たの」

　ピンクの長財布を抱えてニコリと微笑む姿は、今日も安定のかわいさ。ゆるふわに巻いた髪を凝ったアレンジにして、今日はダスティピンクカラーの上品なワンピースを着ている。

　女子力の高い雰囲気は、いつ見ても目の保養になる。それに対して私はというと、不器用なのもあって髪をかわいくアレンジするのは苦手で、コテで巻くのがいつものスタイル。

　モテ系女子が着るような華やかなワンピースなんかも、着るとなんだか落ち着かなくて、どちらかというと無難なカラーの、どんなＴＰＯにも合わせやすい定番デザインのコーデを選んでしまう。

　ただ、それだとかなり地味な印象になってしまうから、スカーフを巻いてみたり、差し色になるバッグを持ったりしてなんとか変化をつけるようにはしているけれど。

「それにしても、ひとりで大丈夫？　街頭調査って大体、ふたりで行くのにさ」

「仕方ないよー、金かね子こさんお休みだし。大丈夫」

「代わりに行ける人、今日に限っていないんだもんね、ついてないよ。私、来客がなかったら同行したのに」

「ありがとう。まぁ、なんとかなるっしょ」

　今日は午後から、新商品開発を目的とした調査を行うため、ひとりで渋しぶ谷やに出ることになっている。

　私が働く化粧品メーカー『CHiCシック makeメイク tokyoトーキョー』は、外資系化粧品ブランドで、本社はアメリカにある『CHiCシック makeメイク newyorkニューヨーク』。

　二十年ほど前に日本に上陸してから、女性が好む繊細でかわいらしい独特のデザインと優秀なコスメの実力で幅広い世代に大人気のブランドとなり、年々業績を伸ばし続けている、業界注目の企業だったりする。

　従業員数は千人近くいて、全国に路面店をはじめとするショップを約百五十店舗展開している。

　近年は日本発の製品開発にも力を入れ始め、今回、十代から二十代の若い世代をターゲットにした新製品の発売が決定した。

　私がその新商品開発プロジェクトチームに参加させてもらえることが決まったのは、数ヶ月前のこと。マーケティング部の広報宣伝課に配属されている私は、新商品開発に向けての消費者調査と、発売に向けてのＰＲ活動の他、今回はずっとやりたかったＣＭ制作まわりにも携われることとなっている。

「ランチ、どこ行くの？」

「んー、どうしよっかな。ちょっと駅前に用があるから、その辺でなにか食べようかな」

　やってきたエレベーターに乗って美香子と他愛ない話を交わしていると、数十秒で一階へと到着する。

　エレベーターホールを出てゲートで社員証をタッチしたところで、先にゲートを抜けた美香子が「ゆづ！」と声を上げた。

「なに、どしたの？」

「あれ！　橘たちばなさんじゃん！」

　私の横にぴったりくっつき、顔を寄せて興奮気味な声を出す美香子。

　その視線の先には、ビジネスバッグを片手に腕時計に目を落とす颯そうちゃんの姿が見えた。

「いつ見ても素敵だよねぇ、橘さん……あんなイケメンのエリートと幼なじみなんて、ゆづはいいよねぇ」

　うっとりとしながら美香子は囁ささやく。

　颯ちゃん――橘 颯そう太たは、静しず岡おかにある実家が隣同士で、幼い頃から家族ぐるみの長い付き合いがある、俗に言う〝幼なじみ〟。歳はひとつ上の二十六歳で、私にとっては小さい頃からなにかと面倒をみてくれたお兄ちゃん的存在だ。

　ひとりっ子の私は、遊び相手になる兄弟がいないのもあり、お隣に住む颯ちゃんにかなり懐いていた。幼い頃は朝から晩までついて歩いていたし、なにをするにも颯ちゃんと一緒だった。

　そんな私に、颯ちゃんは本当のお兄ちゃんのように接してくれていた。遊びも勉強もたくさん教えてもらったし、困った時はいつも必ず助けてくれていた。

　そんな私たちは、高校までは同じ学校に通っていたけど、颯ちゃんはその後、国立大学の法学部へ。私は地元の大学へ進学した。颯ちゃんは大学入学と共に実家を離れ、それからはお盆休みと年末年始くらいしか顔を合わせなくなった。

　私が大学を卒業して今の会社に入社すると同時に東京で独り暮らしを始めると、お盆やお正月も帰省をしなかったり、世間の連休とずれて休みを取ったりすることもあり、ますます颯ちゃんに会うことはなくなった。

　だけど昨年、突然の再会を果たした。それがこのビル、『B.C.ビーシー squareスクエア TOKYOトーキョー』でだった。

　この辺りでは断トツの高さを誇る、五十五階建ての超高層ビル。七階までは店舗やクリニックなどが入り、その上の階から四十一階まではさまざまな企業がオフィスを構える。

　ちなみに、十一階から十三階がCHiC make tokyoのオフィスで、真ん中の十二階に私の在籍するマーケティング部があり、下の十一階が営業部、そして十三階に総務部がある。

　そして四十二階から上にはホテルやレストラン、バーなども入っているから、毎日このビルには膨大な数の人たちが出入りしている。

　法学部を出て司法試験を合格した颯ちゃんは、どうやら私が勤める会社の上階にある法律事務所に入所したようで、ある日、バッタリこのビルで顔を合わせた。

　偶然同じビルで働くことになったのにも驚いたけど、それより驚愕したのは、あの難関で知られる司法試験にストレート合格をしたということ。浪人するのがザラだと聞いていたから、まさか一発で合格してしまうなんて思いもしなかった。昔から優秀なのはよく知っていたけど、颯ちゃんの頭のよさは本物だったようだ。

「いつも思うけどさ、このビルで総選挙開催したとするじゃん？　そしたら、橘さんは絶対センターに決まりだよね！」

　私に顔を寄せた美香子は、持っていた長財布で口元を隠すようにして小声でそんなことを言う。でも、若干興奮しているのか、いつもより少し早口だ。

「総選挙って……」

　アイドルじゃないんだから。でも、確かに颯ちゃんはかっこいいもんね。

　おでこを出した清潔感のある短髪に、きりっとした眉。二重の目は笑うと目尻にシワがくっきりと現れて、ちょっとかわいらしい印象もある。主張しすぎない薄い唇と鼻筋の通った顔立ちは、一般的には〝塩顔〟というやつに当てはまるのだろう。

　身長もスラリと高く百八十センチ近くはあるし、スーツの襟元には弁護士バッチ。

　そんな風貌だから、超絶イケメンの弁護士が入ってきたと、颯ちゃんはすぐにこのビルで働く女子たちの話題になった。私が幼なじみだと嗅ぎつけた同僚から、颯ちゃんがフリーなのかと聞かれたこともある。

　特に関心もなく、今までそういう話を颯ちゃんに直接聞こうと思ったこともなかったから詳しくは知らないけど、きっと彼女のひとりくらいいるんじゃないかと想像している。

「わっ、ちょっと、来る来る！」

　こっちに気がついた颯ちゃんが片手を上げるのを見て、美香子がキャッキャと騒ぎ始める。

　私たちの前まで来た颯ちゃんは、見慣れたいつも通りの笑顔を見せた。

「佑月、お疲れ」

　私にそう声をかけると、隣にいる美香子にも「お疲れ様です」と丁寧に会釈する。

「あっ、お、お疲れ様です！」

　美香子が若干上ずった声で挨拶を返した。

「昼か？」

「ううん、今から外回りで渋谷まで出かけるの。颯ちゃんは？」

「俺も外回りみたいなもんだな、裁判所に行ってきたんだ」

　こうやって立ち話をしていても、通りすがっていく女子たちの視線がもろに突き刺さってくるのを感じてしょうがない。

　だけど颯ちゃんはそんなことは気にもせず、美香子に目を向ける。

「志水さんも一緒なら安心だな。佑月、ちょっと抜けてるんで、よろしくお願いします」

「え、あ、私は……」

「美香子はこれからランチに行くの。外回りは私ひとりで行くんだから。ていうか、抜けてるってなに？　超失礼なんですけど！」

　あからさまにムスッとした私に、颯ちゃんはハハハと笑う。

「ごめんごめん、冗談だよ。ひとりなら、気をつけて行ってこいよ。くれぐれも、知らないヤツにはついてくなよ？」

「もう！　やめてよね、そういう子ども扱い発言。もう二十五ですから！　大体、歳だって一個しか違わないのにさぁ」

「心配だから言ってるんだ。わかったな？　じゃ、またな」

　言うだけ言って、颯ちゃんは私たちの前から立ち去っていく。

　うー……完敗。

　幼い頃から一緒にいたから、颯ちゃんの中で私は未だに危なっかしい子どもの頃のままといった感じらしい。いつもなにかと頼って甘えてきてしまったから、いつまで経っても世話の焼ける妹みたいな存在なんだろうけど。

「ハァ……素敵すぎる。いいよねぇ、ゆづ羨ましすぎるわ」

　エレベーターホールへと去っていく颯ちゃんの背中にうっとりとした視線を送りながら美香子は言う。

「羨ましいって、どこが。完全に子ども扱いだよ？」

「なに言ってんの！　子ども扱いだろうがなんだろうが、愛を感じるじゃん！」

「愛、ねぇ……」

　愛は愛でも、兄妹愛、的なね。

「『心配だから言ってるんだ』とか、私も橘さんに言われたい～！」

「はいはい、じゃあ私ももう行くからね」

　ひらひらと手を振り、私はその場を立ち去ろうとする。

「あ、ゆづ、頑張ってね！　なにかあったら連絡入れてよー！」

「りょうかーい、行ってきまーす」

　振り返って再び手を振ると、美香子も笑顔の横で手を振り返してくれた。




　私が在籍する広報宣伝課では、外回りの仕事は普段もよくある。

　商品のプロモーション業務で外部の業者に出入りしたり、マスコミ関係の打ち合わせに出かけたり。自社店舗に行くこともしょっちゅうあるため、一日中会社のデスクにいることは少ない。

　でも、街頭調査で街に出るのは今日で二度目。入社して間もない頃に先輩社員について一度同行したことがあるけど、その後はご無沙汰だった。

『道行く人に声をかけるのか……』なんて、ちょっと不安に思いながら今朝出社すると、一緒に行く予定になっていた一年目の女子社員、金子さんが、まさかの体調不良で欠勤。代打で同行できる人も運悪く見つからず、急きゅう遽きょ、ひとりで向かうことになってしまった。

　ひとりで声をかけなくてはいけないことは若干気が重いけど、でも、楽しみな気持ちもある。新たな商品を手がけるために、考えもしなかったいいアイデアやヒントを得ることができるかもしれないというワクワク感に包まれていた。

　今日の調査対象は、高校生や二十代前半くらいまでの若い女の子たち。現在、うちのブランドから出ているコスメについて意見をもらうことと、今欲しいコスメや、こんなメイクアイテムがあったらいいと思えるものなどのアンケートをとる予定だ。

　会社の最寄り駅である青あお山やま一いっ丁ちょう目めから地下鉄に乗り渋谷に到着すると、とりあえずお昼を取るのに通りがかったカフェに立ち寄る。簡単に食べられるベーグルサンドとミルクティーを頼み、窓際の空いている席についた。

　温かいミルクティーに口をつけながら、絶え間なく人が行き交う渋谷の街を眺める。

　空は、雲ひとつない快晴。日にもよるけれど、そろそろ長袖を着る日も増えてきた九月下旬。今日は風もなく、外に立つには過ごしやすそうな陽気だ。

　今日のためにまとめてきた調査資料を、持ってきた紙袋から取り出す。

　今どきの若い女の子たちは、どんなカラーのリップやアイシャドウが好みなのか。どんな商品を使ってみたいと思っているのだろう。

　そんなことを考えながら、一緒に持ってきた自社ブランドのコスメも手に取り、テーブルに並べてみる。

　CHiC make tokyoのコスメは、〝かわいいは無敵〟をブランドコンセプトに、女心をくすぐるキラキラした特別感のあるデザインと、パステルカラーをメインとしたカラーバリエーション、そしてブランドの売りであるフローラル系のいい香りが世の女子たちから支持を得て大人気となった。

　持っているだけで気分が上がる。使ってかわいくなれる。それが、CHiC make tokyoのコスメの売りで、私も就職する前から大ファンだった。だから、入社できて本当に嬉うれしかったし、勤め始めてからも常にやりがいを感じながら仕事に打ち込んできている。

　今回の若い女の子向けの新商品は、自社から出ている既存のコスメよりも手が届きやすい、お小遣いやバイト代でも買いやすい価格帯のプチプラコスメというのが最大のポイント。お手頃価格にするのはもちろん、持っていてウキウキできるというブランドカラーはしっかり残した商品を作るというのが目標になっている。

　私がメイクに興味を持って集めだしたのは、高校生の時だった。どんなメイクが自分に合うのか研究したり、流行りのアイテムを集めたりするのが楽しくて仕方なかった。

　女の子はメイクをすることで誰でもかわいくなれる。気分も上がるし、自分に自信も出る。メイクにはそんな不思議な力があると、私はその虜とりこになっていった。

　そうして、いつからか、私のコスメが大好きな気持ちは、それを提供する人になりたいという強い想いに変わっていった。女の子たちが毎日を素敵に彩れる、そんなものを世に出す仕事に携わりたいと思うようになった。

　今日は、その想いを叶かなえるための大事な第一歩を踏み出す日だ。

　心の中で「よし！」と気合いを入れ、食事を終えたトレーを返却し、お店を後にした。




　街頭調査をする場所は、若者の人通りが多い渋谷センター街がいから、スペイン坂ざか付近を予定していた。十代後半くらいの女の子たちをターゲットに、急いでいる様子がなく、渋谷に遊びに来てますという雰囲気の子たちに声をかけていく。

　話を聞かせてくれた女の子たちには、人気コスメのサンプルもお礼として手渡した。

　何組か話を聞き終わったくらいから声をかけることも気が楽になってきて、次々に話を聞くことに成功。街頭に立ってから二時間が経とうとした頃には、予定していた調査量に達していた。

　サンプルも残り少ないし、そろそろ終わるかな……。

　スペイン坂付近をうろつきながら、最後にあとひと組声をかけたら終了にしようかと人通りを眺めていると、センター街からワイワイ楽しそうに歩いてくる女子高生三人組が目に留まった。

　ギャルギャルしている風貌ではなく、でも流行に敏感そうな雰囲気の子たち。ブラウスにこげ茶色のリボンをし、同色のチェックスカートの制服を着ている。

　右端を歩く子はロングの艶のあるストレートヘアで、真ん中にいる子はセミロングのゆるふわ巻き髪、そしてスマホを片手に歩く左端の子は前下がりのボブカットのヘアスタイルだった。

　顔を見ると三人共メイクはしっかりしていて、若い子たちにトレンドのレッド系のルージュを揃そろってつけていた。

　最後に、あの子たちに話しかけてみようかな……。

「すみません、ちょっとお話を伺ってもいいですか？」

　距離が近づいたところで声をかけると、三人は話をやめて立ち止まる。

　私はすかさず、かけていたミニショルダーから名刺ケースを取り出した。

「私、CHiC make tokyoという化粧品ブランドで広報をしております斎原と申します。今、新商品の街頭調査を行っていて、お時間があれば少しお話を伺いたいなと思って声をかけさせてもらいました」

　事情を話すと三人は好感触で、「え、私、使ってます！」などと言いながら名刺を受け取ってくれる。

　胸の内でガッツポーズを決めて、「あ、本当ですか？」と笑顔を浮かべた。

「今度、若い女の子向けのプチプラな商品を作ることになりまして、それで、普段どんなメイクアイテムを使っているかとか、よく使う色とか、こういうのが欲しいとか、そういう話を聞かせてもらいたいなって思って」

「あー、アンケートみたいな感じですか？」

　アイラインがしっかり引かれた目を大きく開いて、ロングヘアの女の子が聞いてくれる。

「うん、そんな感じです。五分もかからないと思うので」

「全然いいよね？」

「うん、暇してたしね」

「本当？　ありがとうございます！」

　快く引き受けてくれた三人を道の端に誘導して、手に持つ紙袋を地面に置く。

「今日は学校帰り？」

「あー、はい。今日、午前授業だったんで」

「あぁ、そうなんだー」

　他愛ない話から始め、早速調査書を手に話を聞き始める。

　話を聞いていくと、三人は都内の高校に通う二年生。渋谷や原はら宿じゅくによく訪れるとのことだった。調査に積極的に参加してくれ、今日持っているポーチの中身なんかも取り出して女子高生のメイク事情を口々に教えてくれる。

　メイクについて熱心に語ってくれるその姿に、私は自分の若かりし頃をふと思い出していた。

「ていうか、お姉さん、すっごくキレイですよね！」

「ねー！　メイクも超上手だし憧れるー」

　私の顔をまじまじ見つめながら、ゆるふわ巻き髪の子がニコニコと微笑む。

「えっ、いやいや、褒めすぎじゃない？」

「お姉さんがつけてるリップって、やっぱり自分のとこの商品ですよね？」

「あ、これ？　うん、少し前に出たやつなんだけど、ちょっと待ってね」

　今日つけていたグラデーションリップについて聞かれ、サンプルで持ってきていた現物を、足元に置いた紙袋から取り出す。一本のルージュで簡単にグラデーションリップが作れると発売当初から話題となり、売れ行きも好調な商品のひとつだ。

「難しいグラデリップを簡単に作れちゃうって商品なんだけど、今日つけてるのはこのカラーで、五色展開なの。よかったらつけてみる？」

「えっ、いいんですか？」

「うん、よかったらぜひ。あ、他のカラーも見せるね。今日つけてるようなレッド系のカラーもあるから、ちょっと待って」

　見せたルージュを手にしたまま、他のカラーも取り出そうと振り返った時、足元のマンホールにパンプスのヒールが突き刺さり、グラリと体勢を崩しかける。

　まずい、と思った時にはパンプスから足が離れ、咄とっ嗟さにもう片足でバランスを取った。

「大丈夫ですか!?」

　背後から女の子たちの声が上がった時、私は自分の目の前の光景に絶句していた。

　う、嘘うそ……。

　彼女たちに見せるために長めに出していたルージュの先端は折れ、アスファルトの地面にポロリと落ちていた。目前に迫った濃紺のスーツには、ピンク色のルージュがべったりとついている。

「すっ、すみません！」

　謝りながら、よろけた腕を掴つかんで支えられていたことに気づき、慌てて姿勢を立て直す。再度謝罪をしようと顔を上げて、一瞬固まってしまった。

　見上げるほどの長身。私の身長、百五十八センチの頭ひとつは大きいから、きっと百八十センチくらいはあるに違いない。

　しかも顔は小顔で、二重の瞳と眉の間隔が狭い目元は、きりっとした意志の強そうな印象を受ける。鼻筋も通っているし、とにかく整った凛り々りしい顔立ち。大抵の女子なら見み惚ほれてしまう容姿と言ってもいいほどだった。

　艶やかな黒髪はアップバングにきちっとセットされ、汚してしまったスーツも生地の感じや仕立てのよさを見ると、たぶんかなりいい物だと思われる。

　バチッと切れ長の目と視線が合って、これはとんでもないことをしてしまったと血の気が引くのを感じた。

「あのっ、申し訳ありません！　クリーニング代はお支払いさせていただきますので」

「その必要はない」

「えっ、いえ、そういうわけには……」

　あっさりお断りされても、私的に、というか、会社のためにもそれはまずい。なんとか落ち着きを取り戻しながら名刺を取り出す。

「私、こういう者です」

「……マーケティング部、広報宣伝課、斎原佑月、か」

　男性は受け取った名刺に目を落とし、確認するように読み上げる。

　ヤバい、どうしよう、どうしたら……なんて、心臓が心地悪く音を立てる。

「あの、やっぱりクリーニング代のお支払いはさせてください。こちらの不注意なので」

「広報が新商品の調査で街頭にも立つのか」

「え？　あ、はい……」

「ふうん。いろいろやらされるんだな」

　男性はスーツの内ポケットから自分の名刺ケースを取り出すと、話は終了とばかりに受け取った名刺を納める。そして、動揺したままでいる私に構わず、「じゃ」とその場を立ち去っていってしまった。

「え、あっ、あの！」

　焦って声をかけてみたものの、凛りんとした広い背中はどんどん遠ざかっていく。あっという間に渋谷の人混みに紛れて見えなくなってしまった。

　ちょっとぉ……嘘でしょ？

　自分の名刺は渡したものの、相手の連絡先を伺い損ねてしまった。これでは対処のしようがない。

　あんなダイレクトにスーツを汚してしまうなんて、なんたる失態。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、背後から「あの……」と控え目に声をかけられた。

「あっ、ご、ごめんなさい」

　彼女たちと話し途中だったことがすっかり飛んでいた私は、動揺を残したまま不自然に振り返る。

　三人は揃って神妙な顔をして私の顔を見つめていた。

　無理もない。目の前であんなアクシデントを目の当たりにしたら、こんな顔になってしまうのが普通だ。

「お姉さん、大丈夫ですか？」

「あー、うん。あ、長々と足止めしちゃって、ごめんね。あの、話を聞かせてもらったお礼のサンプルがあるんだ」

　試しにメイクをしてあげるはずだったけど、持ってきていたサンプルをそそくさと紙袋から取り出す。

「今話してたものもあるので、よかったら使ってみてください」

　残りから適当に数個ずつサンプルを手渡すと、三人はまたさっきまでの賑にぎやかさで喜びを口にした。

「ねーねーお姉さん、さっきの人、超イケメンでしたね？」

　サンプルをカバンにしまいながらひとりの子がそんなことを口走る。

「へっ？」

　確かに〝超〟がつくレベルのイケメンではあったけど、あんなことをしちゃった私はそこに注目している余裕は……。

「ね、ね！　ちょっと見惚れちゃったし。メッチャできる大人の男って感じしたし！」

「ヤバかったよねー！　ほら、あの人に似てなかった？」

「あっ、うちも思った、あの人！」

　そう言って、最近人気のイケメン若手俳優の名前を出して、そっくりだなんだと盛り上がりだす三人。

　その話題に入る気にはまったくなれず、私はお礼を口にして荷物を抱える。そして話し込む三人にペコリと頭を下げ、足早にその場を後にした。




「えぇ!?　それ、ヤバくない？」

「だよね、やっぱヤバいよね、あー！　どうじようぅ……」

　その日の終業後。お互い残業もなく帰れる時間が同じだった美香子が、一杯やっていこうと声をかけてくれた。

　会社の最寄り駅付近の立ち飲み屋。飲んでサクッと帰る時にはよく利用しているお店だったりする。

「でも、ゆづの言う感じからすると、どっかのエリートビジネスマンっぽいよね。ね、ね、かっこよかった？」

　手にしているビールジョッキを勢いよくテーブルに置き、横から顔を近づけ興奮気味な声を出す美香子。思わず身を引いてしまう食いつきっぷりだ。

「それは……。て、美香子までそれ言う？」

「え？　なんでよ」

「いや、ちょうど声をかけてた女子高生たちが、その人いなくなってから盛り上がってたんだよ。こっちが真っ青になってるってのに」

　出てきたばかりの砂肝の焼き鳥を手に取り、大口で串にかぶりつく。

「なるほど……女子高生にイケメン認定されるってことは、相当レベルが高いってことは間違いなさそうだね」

「ちょっと、そんなことより私の進退を心配してよ！　もしあとからクレームでも来て、クビにでもなったらどうすればいいわけ!?」

「平気でしょ。だって、あちらが必要ないって言ったんだし、わざわざクレームなんてしてこないでしょ」

　枝豆を口の中に放り込みながら、美香子はひとり納得したようにうんうん頷うなずく。

「そうかなぁ……」

「心配しすぎだって。きっと大丈夫だよ」

　そう言われたって、気分は晴れない。今さらうじうじ悩んでもあとの祭りだけど、悪い展開ばかりが頭をよぎる。

「それよりさ、他になにか話したりしなかったの？」

「えぇ？　そんな余裕あるわけ……あ、でも、広報が新商品の調査で街頭にも立つのか、みたいなこと言われたな」

　あの時のことを思い返してみる。

　名刺を見て、確かそんなこと言ってたっけ……？

「なにそれ！　名刺を渡してから言われたの？　もしかして、同じ業界の人間だったりして」

「え、まさか……」

「いや。あり得るでしょ。だからそんな近くで見られてたとか」

　確かに、言われてみれば、かなり近づかれていたからあんなことになったわけだけど……。でも、まさかね。

「まぁまぁ、とにかく大丈夫だって、もしなにかあった時はさ、そん時はそん時じゃん？　ねっ」

「いや、『ねっ』って軽く言われても……」

「もう一杯飲んじゃおーっと。おじさーん、生中くださーい」

　もう、他人事なんだから……。

　しばらくは、クレームが来るか来ないかビクビクしながら過ごす羽目になりそうだな、なんて思いながら、私は残り少ないビールを飲み干した。




「おはようございまーす！」

　翌日。普段通り九時に出社すると、社内がどこか慌ただしい空気に包まれていた。

　いつもは仕事前にデスクでコーヒーを飲んでいたり、ゆったりメールチェックをしたりしてのんびりした雰囲気なのに、どこかみんな落ち着きなく、朝から片付けなんかに勤いそしんでいる。

「あの、今日ってなにかありましたっけ？」

　自分の席に荷物を置き、右隣の笹ささ野の先輩に話しかける。

　笹野先輩は四年上の先輩社員で、いつもバッチリメイクのこれぞ化粧品会社勤務って感じのキレイな女性。ワンレンの黒髪ロングヘアで、モデルさんのようにすらりと高い身長は百七十センチ近くあるらしい。さばさばしていて仕事もスマートにこなす、頼れる先輩だ。

　三十路が近づいて、最近は婚期を逃すまいと毎週のように婚活パーティーに通っているようだ。

「あぁ、ゆづちゃん、おはよ。もう朝からバタバタよ、聞いてないっての」

　デスクに積んだ資料を仕分けながら、笹野先輩は「ハァ」と大きなため息をつく。

「え、なにがですか？」

「今日から開発部にデスクを置くことになってた新任の副社長」

「あー、はいはい……」

「なぜか急遽うちに来ることになったんだって」

「えっ、そうなんですか？」

　新商品プロジェクトを取り仕切るために、今回CHiC make newyorkから副社長が来日することになっている。

　社長のご子息だという副社長は、本社で社長の右腕となり近年の業績を伸ばしている凄腕だと噂うさわは耳にしている。でも、その存在は謎のベールに包まれたまま。露出を好まない人なのか、その姿を見たことは今のところまだない。

「らしいのよ。で、みんな慌てて整理整頓よ」

「うっそ、そんなことなら私も早く出社したのに。ヤバい、超散らかってます」

　昨日は例の事件でぐったりで、デスクの片付けもそこそこに退社してしまっていた。集めた資料やら商品が無造作に置かれているデスクを慌てて片付け始める。

「ゆづちゃんがやる新商品のプロジェクトを仕切るってことでこっちに来るんでしょー？」

「はい。でも、うちにデスクを置くことになるなんて……」

　つまり、今後はその副社長と毎日同じ空間で仕事しなくちゃいけないのか。そんな上層部のお偉いさんの目がある中で業務を進めるなんて、やりにくそうだな……。

「でも、なんで部長は昨日のうちに知らせてくれなかったんですかね？」

「それがさ、今朝いきなり決まったらしいよー」

　左隣の席の美香子は片付けも完了したらしく、パソコンを起動させながらコソッと知らせてくる。

「今朝って、なにそれ」

「さぁ？　あ、でも、超やり手のエリートみたいだよ。若いみたいだし、イケメンかな？」

「またそれー？　昨日からそんなこと言ってばっかじゃん」

「なんでも帰国子女とかで、スタンフォード大学でしたっけ？」

　美香子は背もたれに身を預けて反り返り、私の隣にいる笹野先輩に顔を向ける。

「違うわよ、プリンストン」

「え、スタンフォードじゃ……あれ、コロンビア大でしたっけ？」

「違うわよ！」

　私を挟んで、美香子と笹野先輩が名門大学の名前を違うだなんだと不毛な言い合いを続ける。

「まぁ、とにかくすごい人っぽいよ。厳しい人じゃなきゃいいけどねー」

　起動したパソコンのマウスをカチカチ動かしながら美香子は話をまとめるように言った。

「なんでもいいけど、朝っぱらからやめてほしいよね、超厄介、あっ！」

　広げていた商品を抱え、戻しに行こうと慌てて振り返った時、グロスが一本、手から飛び出してしまう。

　宙を舞ったグロスは、パシッといい音を立てて目の前でキャッチされた。

「あっ、すみません！」

　……って。え……えぇ!?

「……超厄介なのはどっちだ」

　目を疑うというのは、こういうことを言うのかと思った。

　飛んでいったグロスを握りしめ、じっとこっちを睨にらむように見つめているその姿を前に、あんぐり開いた口が閉じてくれない。

「おはようー！　みんな、ちょっと手を止めて集まって」

　呆然と立ち尽くしていると、あとから来た牧瀬部長の声が聞こえてきた。

　牧瀬部長は、やり手で厳しい女部長。四十半ばの今まで独身を貫き、仕事ひと筋でやってきたらしい彼女は、ハイスピードで今の役職まで上り詰めたと噂されている。

　小柄で少しふっくらとした柔らかな体型とは裏腹に、仕事中はどんな時でもポーカーフェイス。黒髪のサラサラボブも手伝って、一見怖く見える。でも、常に仕事に情熱を注ぎ、部下を大事に育てる人だから、みんな彼女を慕っている。

　颯爽と目の前を横切っていく牧瀬部長に、私は「おはようございます」と頭を下げた。

　すると目の前の男性は、キャッチしたグロスを私に無言で押しつけ、部長のあとに続いていく。その去り際、真顔でフンと鼻で笑われた気がした。

「え、なに、ゆづ知り合い？」

　固まる私に顔を寄せて美香子が聞く。

　知り合いも、なにも……。

「きっ、き、昨日、話した……あの」

「えっ!?　嘘っ、嘘でしょ？」

　両手で口元を覆い、目を見開いて驚く美香子。

　どうやら嘘ではないらしい。部長と並んで立つ姿は、間違いなく昨日の人……スーツを汚してしまった、あの人だった。

「えー、今日から新商品のプロジェクトを取り仕切ってくださることになった、高たか宮みや 翔かける副社長です。日本支社には三カ月間ほど、いらっしゃいます。当初は開発部にデスクを置かれる予定でしたが、急遽、うちの部で仕事を一緒にしていただくことになりました。副社長、ひと言お願いします」

　副社長と紹介したその人に、牧瀬部長は部署のみんなへの挨拶を求めて頭を下げる。

　副社長は牧瀬部長に会釈したあと、集まる視線に応えるように社員たちを見渡した。

「高宮 翔です。しばらくお世話になります」

　愛想よくニコリとすることもなく、表情ひとつ変えずに挨拶をする副社長。物もの怖おじしない堂々とした口調と佇たたずまいからは、緊張している様子もまったく見受けられない。

　さっき私に向けていた呆あきれたような冷めた表情は消え、仕事のできる男の顔になっているその人が、まさかうちの会社の副社長だったなんて未だに信じられない。

「これはセンター争い勃発の予感だわ……」

　歓迎の拍手がわく中、美香子がまたそんなことを呟つぶやく。

「センター争いって……」

「斎原！」

「……え、あ、はい！」

　いつもの美香子のおふざけにツッコミを入れていると、牧瀬部長に勢いよく名前を呼びつけられる。慌ててしゃんと姿勢を正した。

「新商品のプロジェクト、副社長にあなたから概要と進行具合を教えて差し上げて」

「わ、私がですか？」

　ちょっと冗談でしょ……。

「そうよ。なにか問題でもある？」

「……いえ、ないです」

「よろしい。じゃ、お願いね。では、今日も一日頑張りましょう！」

　なぜか部長からのご指名まで受けてしまい、混乱する頭が真っ白になっていく。

　なんでよりによって私が……。

　部長と共に、奥にある部長のデスクへと去っていくスーツの後ろ姿を見つめながら、深いため息をついた。




　今日の予定は、朝一で開発部がある江こう東とう区くへ行き、昨日街頭調査をした資料を元にした打ち合わせが入っている。商品のラインナップやカラーバリエーション、パッケージデザインなどの打ち合わせはもう何度か行っているけれど、いよいよ製造に向けて具体化していく段階に煮詰めていく。

　昨日帰社してから休む間もなくまとめた調査資料を、参加する人数分用意してバッグにしまう。そろそろ出ようかと社内をぐるりと見渡すと、副社長の姿が見当たらなかった。

「斎原」

「あっ、はい！」

「もう出る時間だろ。行くぞ」

　どこに行ったのかと責める気持ちになりかけていた私の背後から、いつの間にか出る準備万端の急かす声。『早くしろ』と言わんばかりの視線に慌てて席を立つ。

「開発部に行ってきます！」

　みんなに声をかけ、先にフロアを出ていった副社長を追ってオフィスを後にした。

　さっき出かける準備をしながら落ち着いて考えてみると、昨日の血の気が引く思いがじわりじわりと蘇よみがえってきてしまった。副社長という立場の人に、自分はなんという無礼なことをしてしまったのか、と。

　極めつけに、つい口走った『超厄介』なんて発言までバッチリ聞かれてしまっていた。『厄介なのはどっちだ』なんて言われたけど、まさにその通りだ。

　今朝、部長が私に副社長と組むよう指示したのは、昨日あの場所で会って、私があんな失態を犯してしまったことを、彼は言っていないのだろう。

「あのっ、副社長！」

　先にエレベーターを待っていた副社長に駆け寄り、深々と頭を下げる。

「昨日は、本当に失礼なことをしてしまい申し訳ありませんでした」

「昨日のことより、今日の準備は滞りないんだろうな？」

　横に立った私には目もくれず、副社長は腕時計に目を落とし時間を確認している。

「あ、はい！」

「作った資料は？」

　到着したエレベーターに乗り込みながら、片手を差し出し資料を要求される。

　持ってきた資料をバッグから慌てて取り出した。

　この人、根っからの仕事人間……とか？

　受け取った資料に目を落とす横顔を眺めながら、そんなことをふと思う。

　余計なことは話さないオーラが放たれていて、謝罪は受け入れてもらえず流された模様。

『気にしなくていい』とか、『大丈夫だから』とか、なにかひと言くらい言ってくれてもいいのに。これじゃあ、完結しないというか、こっちがずっとモヤモヤしちゃうよ……。

「……資料はちゃんと作ったみたいだな」

「はい、ありがとうございます。あ、副社長、一階に着きました」

「いや、今日は車で行く」

　開いた扉を前に降りる気配のない副社長はサラリと答える。

「え、あ、じゃあ私は……」

「別々に行ってどうするんだ」

　気づけばエレベーターの扉は閉まり、駐車場がある地下へと下降していく。

　押されたボタンを見ると、地下四階が点灯していた。

　このビル専用の駐車場は、地下一階から地下四階のフロアにある。地下一階と地下二階は来訪者や業者など、外部からの車が主に駐車をするようになっていて、管理室のある地下五階に近い地下三階と地下四階はこのビルに勤める重役やエリート階級の人たちの契約駐車場になっている。

　車通勤なんて縁のない私には、駐車場に行く機会なんて年にあっても一、二度。業者さんと荷物を運ぶために下りるくらいで、思い返してみれば、地下二階より下に行ったことはなかった。

　地下四階フロアに到着すると、副社長は無言のまま先にエレベーターを降りていく。

　あとに続いて駐車場に出て、思わずキョロキョロと挙動不審気味に辺りを見回してしまった。

　噂では聞いていたけど、駐車されている車は見事に名の知れた高級車ばかり。国内の最高級車に、誰もが知る有名な外車。私の見慣れたコンパクトカーや軽自動車なんかはどこにも見当たらなかった。

　副社長の車も例外ではなく、もちろんそこに違和感なく存在できる高級車だった。

　車に近づきながらロックを解除すると、副社長は足早に助手席に行きドアを開けてくれる。

　いきなりの紳士な行動に一瞬戸惑ったものの、文句を言われる前にそそくさと乗車した。

　初めて乗る高級車は、座った瞬間の座り心地から別物だった。ソファのようなフィット感のあるシートとでも言えばいいのだろうか。これが車に座ってる感覚なの？という感じだった。

　車内も普通乗用車とはやっぱり格が違って、黒を基調とした内装でシック。シートやステアリングにはたぶん本革が使用されていて高級感に溢あふれている。庶民の私には落ち着けるものではなかった。

　助手席のドアを閉めた副社長が運転席に乗り込んでくる。

　今日は黒に近い濃いグレーのスーツに、キレイな紫色のネクタイを締めている副社長。長身でスタイルがいいから、オシャレなスーツがより様さまになっている。

　こっちを気にもしない様子をいいことに、横顔をまじまじと見つめてしまう。

　肌、キレイ……。

　きめが細かくて、今まで肌荒れとか知らずにきたと思われる羨ましい美しさに、ベースメイクで頑張っている自分が虚しくなる。

　そういえば、副社長って何歳なんだろう？　この感じだと、もしかして私よりちょっと上くらいとか？

　密かにそんなことを思いながら見ていた時、副社長の顔が急にこちらを向き、不意に視線がぶつかり合う。

　驚いてフリーズした私に向かって、副社長は運転席側から腕を伸ばしてきた。

　えっ……。な、なんで見てるの!?　しかも心なしか、顔が近づいてるような……。

　目が合ったまま接近する端正な顔に思わずギュッと目を閉じる。

「なにぼさっとしてるんだ」

「へっ」

　薄っすらと目を開けながら、シュルシュルッという音を耳にする。

　長い腕が私を跨またいで辿たどり着いていたのは、助手席のシートベルト。カチャと装着する音がした。

「あっ、すみません！　ちょっと、高級車で緊張しちゃって、あはは……」

「なんだそれ」

　ついごまかしで出たとぼけたセリフに、副社長は意表を突かれたのかフッと笑みを見せる。

　ほんの少しだけど初めて笑った顔を見られて、『あ……』と思った。

　なんだ、笑ったりするんじゃん……。

「同乗者もシートベルトしないと、俺が捕まるから」

「あ、はい。すみません」

　急に近づいた距離に、心臓がドキンドキンと音を立てている。

　なにを勘違いして、緊張してるんだか。

　この動揺がバレないようにと、窓の外に目を向けた。

　あんな失礼なことをした昨日の今日でふたりで外出するとか、絶対気まずい雰囲気になるんだろうなという予想通り、空気は重くどこか息苦しい。

　車を出してしばらくしても、車内には沈黙が流れ続けていた。

　気を紛らわすために資料を取り出し、最終チェックを始める。

「斎原」

「はっ、はい！」

　前触れなく突然名前を呼ばれ、無駄に声のボリュームが上がる。

　そんな私の過剰反応に、副社長はどこか鬱陶しそうに目を細めた。

「なんでこの会社に入った」

「え？」

「志望動機」

　なんの前置きもなく、いきなり面接のようなことを聞かれる。

「えと……私は、ありきたりかもしれませんが……好きだからです」

「それは、化粧品がか」

「いえ。女の子がかわいくなるのが、です」

　語りだしたらきっとしゃべりすぎてしまうから、簡潔にそう答えた。

　もちろん、コスメが好きなのは大前提。でも、それだけではない。私は、女の子をかわいくしてくれるコスメという存在が大好きなのだ。

「メイクをするのって、なにか魔法をかける、みたいな……そんな感じだと思うんです。だから私は、そんな魔法のアイテムを世に送り出す人になりたいなって」

「魔法のアイテム……か」

　なにかを考えるように副社長は私の言葉を口にする。

「あ、男の人にはわからない感覚かもしれませんよね」

「いや、わからなくもない」

　ハンドルを握る副社長は前方を向いたまま、表情ひとつ変えず即答を返した。

「そうですか？」

「ああ。なんとなくだけどな」

　そこから、話の流れは今回の新商品開発プロジェクトについてへと自然と移る。昨日街頭に立ってみて、なにを重視するべきか、話を聞いてみてなにか新たな発見があったかなど、副社長の熱心な質問が続いた。

　そうこうしているうちに、開発部がある江東区へはあっという間に到着した。

　副社長が来るというのもあってか、訪れた開発部にもいつもと違った緊張感が漂っていたけど、準備しておいた資料もバッチリ役立ち、打ち合わせは順調に進められた。




「皆さん、今日も一日お疲れ様でした！」

　その日の終業後。ビールが入ったグラスを片手に、足あ立だち課長が音頭をとる。

　ここは、B.C. square TOKYO七階にある、和風モダンのオシャレな居酒屋。ダークブラウンを基調とした木造りの店内は、どっしりとした落ち着いた雰囲気があり、照明の使い方も凝っている。個室の大部屋は掘りごたつなんかになっていて、どこか懐かしい古民家風の空間だ。

　うちのマーケティング部が、歓送迎会などの飲み会でよく利用している。

　開発部との打ち合わせを終えて帰社すると、副社長の歓迎会をすると声をかけられた。急に今朝うちの部署に来るなんてことになったから、私たちが出かけてから慌てて段取ったらしい。

「えー、高宮副社長！　マーケティング部へようこそ！　女性ばかりの職場で、仲間が増えて嬉しいです！」

　課長がそう言うと、男性陣から歓声が上がる。

　マーケティング部に在籍する社員は十八名。そのうち男性社員は五名と、圧倒的に女子率が高い。

　その中のひとりである足立課長は、三十代半ば。小学生と幼稚園生の男の子、それからもうすぐ一歳になる女の子のパパだ。イクメンで名が通っていて、一番下の子が生まれたあとは育休を取ったりもしていた。よく私にも子どもたちの写真を見せてくれたりする。

「じゃ、堅苦しい挨拶はそこそこにして。乾杯！」

　歓迎会の出席率は、急に決まったわりにはなかなか高め。十八名中、欠席は依然体調不良が続く金子さんと、保育園に子どもを預けている家庭持ちの女子社員二名のみだ。副社長の歓迎会となれば、絶対外せない用事でもない限り出席しなければと、みんな思ったのかもしれない。

「そういや、今日の打ち合わせはどうだったの？」

　みんなが個々に盛り上がり始めた頃、隣に座る美香子が今日の開発部との打ち合わせについて聞いてきた。

「あー、うん。ラインナップと、カラー展開はほぼ決定かな。あと、デザインの候補がもう少ししたら上がってくるから、それ待ちな感じ。若い人たち向けだから、デザインにはこだわりたくて」

「そっかぁ、いよいよだね」

「まぁ、できあがってきてからが仕事本番って感じだけど」

　新商品の内容がすべて決定してからは、商品自体は開発部が試作品を作ってチェックを繰り返し、安全性の試験などを行っていく。その後、商品の使用感などのモニタリングなどを経て、製造ラインにのり、発売される商品が完成する。

　ここからは広報宣伝課としてプレスリリースの準備や、広告代理店などとの打ち合わせが続き、発売に向けてより忙しくなってくる。

「モデル、誰を起用するか、もう決まったの？」

「んー、そっちは候補出しの段階。そろそろ決めてオファー出さないとなんだけど」

　いい感じの泡がのるビールをゴクリと喉に流し込んでいると、個室の入口から「失礼します」と料理を運んできた店員さんの姿が目に入った。

「で、開発部の反応はどうだったの？」

　おしぼりで手を拭きながら、美香子は興味津々に私に顔を寄せる。

「え？」

「副社長のだよ、みんなどんな反応だったのかな～って」

　急にコソコソとなんの話かと思えば、美香子は興味津々にそんなことを聞く。

　そんなネタを振られてチラリと話題の人に視線を向けると、人当たりのいい表情で周囲の人たちと談笑していた。

「まぁ、あんなだし？　受付の子とか釘くぎ付づけになってたよ。ああ、あと、お茶出しした新人の子が派手にこぼしてた。それは副社長とは関係ないかもだけど」

　出てきた筑ちく前ぜん煮にみたいな煮物を自分の皿に取りながら答える。

　すると、私の分も入れてとばかりに美香子が自分の取り皿も差し出してきた。

「いや、関係大ありでしょ。見とれてこぼしたね、それ」

　ふんふんと納得するようにひとり頷きながら、美香子は早速お皿の蓮れん根こんを箸でつまむ。

「かね～？　かけられた開発部の部長はテンパってたし」

　けっこうな勢いで部長はお茶を浴びていた。それはもう、ドラマとかで見るような『嘘でしょ!?』という派手なものだった。笑っちゃいけないけど、ああいう笑ってはいけない場面でこそ、つい笑いそうになってしまう。

「うわっ、それ気まず。で？　ゆづはどうだったのよ、副社長とふたりで外出」

「え、別にどうもないよ。仕事の話以外してないし」

　なんでもなさそうにけろっと答えた私に、美香子は「えぇ!?」と過剰反応する。

「なーんだ。つまんないのー。ちょっとはリサーチしてきてよ。歳とかさ、フリーかとかさ。ふたりっきりなんだから」

「はぁ？　なんで私が。嫌だよ。言っとくけど、そういう空気まったくないからね。〝余計なことは話すなオーラ〟出まくりだし」

　歳ならまだしも、フリーかなんて間違っても聞けるわけない！

「えー、そんなことないでしょ」

「あるんだって。だったら美香子が自分で話しかけなよ」

「はいはい、わかりましたよー。高宮副社長！」

　私をグイッと押しのけ、向こうにいる副社長に声をかける美香子。

　うっわ！　ほんとに速攻話しかけたし！

　呼ばれた副社長は、今の私の感想が嘘と思われるような爽やかな微笑を浮かべて美香子に目を向ける。横にいる私へも一瞬だけ視線をよこした。

「斎原、どうですか？　ちゃんとお世話係できてます？」

「ちょっと、お世話係ってなに!?　語弊ありすぎでしょ！」

　押しのけられたのをやり返すように美香子の肩をど突く。

　でも、美香子はなにがおもしろいのか肩を揺らして笑ってみせた。

「いいじゃーん、間違ってはないしー」

「いやいや、全然違うから！」

　私たちのやり取りを見て、副社長はフッと穏やかに笑う。

「おっ、お世話係！　それいいなぁ。斎原～、しっかり副社長のお世話しろよ」

「ちょっ、課長まで、やめてくださいよ！」

　あまりお酒が強くない課長は、飲み会が始まると毎度すぐに赤い顔をしている。今日はペースが早いのか、酔った時の饒じょう舌ぜつさがすでにお目見えしちゃってる様子だ。

　美香子や課長のせいで、話を耳にしていた他の社員たちもクスクスと笑いだす始末。「斎原頑張れー」なんて便乗し始め、おかしな空気に場が盛り上がっていた。

　場の雰囲気を和ませるためか、副社長も「お世話係、いいですね」なんて同調している。

　なによ、なんなのよ。絶対そんなこと思ってないくせに、話合わせちゃったりしてさ！　仕事中のあの〝無駄話はしませんキャラ〟はどこ行ったのよ！

「すいません、日本酒ください。熱いので」

　ちょうど席に料理を運んできた店員さんに声をかける。

　飲んでやる。飲まないとこの空気、やってらんない。

「ちょっとゆづ、日本酒なんか飲んじゃって大丈夫？」

　運ばれてきたお鍋を取り分けるお皿を手に、中腰になった美香子が私を横から覗のぞき込む。

「大丈夫。飲む」

「あんま強くないんだから、ほどほどにしてよね」

　そこから私はひたすら食べて飲んで、話はそこそこに合わせながら時間をやり過ごした。










エリート副社長の本性




　意識が戻ったと同時に襲ってきたのは、頭が重いという不快感だった。

　薄っすら目を開ければまぶたもだるく、視界がはっきりしない。ぼやける目に映った高い天井をしばらくぼうっと眺めていた。

「……って、えっ!?」

　ちょっと待って、ここはどこ!?　どうしてベッドで寝てんの？

　思わずガバッと体を起こす。

　まだ働かない思考をフル回転させて必死に考える。

　さっきまで歓迎会の席にいて、それで、なんかいたたまれない雰囲気だからって日本酒飲みだして、それで、それで……。

　おかしなことに、そのあとからの記憶がすっぽりとない。

　そして、今自分がいるこの広いベッド……。キングサイズだと思われる広さだ。いくら頭が働かなくても、自分の家のベッドではないことがわかる。じゃあ、いったい私はどこにいるの!?

「やっとお目覚めか……」

　聞こえてきた声に、一気に目が覚める。

　声の先にバッと顔を向けると、信じられない光景が目に飛び込んできた。

　天井までの大きなガラス窓の前、黒い革貼りのソファに長い脚を組んで座るリラックスした姿。窓からの陽が逆光になって顔は見えにくいけど、そのスタイルのいいシルエットは見間違えるはずもない。

「な、なっ……」

　声もまともに出せなかった。

　どうして？　なんで？

　頭の中を行き来するのはそればかりだ。

　金縛りにあってしまったかのような私に向かって、立ち上がった影が近づいてくる。

　はっきりとその姿を目にして、息を呑のんだ。

「な、なんで副社長が……」

「なんでって、なにが」

　驚きを隠せない私とは正反対で、副社長は落ち着き払ったいつも通りの様子。私だけがひとりパニックに陥っていく。

「いや、ここは……ここはどこですか!?」

「……呆れるな。まさか、覚えてないのか？」

　あからさまに『おいおい、嘘だろ』という心情が現れている副社長の顔。目を逸らし、「ハァ」と小さなため息をつかれた。

「えっ？」

　気が動転しているせいかもしれないけれど、思い出したくても本当になにも思い出せない。……というか、窓の外が明るい。もしかして、もう朝ってこと!?

　慌てて腕を出し時間を確認しようとする……が、着けていたはずの腕時計がない。振り返ってみると、ベッドのサイドテーブルに腕時計と着けていたピアスがまとめて置かれていた。

「もう朝の六時だ」

「えっ、六時!?」

　いやいや、ちょっと待って！　さっきまで夕方の六時だったでしょ！　朝の六時ってどういうことなのよ！

「見事に爆睡だったな」

「爆睡……。あの、だからここはいったいどこなんでしょう？」

「うちだけど」

　私のすぐ前まで来た副社長は、シャツにベスト、そしてネクタイを締めた、スーツの上着を着る前の格好だった。

　でも、すでに昨日と違うスーツを着ていることに気づく。

　うちって……。副社長の家ってこと!?　いや、だって歓迎会の席にいたはずなのに、気がついたら副社長の家って、どうしたらそういう展開になっちゃうわけ!?

　硬直したままの私に構わず、副社長は私が座る隣に腰を下ろす。

　ベッドのスプリングが跳ねて、かかっていたシーツを無意識に引き寄せた。

「まさか、お世話係のお世話する羽目になるとは思いもしなかったけど」

「お世話って、あの、私……」

「昨日のこと、覚えてないなら教えてやってもいいけど、条件がある」

　そう言った副社長は、キレイな顔に妖しい微笑を浮かべる。

　近距離で見つめられて、バクッと心臓が緊張の音を立てた。

　こんな顔もするんだ……。

　高鳴る鼓動に包まれながらそんなことを思っていた時、シーツを握りしめる手を掴み取られた。

「あ、あのっ……」

　触れられたことで全神経が手先に集中していく。

　動揺を隠しきれない私を見つめる副社長は、意地悪くフッと口角を上げると、掴んだその手を強引に引き寄せた。そして……。

「……っ!?」

　阻止できないくらい、一瞬の出来事だった。気づいた時には傾いた端正な顔が目前に迫り、唇を柔らかい感触が覆っていた。

　理解できない展開に、思考も瞬きもすべての動きが静止する。

　石のように固まってしまった私を、顔を離した副社長はまったく動じた様子なく見つめた。

「これからは、俺が呼び出したらすぐに飛んでこい」

　なにを言われているのかよくわからず、ぼんやりと間近にある整った顔を見つめてしまう。頭の中はもう会話をまともにできる状態ではない。

「おい、聞いてるのか？」

　無反応な私の目を覚ますように、副社長はいきなり額を指で弾いてくる。

　ハッとして、やっとまともに見ることのできた副社長の顔は、私の動揺を見透かすようにニヤリと意地悪く笑っていた。

「そっ、それは、どういう!?」

「そのままの意味だ。朝だろうが夜だろうが、何時でもすぐに来いってこと」

　私の声に食い気味に返ってきた言葉と共に差し出されたのは、なにかのカードキーだった。

　意味がわからず、じっと凝視してしまう。

「これは……」

「ここに上がるための、エレベーターのカードキーだ」

「えっ？　いや、意味がわかりません。どうして私がそんなものを」

「持ってないと呼ばれた時に困るだろ」

『早く受け取れ』と言わんばかりに突き出され、ほとんど反射的にカードキーを受け取ってしまった。

　要するに、私はどうやら飲みすぎて歓迎会の席で潰れ、どういうわけか副社長に介抱され、彼の自宅だというこの場所に連れてこられたということ。そして、そんなこととも知らずに朝まで爆睡し、今に至る……。

　そこまでは、混乱していても状況からなんとかわかる。でも、このカードキーを渡されて、呼び出したらすぐに来いと命令されたことは理解に苦しむ。

　そんな脅しのようなことを、『はい、わかりました』と了承しないといけないくらい、私は醜態をさらしてしまったのだろうか。でも、記憶がないその部分を教えてもらうには、素直にこの話に従うしかないようだ。

「これは……業務命令ってことですか」

「そういうことにしないと、イエスの返事はできないってことか」

　回答に困る私を見て、副社長はフッと鼻で笑う。

　完全に勝敗が決まっているような空気。不敵な笑みに怯ひるんでしまいそうになるけど、相手は仕事を共にする副社長だ。

　頭を仕事モードにして、プライベートな自分に蓋をする。

「副社長と一緒に仕事をさせていただくために必要なら、仕方ないと思って受け取ります。でも、そうでないならお返しするつもりです」

　はっきりとした口調で答えると、それを聞いた副社長はなにがおかしいのか肩を揺らして笑いだした。

「そうか、わかった」

　了承されて一瞬ホッとしたものの、なんでこんなに笑われているのかよくわからない。こっちは真面目に答えているのに、いったいなに？

「初対面でスーツを汚されて、歓迎会では酔い潰れて面倒みる羽目になって、それでも悪いと思ってないってわけか」

「そっ、それは、どっちも申し訳ないと思っています」

「だったら、断れないよな？」

　ニコリと微笑んで、副社長はじっと私の顔を見つめる。

　介抱してもらったことは仕方ないにしろ、このタイミングでスーツの件を蒸し返されるとは思いもしなかった。あり得ないけど、この時のために謝罪を受け入れてもらえなかったのかと疑ってしまいたくなる。

　でも、これ以上言い返せる言葉もない。自分の落ち度をどこまでも恨みながら、ぐっと感情を抑え込んだ。

「……わかりました。これは、お預かりします」

　もうほとんど諦めに似た気持ちになっていた。

　いくら拒否の姿勢を見せても、この調子じゃ『はい』と言うまで帰してもらえそうにない。ここはひとまず、素直に話を聞いて丸く収めたほうが賢いかもしれない、と思った。

　あとのことは落ち着いてから考えればいい。

　私の返事を聞いた副社長は「そうか」と口角を上げる。

　満足そうな笑みから逃れるようにベッドから私が飛び出すと、再び左手の手首を引き止めるように掴んで振り向かされた。

「じゃあ……昨日のこと、ひとつだけ教えてやるよ」

　意味深な微笑を浮かべる端正な顔を前に、こんな時なのに妙に意識して鼓動が速まっていくのを感じる。掴まれた手が、熱い。また不意打ちでキスでもされるのではないかと思うと体が強張る。

　掴んだ手を強引に引かれ、耳元に感じた吐息にぞくりと体が震えた。

「昨日のお前……かなり激しかったぞ」

「……っ!?」

　その言葉は、火炎放射器だったのかと思うほど、耳が焼けるような熱にやられた。耳だけでなく、顔面温度も一気に急上昇していく。

　掴んでいた手を放した副社長は、間違いなく真っ赤になっている私の顔を見てプッと吹き出す。

　くらりとめまいがした。

　嘘でしょ!?　嘘だと言って！

　心の中で叫びながら、置かれていた自分のバッグを掴み取る。

「まだ早いから、帰って着替えてくる時間くらいあるだろ」

　そんな声を背後に聞きながら、広い寝室を飛び出した。

　なにかから逃げるように慌ててパンプスに足を突っ込み、玄関の扉を押し開ける。

　昨日の記憶がない私には、目の前に広がった、ホテルなのかと疑える重厚な廊下にもまったく見覚えがなかった。

　小走りする足音が、大理石だと思われる床を軽やかに鳴らす。

　飛びつくようにしてエレベーターのボタンを押すと、そこで待っていたようにすぐに扉は開かれた。

　ここがいったいどこの建物なのか、何階なのか、それすらもわからない。とりあえず閉じるボタンを連打して、一階のボタンを押した。

　やっとひとりになって、再びパニックのどん底に陥る。

『昨日のお前……かなり激しかったぞ』

　さっき囁かれた言葉がまだ熱を持って耳元に残っている。

　まさか、昨日の夜、副社長とそういうことになっちゃったの？　あの言い方じゃ、そうとしか思えない。でも、いくら酔って記憶がないって状態でも、そんなことになっていたら、さすがに断片的にでもなにか記憶があるはず。だけど……。

　やっぱりなにも思い出せない！　とはいえ、あんな簡単にキスをしてこれちゃうってことは、やっぱりそれ以上の関係に……!?

　さっきいきなり唇を奪われた、あの衝撃的瞬間が蘇る。

「あー、もうっ！　私はバカなの!?」

　エレベーターの中をぐるぐると徘はい徊かいしながら独り言をぶつぶつ吐き出す。

　そうこうしているうちに、エレベーターの扉が静かに開く。

　外に出て目の前に広がった景色は、さっきの内廊下と同じ大理石が敷き詰められた、しんと静かな広いエレベーターホール。暗めな間接照明の落ち着いたその空間をキョロキョロとしながら突き進んでいくと、ホテルのクロークのようなエントランススペースへと出た。

　観葉植物が飾られ、待ち合いのためのソファなんかが設置されているそこには、受付カウンターに、ブラックのスーツをきっちり着込んだ男性ひとりと女性ひとりのふたりが座っていた。私が現れると、ふたりは黙って頭を下げた。

　どんだけ豪華なマンションに住んでるのよ！と思いながら、若干挙動不審気味に、出口と思われるガラス張りの自動ドアへと足早に向かっていく。

　その先へと出て、「えっ」と思わず声が漏れた。頭の中が『どういうこと？』と疑問でいっぱいになる。

　そこは、毎日私が通うB.C. square TOKYOの敷地内。目の前に広がった見慣れた景色を目に、今出てきたエントランスを振り返る。そうしてやっと、今朝目覚めた副社長の住まいがビル内の住居エリアにあることに気がついた。

　いつもの賑やかさが嘘のように、商業エリアのエントランスは閑散としている。

　スマホで確認した時刻は、まだ六時過ぎ。『帰って着替えてくる時間くらいあるだろ』とさっき言われたことを思い出した。

　あと数時間後には、またここに戻らなくてはいけない。そして、さっきまで一緒にいた副社長と顔を合わさなくてはならない。

　いったいどんな顔して仕事すればいいわけ!?

　出社したくない気持ちを引きずりながら、重い足取りで自宅への道を急いだ。




　考えてみたら、副社長とふたりで歓迎会の場を去ったなんて、副社長以前に職場のみんなに顔を合わせられないし！

　シャワーを浴びながらそのことに気づき、支度をしつつも、『今日は休みます』と連絡を入れようかと何度もスマホを掴んだ。

　だけど休んだら、明日から余計に出社しづらくなる。それを考えると、覚悟を決めて会社へと向かうことに決めた。

　なんとごまかそう。記憶がないという事態だけに、辻つじ褄つまが合わない作り話をして自爆もしかねない。

　周りの反応に瞬時に対応していくしかないけど、普通にしているつもりでも挙動不審になっていそうで、平静を保って受け答えができるか不安しかなかった。

　とにかく、平常心、平常心。

　かなりの緊張の中、腹をくくってオフィスへと踏み込むと……。

「あ、ゆづ、おはよう」

　この問題最大のラスボスと勝手に認定していた美香子は、いつも通りの様子で声をかけてくる。

　不思議に思いながらも「おはよう」と努めて普段と変わらない挨拶を返した。

「昨日、大丈夫だった？」

「え？　あ、ああ、うん、まぁ」

「かなり酔ってたからさ、心配してたんだよね。ちゃんと帰れた？」

「あー、うん、なんとか」

　なに？　私、帰ったことになってるの？

「ちょっと、覚えてないんでしょー？」

　私の二の腕をいきなり掴んで揺すり、問い詰めるように詰め寄ってくる美香子。

「へっ？」

「ゆづがヤバそうだから、副社長がタクシーに乗せて連れてってくれたんだよ？」

「えっ」

　なんだ、そういうことになってるんだ……。

　余計なことを口走る前に、昨晩の表向きな自分の行方を知ることができてホッと安あん堵どする。

「あー、そ、そうだったんだ！　いやぁ、あんまり覚えてなくてさ……あはは」

「あはは、じゃないよ。だから言ったじゃん。日本酒なんかガバガバ飲んじゃってさ」

「すみません……以後、気をつけます」

　反省してますの意味を込めてがくっと首を垂れる。「ごめん」と付け足して手を合わせてみせると、美香子はため息交じりに「まったくー」と呟いた。

「よろしい。それにしても、歓迎会の主役が酔った部下のお世話とか、副社長かわいそすぎだから。ほら、コーヒーでも淹いれて謝ってきな！」

「う、うん」

　引きつる笑顔のまま美香子から副社長のデスクをチラ見すると、すでにパソコンに向かって仕事を始めている姿が見えた。

　ひとまずホッとしながら自分のデスクにバッグを下ろし、羽織ってきたロングカーディガンを椅子にかける。

　立ったままパソコンの起動だけさせ、ひとり給湯室へと向かった。

　オフィスを出てレストルームの奥に位置する給湯室には誰の姿もなかった。コーヒーマシーンの前に立ち、ひとりため息をつく。

　確かに副社長だって、新任早々の初日に部下を自宅に連れて帰ったなんて知られたくないはずだ。みんなにバレてるとばかり思っていたけど、落ち着いて考えてみれば、そんなに慌てることもなかった。

　でも、問題はそこじゃない。一番まずいのは、記憶がないまま副社長と一夜を共にしてしまったという事実。

　本当に、関係を持ってしまったのだろうか。さっき帰宅してシャワーを浴びた時、やはり裏付けになる痕跡は特に見当たらなかった。

　目覚めてからしばらくあった倦けん怠たい感かんだって、二日酔いのせいがあるからあてにならない情報だし……。

「斎原」

　ホットコーヒーのボタンを押したタイミングで背後からいきなり名前を呼ばれ、飛び上がる勢いで振り返った。

「は、はい！　おはようございます！」

　音もなく現われた副社長は、給湯室の入り口に手をかけ、目を細めてじっとこっちを凝視している。思いっきり挙動不審な私を見て、真顔でため息をついた。

　昨日の副社長とのことを考えていた真っ最中だけあって、心臓の辺りがギュッと萎縮する。

「なんだ、そのあからさまな態度は」

「え、いえ、別に……」

「別にって様子に見えないのは気のせいか？」

　どこか威圧的な口調で近づいてきたと思ったら、いきなり手を掴まれる。

「えっ、あのっ」

　変な声を上げた私に構わず手を引いた副社長は、手の平の上に、昨日していた腕時計とピアスを握らせるように載せた。

「忘れ物」

「あ……」

　慌てて飛び出してきたからすっかり忘れていた。

　渡された物をそそくさとパンツのポケットに押し込みながら「すみません」と呟く。

　それ以上対面しているのが耐えられず、くるりとコーヒーマシーンに向き直る。

　すでにコーヒーはカップに入り終わり湯気を立てていた。

　昨日のことをはっきりさせたい。

　背後にまだ気配を感じつつ、そんな思いでいっぱいになっていた。

　シュガースティックに手を伸ばしながら意を決して口を開く。

「昨日のこと、本当に思い出せなくて……ちゃんと教えてもらえませんか？」

　コーヒーに入れた砂糖をマドラーでぐるぐると溶かしながら答えを待つ。

　返事がないため間が持たず、さらにコーヒーフレッシュを手に取る。ブラックに白い波紋が広がっていくのを見つめていると、微かにフッと笑われるのを感じた。

「ちゃんとって、どんなことを知りたいわけ？」

「それは……」

　わざとだ。敢えて、聞きづらいような返しをされてる。

「だから、昨日本当に――」

「よかったかどうかって？」

「はっ!?」

　耳元でとんでもないことを囁かれ、マドラーを手にしたままクルリと振り返る。警戒して一歩身を引いた拍子に、足元に置いてあるゴミ箱をかかとで蹴飛ばしてしまった。

　音を立てたゴミ箱に一瞬気を取られた隙に、正面に戻しかけた顔は副社長の手に捕らえられる。顎に触れた指は、私を強制的に上向かせた。

「あっ、あの……」

　近距離で私を見下ろすキレイな顔が、おもしろいものでも見るように笑みを浮かべる。

　今朝の衝撃がフラッシュバックして咄嗟にギュッと目をつむると、その直後に額の中心を指らしきものでツンと押された。

「なにを期待してんだ」

「……へ!?」

　ハッとして開いた目には、ニッと意地悪く口角を上げる副社長の顔が映る。

「キスでもされると思ったか？」

「なっ、ち、違います！」

「あいにく、こんないつ誰が来るかわからない場所では立場的にまずいからな」

　悪びれた様子もなく、けろっとそんなことを言われ、開いた口が塞がらなくなった。

　……はぁ!?　よく言う！　今朝あんなことがあったばかりだってのに！

　荒れ狂う感情をなんとか抑え、くるりとコーヒーマシーンに向き直る。

「誤解されているみたいなので言っておきますが、私は……」

　副社長の部屋で朝を迎えてしまったことを果てしなく後悔しているんです！　それじゃあまるで、私が期待しちゃってるみたいな言い方なんですけど!?

「おはようございまーす」

　できあがったコーヒーを渡そうと振り返りつつ、文句を続けようとしたタイミングで、同僚たちがわらわらと給湯室へと入ってきてしまった。

　微妙な空気を漂わせている私たちに視線が集まる。

「どうぞ……」

「これはお前が飲め。俺はブラックしか飲まない」

　何事もなかったようにコーヒーを差し出すと、副社長はカップの中身を一いち瞥べつし、私の顔を真顔で見下ろす。

「え……そう、ですか」

「そういえば、モデル起用の候補出し、もうリストはできてるのか？」

「あ、はい。もう少しで仕上がります」

「じゃあ、できあがり次第、見せて」

　いきなり仕事の話をぶっ込んで、副社長は給湯室を出ていってしまう。

　あっ、ちょっと……もう！

　出かかったため息を呑み込んで、再びコーヒーのボタンを押し直した。




　あー、今日も疲れた……。

　エレベーターを出て社員証を手にゲートを通過する。十九時を回っているけど、エントランスにはまだまだ多くの人の姿がある。

　終業時間前に依頼していたコスメのデザインが上がってきて、そのチェックと資料をまとめていたら二時間ほど残業をする羽目になった。今日こそ早く帰ってゆっくりしたい。その一心でパパッと確認をしたファイルを開発部に送信し、パソコンの電源を落とした。

　しかし、今日は朝から散々だった。

　副社長に催促されたモデル起用の候補リストを提出すると、もっと絞れとダメ出しを受け、急いで作り直せば、午後から副社長は店舗の顔出しで外出。慌てまくったのに、結果間に合わず、チェックをしてもらえなかった。

　昨日から私の運気はいったいどうなってしまっているのだろうか。厄日というのは続くものなのだろうか……。

　結局、例の一件もうやむやのままだし、今日は仕事にも全然集中できなかった。

　昨日の今頃に戻れたら、あんな醜態は絶対回避するのに、なんて思う。

　酔って自己管理ができなかった自分がそもそも悪いわけだけど、完全に弱味を握られた感がある。

　副社長がやってきた社内は、急に華やかな雰囲気になった。確かに、副社長なんて肩書きの極上のイケメンが女子率の高い職場に入ってくれば、多少なりともみんな浮かれた気分にはなるのも仕方ない。

　仕事もできるし、爽やかだし、眉目秀麗。私だって普通に職場で初めて会ったのなら、たぶん素敵だなって当たり前に思ったはず。そう、〝普通に〟会っていれば、の話だけど。

　ていうか、いつまでうちにいるんだっけ。……半年？　いや、三カ月って言ってたっけ。とにかく、今のプロジェクトを終えるまではまだ当分行動を共にしなくちゃいけない。こんな調子じゃ、念願の仕事も気が重くなる一方だ。

「佑月！」

　とぼとぼと歩いていると、背後から名前を呼ばれた。聞き慣れた声に振り返る。

「颯ちゃん」

「お疲れ。残業か？」

「あ、うん……」

　重たい体を引きずる私と違い、軽やかな足取りで近づいてくる颯ちゃん。横に並んで歩きだすと、様子を伺うように顔を覗き込まれた。

「どうした、ずいぶんお疲れじゃん？」

「えっ、あぁ、まぁ……」

　お疲れなんてもんじゃ済まないくらいげっそりだけど、ひと言じゃまとまらず苦笑いで返す。

「なぁ、今から予定とかある？」

　時間を確認するように腕時計に目をやりながら颯ちゃんが尋ねてくる。

「え、ううん。今日はまっすぐ帰ろうかと」

「そっか。じゃあ付き合わない？　夕飯、まだだろ？」

　ニッと笑う颯ちゃんの顔を目にして、なんだか急に気が抜ける。

　このまま帰っても重い気分をいつまでも引きずりそうな気がして、「うん、行く行く」と即答していた。




「んー！　おいしい！」

　たっぷりの刻み玉ネギに、分厚いチャーシュー。縮れた太麺に絡む、魚介ベースのとんこつスープ。

　私は豪快に麺をすすって、思わず満面の笑みを浮かべていた。

　夕飯をごちそうしてくれると言われ、訪れたのは、私が独り暮らしをする最寄り駅すぐ近くにあるラーメン店。雑誌にもよく載る人気店で、休日なんかは行列ができていることもある。

　颯ちゃんが下車する駅からふたつほど先の駅まで来させちゃったけど、一度一緒に食べたいと思っていたから、いい機会だと思った。

「しっかし、ラーメンなんかでよかったのかよ。色気ねーなー」

　かたまりのチャーシューを箸でつつきながら、颯ちゃんは向かいの私の顔をどこか不満げな表情を浮かべて眺める。

「颯ちゃんとご飯食べるのに、色気とかいらないでしょー？」

　今日の気分は色気より食い気な私は、スープの染み込んだ刻み玉ねぎをレンゲですくって口へと運ぶ。

「まぁ、それもそうか」

　私の返事に苦笑いした颯ちゃんは、つついていたチャーシューを丁寧に箸で崩して頬張った。

「それに、今日は帰ってカップラーメン食べようと思ってたから、本格ラーメンになってラッキーだよ。やっぱり飲んだあとはラーメンだよね」

　どんよりしながら家でひとりカップラーメンなんか食べていたら、さらに滅入ってたかもしれない。こうやって颯ちゃんとご飯を食べに来たのは、やっぱりいい気分転換になったと思う。

「飲んだって？」

「あぁ、昨日ね、歓迎会があって。それで今日もちょっと二日酔い気味だったんだ」

　そう言ってから、あの時、日本酒なんて飲まなければ……なんて後悔が再び膨らむ。

　酔って意識を失くさなければ、今日も普段通りの朝を迎えていたはずなのに……。

「歓迎会、この時期にか」

「そう。なんかニューヨークにいた副社長がうちの部に来ることになってさ、それで」

　スープを濃いめにしたせいか、水が進む。テーブルに置かれたピッチャーを手に取り、グラスに水を注いだ。

「ふ～ん、副社長ね……。そんなお偉いさんが来たんじゃ、大変そうだな、いろいろと」

「そうなんだよ！　超大変。部長にさ、今やってる新商品のプロジェクトを組んでやれとか言われちゃってさ……。元々はうちじゃなくて、開発部にデスク置くことになってたのに」

　そもそも、取り仕切るにしても開発部のほうに行ってくれれば、今ほど毎日顔を合わせなくて済んだはず。うちの部に拠点を置くことになったから、私が一番関わる羽目になったのだ。

「あ、もしかしたら今日見かけたかも。昼頃、エントランスのところで一緒にいなかったか？」

「あー……いたかも」

　例のダメ出しをされたモデル候補案について話しながら、外出する副社長を一階まで見送ったあの時だ。

　颯ちゃん、目撃してたんだ。ぺこぺこ頭下げてたし、またダメなとこ見られちゃったな……。

「あれがそうなんだ。俺らと歳近いんじゃないの？」

「かもねー、何歳か知らないけど」

　憂さ晴らしをするように、お楽しみの肉厚チャーシューにかぶりつく。口いっぱいに頬張る私を見て、颯ちゃんがプッと笑った。

「まぁ、でもいいじゃん。男前の副社長と一緒に仕事できて」

　私の顔を見る颯ちゃんは、どこかおもしろそうにニヤニヤと笑みを浮かべている。こっちの気も知らず他人事だ。

「はぁー？　全然よくないから。確かにみんな騒いでるけどさ、こっちはそれどころじゃないんだから。同僚たちには爽やかな笑顔振りまいてるけど、私にはなにかツーンて感じだからね。ちょっと二重人格ぽいし。しかも弱味まで握られて、やってらんないし」

　副社長の文句を並べるうちに、ついつい声がでかくなってしまう。

　それを聞いていた颯ちゃんは、麺を掴んだまま不思議そうな顔を見せた。

「弱味？」

「あー、実はね……おととい、外回りに行くって言ってたじゃん？　その先で、たまたまあの副社長のスーツを商品で汚しちゃって。そしたら、その翌日にうちの部に来て、副社長ってこと知ってさ……」

「なんだ、その偶然。すごいな」

　オフィスで再び顔を合わせたあの瞬間の、青ざめる感覚は今も健在。あんな寿命が縮まる偶然はもう二度とごめんだ。

「でも、なんで急に佑月の部に席を置くことになったんだ？　開発部に行くことになってたんだろ？」

「さぁ？　よくわかんない。そう言われればなんでなんだろ……」

　その急な変更で、みんな朝からバタバタで大慌てだった。まさか開発部にデスクを置けない事情でもあったとか……？

　だけど、考えてみても思い当たる節はない。

「それにさ、昨日は昨日で歓迎会で――」

　会話の流れで昨日の過ちをつい話してしまいそうになり、ハッとして口をつぐむ。

　歓迎会で飲みすぎて記憶がなくなった先の話をしたら、颯ちゃんだってさすがに引くはず。いや、『気がついたら副社長の部屋で朝でした』なんて白状してしまえば、怒られること間違いない。言えない、颯ちゃんには絶対に言えない。

「……歓迎会がどうしたんだ？」

「あ、ほら、ストレス発散に飲みすぎちゃって、もう散々だよね、ハハハ」

　顔を隠すようにしてどんぶりを持ち上げ、スープをすする。

　どんぶりの向こうから「その結果、二日酔いってわけか」と呆れたような声が聞こえてきて、内心ホッとした。

「なんかごめんね、愚痴に付き合わせちゃったみたいになって」

「いや、それは別にいいよ。佑月もストレスフルみたいだし、愚痴くらい聞くよ」

「ありがとう。あ、明日も早いんでしょ？　そろそろ帰ろっか」

　食べ終えたどんぶりに向かって手を合わせる。「ごちそうさまでした」と言うと、颯ちゃんも手を合わせる仕草を見せた。

「そうだな。じゃあ、送ってくよ」

　独り暮らしをしている部屋は、駅から徒歩十分しないほどの場所にある。

　近いから大丈夫と遠慮したけど、颯ちゃんは今日もまた家まで送ると言ってくれた。いつも今日みたいに一緒にご飯を食べたりした帰りは、毎回決まってマンションの前まで送り届けてくれるのだ。

「わざわざありがとう。逆方向なのに、いつもごめんね」

「別にいいよ。ついでみたいなもんだし」

　決して『ついで』とは言えない道のりなのに、大したことなさそうに言ってくれる颯ちゃんはやっぱり優しい。ニコリと微笑む顔を見上げながら、『そういえば！』といいことを思いついた。

「ねっ！　お茶でも飲んでいってよ。この前さ、会社の先輩が海外旅行に行ったお土産においしい紅茶くれたんだ」

「いや、今日は帰るよ。佑月も疲れてるだろうし、早く寝たほうがいいだろ」

「今日はって、颯ちゃん、いっつも寄っていかないじゃん。まだ一回もうちに入ったことないし」

　もう何度も送ってもらっているけど、颯ちゃんがうちに上がっていったことは過去一度もない。毎回の確率で『寄っていかない？』と聞いてみるけど、毎度サラッとお断りされている。

「ああ、ごめんな。また今度、次は寄らせてもらうから」

　でも私と違って、颯ちゃんの仕事はきっともっと忙しいはずだ。もしかしたら、帰ってまだやらなくてはいけない仕事があるのかもしれない。

　そう思うと、無理に誘うのも悪い気がして、食い下がる気持ちには毎回なれない。

「わかったよ。じゃあ、ありがとうね」

「おう、じゃ、またな」

　帰っていくスーツの後ろ姿を見送りながら、今日一日の疲れが肩にずしっと重くのしかかるのを感じていた。

　怒ど涛とうの一日を終え、やっと今日を終えられる。

　部屋に戻ってホッとすると、そのままベッドに入ってしまおうかという誘惑に負けそうになった。倒れ込んだら間違いなく起き上がれなくなりそうで、ぐっとこらえてなんとなくテレビのスイッチを入れてみる。

　映し出されたのは、国民的アイドルグループの人気バラエティー番組だった。

　ぼんやりと画面を眺めながら浴室に向かう。

　普段はシャワーを浴びるだけだけど、今日は熱いお風呂にゆっくり浸かろうと思い、湯船にお湯をため始める。せっかくだから、この前、期間限定に惹ひかれて買ったバスボムを入れようと、部屋に戻って引き出しを開けた時だった。

　無音の部屋に着信音が鳴り始める。

　バッグに入れたままだったスマホを取り出すと、画面には【商品開発部】の文字。その表示に、心臓がドキッと嫌な音を立てた。

　時刻はもう二十一時前。こんな時間に会社の番号から着信なんて、嫌な予感しかしない。

　なにかトラブルだろうか？　でも、わざわざプライベートの電話にかけてくるなんて、ただごとじゃない気がする。

　恐る恐る通話をタップした。

「はい、斎原です。お疲れ様です。はい……えっ!?」

　電話の向こうから聞こえてきた声に、すべての音が遠くに聞こえるような感覚に陥る。視界に入っていたテレビの中で、アイドルたちが大爆笑しているのがぼんやりと目に映っていた。










乱される心




　やっぱり、今日みたいな日を厄日と言うんだろう。

　さっき颯ちゃんと帰ってきた道を小走りで駅へと向かいながら、胸の辺りが圧迫されるような苦しさに襲われていた。

　悲しいわけじゃない。なのに、今にも泣きだしてしまいそうだった。

　頑張っているはずなのに、なにもかもうまくいかない。そんな思いで胸が詰まる。

『デザイン案、まだなの？　来てるよね？』

　電話に出ると、開発部の山やま城しろ部長の不機嫌な声が聞こえた。チェックをして開発部にもメール添付して送ったはずの、デザイン案のファイルが届いていないという。

　まさか……。そんな思いで家を飛び出したのは、今さっきのことだ。

　早く帰りたい気持ちがあったせいか、いつもする確認作業を省いてしまったことは確かだった。

　こんなことなら、ほんのちょっとの手抜きなんかするんじゃなかった。倍……いや、何十倍にもなって、しかも人に迷惑までかけて返ってくるなんて。

　デザイン案を含めた最終調整会議が明日行われる。その前に残業をするほど開発部は忙しい。私のミスでさらにその時間を延ばしてしまっていると考えると、身が縮む思いだった。

　再び戻ったビルのエントランスは未だ賑わいを見せている。だけど、仕事を終えて疲れて帰る様子の人より、酔いが回って気分がよさそうな、余暇を楽しんだと思われる人たちのほうが圧倒的に多い。

　有意義な時間を過ごしたであろう浮かれた姿を横目に、ゲートを抜けてエレベーターを待つ。

　誰も乗っていないエレベーターに乗り込み、十二階のオフィスを目指した。

　扉が開くと、人の気配はなくフロアはしんと静まり返っていた。数時間前に一緒に残業していた面々も、もうみんなとっくに退社したようだ。

　照明が落ちた薄暗いオフィスに入る。

　蛍光灯のスイッチに手を乗せたところで、奥のデスクに明かりが灯っていることに気がついた。

「あっ……」

　立ったまま片手をデスクに付き、パソコンを見つめる視線がこっちを向く。

　電気を点けることも忘れ、その姿に時間が一瞬止まったように固まってしまった。

「ファイルは送信し直した」

「え……」

「明日の会議の件で確認があって開発部に連絡したら、あっちの部長が騒いでると耳に挟んだ。ちゃんと送れてなかったんじゃないのか？　送信エラーになってたとか」

　カチカチとマウスをクリックする音が静かなオフィスに響く。

「あのっ、すみませんでした。私の確認ミスです」

　小走りで副社長のデスクまで駆けていく。

　副社長は目の前までやってきた私に画面からチラリと視線を上げると、「そうみたいだな」と呟いた。

　また、やってしまった……。

　そう思わずにはいられなかった。

　今度は、仕事上の自分のミスの尻拭いを副社長にさせてしまった。初対面でのこと、歓迎会でのこと。加えて、他部署に迷惑をかけたこのミス。きっと今度こそ、どうしようもないヤツだと呆れてるに違いない。

　謝罪の言葉もすんなり出てこないくらいのダメージを受ける。

「わざわざ戻ってきたのか、こんな時間に」

　パソコンの電源を落とした副社長はまっすぐ私を見つめる。

　その視線につらくなり、目を伏せる代わりに頭を下げていた。

「本当に、すみませんでした。私――」

「なんで連絡を入れない」

「えっ、それは」

　ハッとして、深く下げていた頭を勢いよく上げた。だけどどこを見たらいいのかわからず、視線を不自然にさまよわせる。

「このビルに住んでる俺に連絡すれば、お前がわざわざ来なくても大丈夫だっただろ」

「そ、そんなことはできないです。私のミスを副社長にフォローしてもらうなんて」

　その瞬間、あからさまに「ハァ」とため息をつかれ、その先の言葉を失う。

　切れ長の目が睨むように鋭く私を捉え、その迫力に肩をすくめた。

「肩書きなんて関係ないだろ」

「え……？」

「一緒に仕事をしてるんだから、俺が斎原のミスをフォローするのは当たり前のことだ」

　そんなことを言われるなんて思ってもみなかった。きっと、嫌味のひとつやふたつ浴びせられると覚悟していたのに、間逆のような言葉をかけられ息が詰まる。

　いっそのこと、責められてひたすら謝るほうがよかった。『なんでお前のミスをこの俺が』とか、『ファイルひとつまともに送れないのか』とか、いくらだって言いたいことはあるはずなのに……。

「おい、聞いてるのか？」

「……あっ、はい、聞いてます」

　ぼんやりしていたところに声をかけられ、ハッと我に返る。

　目に映った副社長は、いつものポーカーフェイスで私の顔を凝視していた。

「行くぞ、送ってくから」

「えっ、あのっ……」

　勢いあまって呼び止めた私に、副社長は「なんだ？」と訝いぶかしげな視線をよこす。

　ちゃんとお礼、言わないと……。

「あ……ありがとう、ございます」

「別にいい」

　サッとカバンを掴み、副社長は颯爽とデスクを離れていく。

　送ってくれると言ったことに対してお礼を言ったつもりではなかった。副社長という立場の人が、一社員の私と同じ位置に立って、ミスもフォローするなんて言ってくれたこと。不安だった気持ちを救ってもらえたような気がしたし、素直に嬉しかった。

　ありがとうの意味……わかってないでしょ。

　遠ざかる広い背中を見つめながら、心の中でそう問いかけた。




　副社長の車に乗るのはこれで二度目。住所を伝えると、副社長は私の家の方向へと車を走らせていく。

「わざわざすみません」

　そう謝ったきり、会話は続かなかった。

　沈黙が落ちた夜の車内は思いの外、居心地は悪くなく、むしろ疲れのせいか眠気が襲ってくる。この最高のシートのフィット感も手伝って、今にもまぶたが落ちてきそうだ。

　まさかうっかり寝てしまわぬよう、シートから背中を離して身じろぎする。

「昼は悪かったな」

　睡魔と戦っている中、突然横から声をかけられた。

　顔を向けると、副社長はまっすぐ前を向いたままリラックスした様子でハンドルを握っている。スッと鼻筋が通った横顔がキレイで、目が覚めるような感覚を覚えた。

「モデルの候補出し、チェックできなくて」

「あ、いえ」

「さっき見ておいた。あれだけ絞れば決定会議もスムーズにいくと思う」

「そうですか……それなら、よかったです」

　今日も忙しそうだったのに、見てもらえたんだ……。もしかして、帰ってから時間外にチェックしてくれたのかな……？

　自宅マンションの付近までくると、細かい道順を聞かれて案内する。

「その建物です」と教えると、エントランスのすぐ前に車をつけてくれた。

「お疲れのところ、わざわざすみませんでした。ありがとうございます」

　送ってもらったことだけじゃない意味も含めてお礼を口にする。

　膝の上のバッグに手をかけたところで、「斎原」と名前を呼ばれて顔を上げた。

　頬に少し冷たい指が触れる。ピクッと肩を揺らした時、その手に顎を掴まれた。

「っ……あ、あの」

　強制的に顔を向かされて、嫌でも目が合ってしまう。

　ふたりきりの車という密室。しかも夜に、こんなに近距離で見つめられるなんて、普通の女子なら心拍数が上がらないわけがない。

　そういえば、誰かが仕事中に雑談していた。『整いすぎてて顔を見るのが恥ずかしい』と。

　そんなセリフまで思い出してしまうと、速まっている鼓動がさらに早鐘をつく。

　そうして、面と向かってじっと見ることも見られることも避けるようにしていたことに、この状況の中気づく。

　私の心境を見透かすように逸らされない副社長の目。耐え切れなくなって視線を外す私に、副社長はフッと息を漏らした。

「顔が疲れてるな」

「えっ……」

「化粧品会社の広報がそんな顔じゃいい仕事ができない。ひと晩でしっかりリセットしてこい」

　こっちの動揺を知ってか知らずか、副社長は手を離すと、そのキレイな顔に柔らかな微笑を浮かべる。かと思えば、急にニヤリと意味深に口角を上げた。

　落ち着かない心臓が余計に跳ね上がって音を立てていく。

「ちょっと触れただけで、なに緊張してんだよ」

「えっ、べっ、別に緊張してなんかっ」

「ひと晩一緒に過ごした仲だろ、なにを今さら」

　とんでもないことをサラリと口にした副社長は、クッと意地悪く笑う。

　このタイミングで昨日のことを蒸し返され、カァッと顔が上気して頭の中が一気に真っ白になった。

「失礼しますっ」

　気づけば、ほとんど逃げるようにして車から出ていた。助手席のガラス窓越しにこっちを見ている副社長にペコリと頭を下げ、小走りでマンションの中へと駆けていく。

　な、なっ、なんなの!?　ちょっと触れただけって、そのちょっとが心臓に悪いんですけど！

　直接は言えない心の声が爆発する。背を向けても心拍は落ち着かず、振り返ることはできなかった。




　翌日は、朝から行われる最終調整会議で、直で開発部を訪れることになっていた。

　早目にと思って出向いた開発部のオフィスにはすでに副社長の姿があり、今回の新商品プロジェクトの担当になっている山やま本もとさんと書類を手に話し込んでいた。

「おはようございます」

「あ、斎原さん、おはようございます」

「昨日はご迷惑をおかけして、すみませんでした」

　昨晩のことを一番に謝罪すると、山本さんは私のすぐ目の前までやってきて顔を寄せる。手にしていた書類で口元を隠した。

「こっちこそ、ごめんなさいね。部長、大騒ぎで、ビックリしたでしょ？」

「いえ。私がご迷惑をかけたので、当然です」

「そんなことないわよ。斎原さん、いつもよくやってくれてるもの」

　あんまり気にしなくていいからね、と優しい言葉をかけてくれる山本さん。

　彼女は、開発部の優秀なベテラン女子社員で、保育園に子どもを預けて勤務するワーキングマザー。確か牧瀬部長と歳が近い四十前半だ。

　胸辺りまであるふんわりウェーブした髪と色白の肌。顎にあるほくろが印象的で、笑顔がいつも優しい。

　常にほんわかした空気をまとっていて、誰にでも穏やかな姿は女性としてとても憧れる。噂では、今の山城部長が部長に昇格した時、山本さんも候補に挙がっていたと耳に挟んだことがある。家庭のある彼女が、その座を山城部長に譲ったとか譲らなかったとか……。

「じゃ、先に会議室へどうぞ。もうすぐ山城部長も出社すると思いますので」

　去っていく山本さんに頭を下げながら、不機嫌を隠し切れない昨日の山城部長を思い出す。

　自分のミスが元凶なわけだけど、顔を合わせるのは気が重すぎる。

「おはよう」

「あ、おはようございます。昨日は、ありがとうございました」

　私を横切り会議室へと向かっていく副社長の後に続く。

「ちゃんとリセットしてきたみたいだな」

「はい、なんとか」

　昨日はあのあと、結局シャワーだけ浴びてすぐにベッドにもぐり込んだ。

　でも、疲れているはずなのになかなか寝つけなかった。きっと、神経が昂たかぶっていたんだろう。この目の前にいる人が、触れたりしてきたせいで……。

　今日はネイビーのスーツに、目の覚めるようなキレイなブルーのネクタイを締めて、ブラウンの革靴を履いている副社長の装い。今日も頭のてっぺんから足の先までぬかりなく決まっている。

　その姿に、人知れずため息が漏れる。

　変に意識しちゃっているのは私のほうだけで、なんだかものすごく悔しいような気分になる。

　私も私で、いい大人なのにうぶすぎる。ちょっと触れられたくらいでいちいち反応しているからからかわれるし、おもしろがられるわけで……。もっと平然と、軽く受け流すくらいにならないと。

『しっかりしろ、私』と心の中で自分に活を入れ、両手でピチピチと頬を叩たたいた。

　会議室に入ってすぐ、山城部長や山本さん、今回のプロジェクトに携わる開発部員が集まり、最終調整会議が始まった。

　決定していたラインナップの最終的なカラーバリエーションの確認や、試作品についての話し合いが進められていく。加えて、デザイン案に収まった商品の完成イメージもお披露目された。

　やっと形になってきた商品を目にして、胸いっぱいになる。

　カットガラスの器にでも入ったような、キラキラとした特別感のあるビジュアル。リボンやティアラなどをイメージしたデザインが施され、ラインストーンが散りばめられたコスメたちは、若い女の子たちが思わずパケ買いしたくなるようなキュートさで、イメージしていた通りだった。

　これがたくさんの女子たちのポーチに入って、かわいく変身させる魔法のアイテムになると思うと、ワクワクする気持ちが抑えられなかった。

　ここから先は、安全性の確認と第三者機関によるチェックへと進んでいくこととなる。




「副社長、お疲れ様でした。今日の決定事項で進めさせていただきますので」

「よろしくお願いします」

　会議が終わり、山城部長と副社長が挨拶を交わす。

　資料を片付ける手を止めて、副社長のすぐ横へと並んだ。

「山城部長、昨日はご迷惑をおかけして、本当に申し訳ありませんでした」

　会議が始まる前、顔を合わせてすぐに謝罪はしたけれど、帰社する前にもう一度改めて頭を下げる。

　山城部長は副社長に向けていた感じのいい表情をサッと消し、微妙な苦笑いを浮かべた。

「もういいよ、済んだことだから。今さらそんなに謝られても。確認を省くほど急ぎの用でもあったんだよね？　あ、彼氏とデートか。それじゃあ、さっさと帰りたいわな」

　誰が聞いてもわかるほどに棘とげのある言い方をされ、ついムッとする。

　だけど、どんなに嫌味な態度を取られたって、社会人として顔に出しちゃいけない。絶対に、我慢しなければ。

「あの、そんなことは――」

「部長、申し訳ありませんでした」

　否定しようとした私の声を遮ったのは、横にいる副社長だった。

　思わず真横に立つ姿を見上げる。

「斎原は昨日、午後から私の指示で店頭リサーチに行かせていました。ですので、そのまま帰社させず直帰させまして」

「えっ？」

　えっ？

　躊ちゅう躇ちょなく出てきた身に覚えのない内容に、心の中で山城部長とまったく同じリアクションを取ってしまう。

「そ、そうだったのか……斎原ちゃん、そうならそうと言ってくれないと」

「え、あの……」

「昨日、デザイン案の送信ミスをしたのは私です。帰宅していた斎原に部長から連絡があったことを聞いて、遅れた対応になりご迷惑をおかけしました」

「あ、あそう、そうだったのか！　それは、まったく知らなかった。斎原ちゃん、悪かったね」

「申し訳ありません。以後、気をつけます」

　バツが悪そうに笑う山城部長に、副社長は表情ひとつ変えず丁寧に頭を下げる。

　いったい、なんで私をかばったの？

　そんな思いでいっぱいになりながら、ひらひらと手を振って会議室を出ていく山城部長に頭を下げていた。




　開発部のオフィスを後にすると、副社長は特になにも言わずに、私を乗せた車を会社に向かって走らせ始めた。

「どうして……あんな嘘ついたんですか？」

　帰社する車内で、私はさっきの出来事を口にした。

　山城部長の嫌な態度からかばってくれたのは状況からわかる。けど、自分のせいにまでして、どうして……。

「なにか問題でもあるか？」

　私の視線に気づいているはずなのに、副社長はチラリともこちらを見ずにフロントガラスの先の進行方向を見つめている。

「大ありです。もし嘘がバレたらどうするんですか？　私、昨日は残業までしてみっちり社内で働いてましたもん」

　そう伝えると、副社長はフッと余裕そうに笑ってみせた。

「俺が言ったことが嘘か本当か、部長が確認するとでも思うか？　そんなことするわけないだろ」

「そうかもしれませんけど……」

　悪びれた様子もなく、あまりに堂々と嘘をついたことを正当化されて、それ以上なにも言えなくなってしまった。確かに、副社長の命で昨日私が外回りに出かけたなんて、部長もわざわざ調べたりはしないだろうけど……。

「それに、あのまま放っておいたら、お前とんでもないこと言いかねない顔してたからな」

「えっ、嘘！　そ、そんなはずは……」

　ないと思うんだけど。もしかして、うっかり顔に出てたとか？

「まぁ、とにかく心配するな。もしバレたら、それも俺が悪いんだし」

　こちらに顔を向け「大丈夫だから」と言った副社長は、目が合った瞬間、柔らかく優しい笑みを浮かべる。その初めて見たような表情に、不本意にもドキリと鼓動が高鳴ってしまった。

「……なんか、調子狂うんですけど」

「は？」

「あっ、えと……」

　ヤバい。心の声がつい！

「いや、だって……」

　急に居心地が悪くなってもじもじとしてしまう。

　困っている私を副社長はフンと鼻で笑う。

「素直じゃないんだな。嬉しかったって言えばいいだろ」

「へっ！　それはっ……」

　確かにさっきは、かばってくれたんだと思ったら嬉しかった。でも、それって『嬉しかったですー、ありがとうございますー』とか、言うもの!?　普通に言えちゃう女子もそりゃいるかもしれないけど、少なくとも私はそういう人種じゃない。

「かわいくないぞ、そういうところ」

「は、はい!?」

「世渡り上手なタイプではないな」

　意地悪く口角を上げて、副社長はたじたじな私をチラリと盗み見る。

　な、な……なにを!?

「よ、余計なお世話です！　副社長にかわいいとか思われなくてもけっこうですから！」

　負けじと声を荒げて反論してみたものの、むきになりすぎていることに気づき、自分で自分が恥ずかしくなる。機嫌を損ねたふりをしてふいっと顔を窓の外へと向けた。

「おー、怖。怒った怒った」

「怒ってなんかないです！」

　必死に抗議するも、完全にからかわれている状態で不覚にも顔が熱い。

「冗談だって。斎原のそういう媚こびないところ、俺はいいと思ってるよ。まぁ、いろいろと苦労はしそうだけどな」

「それ、あんまり褒められてる気しないんですけど……」

　いや、むしろ、残念な私を哀れんでいるようにしか聞こえないんですが……。

「そうか？　けっこう褒めてみたつもりだけど」

「もういいです！」

　睨むようにチラッと横を見ると、副社長は肩を揺らして笑いをこらえていた。

「だから怒るな。眉間のシワ、消えなくなるぞ」

　誰のせいよ、誰のっ！

「ランチ、連れてってやるから機嫌直せよ」

　ハンドルを握ったまま、チラリと腕時計で時間を確認しながら副社長は言う。

「えっ？」

「ご機嫌を取っとかないと、午後の仕事に支障が出そうだからな」

　確かに、ちょうどお昼休みが始まった頃だ。

「ご機嫌って……だから、別に怒ってないですってば。でも、お言葉に甘えてご一緒させていただきます」

　散々からかうようなことを言って怒らせておいて、急にランチに連れてってやるなんて、ますます調子が狂う。

　お供すると返事をした私に、副社長は満足そうに横顔に笑みを浮かべる。そして、「なにが食べたい」と質問するのだった。




　副社長とランチを共にするため、B.C. square TOKYO二階にある『Seattleシアトル'sズ STYLEスタイル Coffeeコーヒー』に立ち寄った。

　なんでもいいと言われて、一番に思いついたのがここだった。

　久しぶりにあのクリームもりもりのパンケーキが食べたい。甘いものを欲するのは体が疲れているせいかもしれない。

「ほんとにここでいいのか？」

　店舗の前まで来て、副社長は足を止めて私を見下ろす。

「はい。ここのパンケーキが食べたくて」

「パンケーキね……女は好きだな、そういうのが」

　まったく興味がなさそうな様子で、副社長はレジカウンターの上に掲げられているメニュー写真を眺めている。

「嫌いですか？」

「ああ、あまり得意ではないな。見てるだけで胸やけを起こしそうだ」

　甘いの、苦手っぽいもんね。コーヒーもブラック限定だって言ってたし……。

「でも気にするな。どれにする」

「ちょっと待ってください。もう少し悩みます」

　メニューを見上げながらも、実はさっきから、パンケーキを選ぶよりも周囲に漂う空気が気になって落ち着かなかった。

　どこの会社でも昼休みが始まっている時間帯。カフェもそれなりに賑わいをみせている。

　シアトルから日本初上陸したらしいこのカフェは人気があり、ビル内の人間はもちろん、周辺のオフィスビルからも訪れる人がかなり多い。前に美香子から聞いた話だと、このビル内のエリートたちと知り合うために、虎こ視し眈たん々たんとその機会を狙って通っている人たちもいるんだとか。

　今まさにそういう人たちの視線が、隣にいる副社長に集中している。私には関係ないけど、一緒にいる手前、居心地が悪いことこの上ない。

「まだ決まらないのか」

　声をかけられメニューから副社長に目を移すと、相変わらずメニューをじっと見つめている。

「決めました。ミックスベリーホイップにします」

「あれ、佑月？」

　やっとメニューを決めたところで、右後ろから私を呼ぶ声がした。

　振り向いた先に立っていたのは、昨日も会った颯ちゃんだった。その横には、明るいグレーのパンツスーツが決まっているスラリとスタイルのいい女性の姿もある。

　意思の強そうな大きな瞳が印象的な、キレイ系の人。艶のあるロングヘアが目を引く。同じ事務所の人だろうか、胸元には弁護士バッチがキラリと光っていた。

「あ、颯ちゃん、お疲れ様。よく会うね」

　返事をしつつ、横の女性にも頭を下げる。

　相手も、特に表情は変えないものの頭を下げ返してきた。

「知り合いか？」

　そのタイミングで横から副社長の声が降ってきて、妙に落ち着かない気分に襲われる。颯ちゃんに副社長の話をした昨日の今日だ。この鉢合わせはどこか心臓に悪い。

「あ、はい。幼なじみです。上の階の弁護士事務所で働いてて」

　幼なじみという部分は言う必要なかったか、とハッとしたものの、それを聞いた副社長はよそ行きで上品な微笑を浮かべていた。

「どうも。CHiC make tokyoの高宮です」

「橘です。佑月の会社の、副社長さんですよね？　いつも佑月がお世話になってます」

　颯ちゃんと副社長が言葉を交わしているのを見ながら、ふと、美香子がこの場にいたら騒ぐのだろうな、なんてことが頭に浮かぶ。なにげなく周囲に目をやると、辺りにいる女子たちの視線が痛いくらいにあちこちから向けられていた。

「いえ、とんでもない。彼女、とてもできるパートナーで、よく助けられてますよ。真面目だし、気も利くし、かわいらしいし。一緒に仕事ができて楽しいです」

「そうですか。それなら安心しました。佑月、昔から抜けてるところがあるので、副社長さんに迷惑かけていないか気になってました。昨日も一緒に夕飯行ったんですけど、仕事のこといろいろ話していたので」

　歯が浮くようなセリフをサラサラと並べる副社長と、私のことを〝隣のお兄ちゃん〟を発揮してお願いしちゃう颯ちゃん。ただでさえふたりが対面して話しているだけで目立って落ち着かないのに、そんな会話を交わされると居心地の悪さは最高潮に達する。

「あの、副社長。やっぱりテイクアウトにしましょう。買って帰れるものもいろいろ売ってますし」

　気づけばパンケーキのことは諦めてそう申し出ていた。

　とにかくこの場を離れたい。

　今少し前までメニューに悩んでいたくせに、いきなり予定変更をした私に副社長は怪け訝げんな顔を見せる。

「パンケーキは？」

「あ、夕方からの会議の前に、もう少しまとめたいことがあったので、やっぱり戻ってお昼を取りながら作業したくて」

「今さっきまで真剣に悩んでたヤツが、なんだ急に。あとでやっぱり食べたかったとか、言い出すんじゃないだろうな？」

　呆れたように言った副社長は、人前だというのも関係なしに私の頬をムギュッとつねる。

　驚いて真横を見上げると、あのふたりきりの時に見せる意地悪っぽい笑みを浮かべて私を見つめていた。

　触れられている部分から広がるように顔面が熱くなっていく。

「いっ、言いません！　今日は、我慢します！」

「今日はって、次があるかわかんないぞ？」

「えっ、いや、そういう意味じゃなくて……」

　このすさまじく恥ずかしい状況に慌てふためいていると、副社長は頬を摘まんでいた手を離し、その手で私の頭に触れる。軽くぽんぽんと髪を撫なで、「冗談だよ」と笑ってみせた。

「じゃ、じゃあ、買って戻りましょう」

　どこを見たらいいのかわからず、ごまかすようにメニューを見上げる。でも、暴走した心臓は激しい音を立てて鳴り続けていた。

　そんな中、クスクスと笑う声が聞こえて目を向けると、それまで黙って颯ちゃんの横に立っていた女性がこっちを見ながら口元を押さえていた。

「仲がいいんですね」

「えっ!?」

　せっかく落ち着きを取り戻そうとしていたところで、思わぬところからの追い打ち。

　慌てた様子の私を、その女性はまたクスクスと笑う。そして隣にいる颯ちゃんに「ね？　橘くん」と同意を求めた。

「吉よし川かわ、そろそろ行こう。佑月、またな」

　副社長に「失礼します」と頭を下げ、颯ちゃんは足早にその場を立ち去っていく。

　連れの〝吉川さん〟というらしい女性が「あ、待って」と颯ちゃんを追いかけてお店を出ていった。

　颯ちゃん、急にどうしたんだろ……？

　あっという間に姿が見えなくなった颯ちゃんに、私は首を傾げていた。

　結局、スコーンやサラダラップなど、テイクアウト可能なものを買い求め、お店を後にした。

　パンケーキにはありつけなかったけど、副社長はお財布を手にしていた私を制してスマートにお会計を済ませてくれた。




「あの、さっきはすみませんでした。友達にバッタリ会っちゃって」

　オフィスに戻るエレベーターに乗り込むとちょうど無人で、さっき颯ちゃんと立ち話になってしまったことを謝る。私のことを話すのもかなり盛ってくれてたし、きっと気を使わせてしまったに違いない。

「幼なじみって言ってたけど、彼氏か？」

　エレベーターの階数表示に視線を向けたまま、副社長は唐突にそんなことを聞いてくる。

「えっ!?　ち、違います！　なんでそうなるんですか」

　考えもしなかった質問にギョッとする。

　この人はいきなりなにを言いだすの!?

「即答だな」

「だって、即答するくらい違うからですよ！」

　無人のエレベーターに、私の出した声がやたら大きく響き渡る。またつい声のトーンが上がった私を、副社長はフッと鼻で笑った。

「ふ～ん……。それにしても、幼なじみが同じビルで働いてるなんて、偶然じゃないだろ」

「いや、それが偶然なんですよ。久しぶりにこの場所で会ったら、上の法律事務所に就職したって聞いて、私もビックリしたんですけど」

「……まぁ、偶然だと思ってるのはお前のほうだけかもしれないな」

　そんなことを言って、私の肩をトンと叩く副社長。薄らと整った顔に笑みを浮かべ、まるで私の知らないことでも知っているかのような顔をしている。

「え？　それ、どういう意味ですか？」

　意味のわからないことを納得したように言われ、扉を見つめる副社長を下から覗き込む。

「さぁな」

　エレベーターがオフィスの階に到着し、副社長は私の質問をスルーしてさっさと先に降りていってしまった。そして去り際、意味深な笑みを浮かべて私を一瞥していった。




「では、この中から今回の新商品のモデルを決定したいと思います。斎原、お願い」

　首からチェーンで下げていた眼鏡を装着し、牧瀬部長は書類に目を落とす。部長の声に私は席を立ち上がった。

「はい。まずはひとりずつ、簡単に説明させていただきます」

　夕方、十六時過ぎ。マーケティング部の会議室にて、今回の新商品のモデル起用の決定会議が行われていた。部長や課長をはじめ、ひとつ下の階にある営業部からも営業部長と新商品担当の数人が会議に参加している。

　昼休み、私は昼食を取りながら各モデル候補の今後の露出状況を調べ上げた。新商品が発売になる頃に、候補の女優やモデルがどんな仕事でメディアに取り上げられることになるかは、商品の売れ行きにも大きく影響してくるのだ。

「どの候補も今回の新商品のコンセプトに合う、販売ターゲット層に大変人気がある女優、モデルです。中でも樋ひ口ぐち朱しゅ里りは、前期の朝ドラにも出演していて、今年は人気少女コミックス原作の映画で主演を務め、女子中高生をはじめ若い世代の女性に絶大な指示を得ています。来年は主演ドラマや映画が数本決まっているそうです」

　最終的な、候補に絞ったのは四人。特に、今回の新商品のイメージに一番ぴったりだと私が推しているのが、女優の樋口朱里だ。

　昨年、流星の如くメディアに現れた彼女は、瞬く間に人気女優の座に上り詰めた十九歳。どこにでも居そうな身近な女の子、という雰囲気を持ちつつも、圧倒的な輝きを放っている存在感。〝清純〟という言葉がぴったりで、ミディアムロングのダークブラウンの髪と、人形のような大きな瞳が印象的だ。

　彼女が新商品のイメージモデルになれば、話題性はかなりあると踏んでいる。

「樋口朱里、いいよね。朝ドラ女優っていうのもポイント高いし」

「最近見ない日はないって感じだよな」

　集まった面々も、樋口朱里は好印象のようだ。

　心の中でガッツポーズをする。

「副社長は、どうです？」

　牧瀬部長に話を振られた副社長は、ひとりどこか難色を示すように黙っている。

　その様子に全員が口を閉ざし、副社長に注目した。

「個人的な意見ですが、私はモデルの佐さ田だアヴェリーが華やかさでは断トツだと思います」

　候補者ごとにまとめた資料を見比べるようにして、副社長は淡々と意見する。

　佐田アヴェリー、か。確かに、カリスマモデルの彼女は候補者の中では絶対的に目を引く存在ではある。ハーフで目鼻立ちもキレイだし、化粧映えもすること間違いなしだ。モデルとして若い世代への影響力も現時点でかなりある。

「なるほど……。確かにそうですね。本業がモデルだから、ビジュアル的にも申し分ないでしょうし」

　牧瀬部長は納得したように頷き資料に目を落とす。

「ですが、話題性と意外性でいくなら、皆さんにも好感触の樋口朱里でいいかと思います。佐田アヴェリーは、以前、他社製品のイメージモデルを務めていたこともあるので、差別化を図るのは必要かと」

　副社長の話に、それぞれが納得したような身振りを見せる。

　そうして会議の早い段階から、樋口朱里への決定が濃厚になっていく。

「では、全員、樋口朱里起用で異論はないかしら。副社長、いかがですか？」

　会議に出席する面々に目を向け、牧瀬部長は最後に副社長に最終の意見を求める。

「はい、いいんじゃないでしょうか」

　やっと資料から顔を上げた副社長は、牧瀬部長に向かってニコリと微笑み頷いた。

「じゃあ決まりね。斎原、早速手配始めて」

「はい、わかりました」

　手元の資料にある樋口朱里の名に赤ペンで丸をつける。資料をまとめ、席を立ち上がった。

　話し合いは難航することなく、全員一致で樋口朱里へのオファーをかけることで会議は無事終了した。あとは、樋口朱里側がオファーを受けてくれるかで大方、発売への目め処どがついてくる。

　商品がいよいよ形となり、イメージモデルが決まれば、ここからが広報宣伝課としての仕事の本番。宣伝素材の撮影や、プレスリリース配信代行会社への依頼、新商品発売イベントの各種手配など、スケジュールはさらに多忙を極めていく。

　私は会議室からオフィスへと戻ると、すぐに広告代理店へと連絡を入れた。




　イメージモデル候補が決定した翌日。終業時刻を過ぎたオフィスで、私はひとり、ノートに向かって鉛筆を走らせていた。

　樋口朱里にオファーをかけながら、同時にＣＭ内容案を練り始めている。出来上がる新商品のコンセプトに合わせて、どのようなＣＭの中身にしたいかのイメージを書き出しているのだ。

　若い女の子が憧れるようなシチュエーションで、身近に感じられるけれど夢のあるワクワクするようなＣＭを作りたくて、思いついたのは、恋する女の子が好きな人にためにかわいくなりたいと願い、努力するというピュアな内容。

　恋をしている子には共感でき、していない子には恋がしたくなるような、そんなものを目指したいと目もく論ろんでいる。

　なんとなく頭にあるイメージを書き上げたところで、パソコンに新着メールが入っていたことに気づく。開いてみると、終業時刻過ぎあたりに退社していった副社長からのメールだった。

【お疲れ様】から始まったメールには、今ちょうど練っていたＣＭ案についてのことが書かれている。私が残業していることを知っていた副社長は、出来上がったものがあるなら見せに来てほしいとメールをよこしていた。

　でも、問題なのはその場所。【自宅にいる】という部分に釘付けになってしまう。

　自宅……例の、歓迎会の日に連れて帰られた、このビル内にある副社長の住まいだ。

　あの日、けっこう強引な流れで所持するよう手渡された、エレベーターのカードキー。いつ使わなくてはいけない時が来るかわからず、一応お財布に入れて持ち歩いてはいるけど……。

　その時のことを思い出すと、自ら副社長の部屋に行くなんてまさに自殺行為。だけど、これは仕事の呼び出し。このカードキーだって〝業務命令〟として受け取っちゃったわけだし、行くしかないわけだけど……。

　パソコンの電源を落とし、ノートをバッグに押し込む。

　まだ残業している面々に「お先に失礼します」と簡単に声をかけ、オフィスを足早に後にした。

　エレベーターに乗り込み、一階へ降りる。

　このビル内に住居エリアがあるのは知っていたけれど、そこに住まいを持つ知り合いがいるわけでもないし、無縁の領域でよくわからなかった。そんなわけで、住居エリアのエントランスを利用したことも今までなかったわけで……。

　人が行き交う商業エリアを抜け、住居エリアのエントランスへと向かう。その周辺に人の姿はなく、思わずキョロキョロとしながらエントランスを通過した。

「お帰りなさいませ」

　自動ドアを抜けて中に進むと、受付カウンターに座る女性のコンシェルジュが立ち上がった。

　ニコリと微笑まれ、落ち着かない気分でカウンターに歩み寄っていく。

「あ、あの……」

　副社長……じゃなくて苗字だよね。

「高宮さんの住まいに伺いたいのですが」

「はい、斎原様ですね。お待ちしておりました。そちらのエレベーターに乗っていただきますと、カードキーを通す仕様になっていますので、そちらを使っていただきまして、五十二階へお上がりください」

　丁寧な口調で案内してくれるコンシェルジュの話に「わかりました」と返事をしながらも、五十二階だったの!?と心の中で驚きょう愕がくの声を上げていた。

　あの日の朝は頭がパニック状態ですべてがまともに考えられなかったけど、いったい自分はひと晩、ビルの何階にいたのか疑問が残っていた。思い返してみれば、エレベーターに乗り込むなりジタバタ動揺していて、どこの階から乗ったのか、よく見ていなかったのだ。

　いつだったか、美香子や先輩たちがこのビルの住居エリアの話題で盛り上がっていたことがあった。

　どこかの社長が買ったとか、有名財閥の御曹司が住んでいるとか、出どころのわからない噂をしていた。さらに、住居エリアの最上階である五十二階だけはボタンが押せないようになっているだとか、その階に本当に誰かの住まいがあるのか自体謎だとか、もう都市伝説レベルの内容だった。

　あの時は聞き流してたけど、まさかうちの副社長が住んでいるなんて……。

　お財布からカードキーを取り出し、乗り込んだエレベーター内でカードキーを通す場所を探す。すると、行先指定のボタンが並ぶその下に、普通のエレベーターにはない機械が存在していた。

　教えてもらった通りカードキーを通してみると、五十二階のボタンが白く点滅をする。扉を閉めるボタンを押し、恐る恐る五十二階のボタンに指を載せた。

　音も振動もなく五十二階まで直通で上昇していくエレベーター。扉が開くと、その先にはしんと静寂に包まれるフロアが広がった。

　あの日はとにかく帰ることに必死で、周りを観察する余裕もなかった。

　同じビル内とは思えない、シックな黒を基調とした空間。点在する壁際の足元には、埋め込まれた照明が落ち着いた雰囲気を演出している。

　大理石のピカピカの床には、見下ろした自分の顔がはっきりと映っていて、そこは私には縁のないハイグレードマンションという感じだった。

　ぐるりと見回してみると、この階には四つ住まいがあるようだ。

　あの日飛び出してきたのは、確かエレベーターを背にして左奥の部屋だった。

　カツカツと自分のヒールが大理石を鳴らすのを耳にしながら、目的のドア前に辿り着くと、表札には筆記体で【Takamiya】と名前が表記されている。

　ふぅとひと呼吸おき、意を決して扉の横にあるインターフォンを押した。

　ほどなくして、ドアを開錠する音がする。

　背筋を伸ばし、開いていくドアに向かって頭を下げようとした時、現れた副社長の姿にギョッとして固まってしまった。

　出てきたその姿は、明らかに入浴後。濡ぬれた髪にブラウンカラーのタオルを載せて、羽織ったスーツのシャツは大胆にはだけている。

　目のやり場に困って、動揺を隠すように視線をさまよわせていると……。

「来たか、入れ」

　副社長はドアに手をかけて開けたまま、もう片方の手は頭に載せたタオルで髪をガシガシ拭いている。

「あ、は、はい……」

　先に玄関の奥へと消えていく背中を目に、仕方なく「お邪魔します」と独り言のように呟いてパンプスから足を抜いた。

　長い廊下の奥に見える、ガラス抜きされたドアの向こうがリビングダイニングだと予想される。曖昧な記憶ではあるけど、前回慌てて飛び出したベッドルームは、たぶんその手前にあるドアだったような気がする。

　副社長が消えていった先の部屋に向かうと、想像を遥はるかに超えた空間が広がり、思わず足を止めた。

　高すぎる天井に、手前にはアイランドキッチン。奥のリビングは全面のガラス窓で、寝室と同じように開放的な眺望が開けていた。床は、外と同じ大理石で敷き詰められている。ところどころに観葉植物の木が置かれていて、重厚な空間のいいアクセントになっていて癒される。

　いったい、この部屋、何畳あるのだろうか。私の実家のリビングが確か十二畳くらいだったから、その三倍近くはありそうな……。

　無駄な家具はないものの、壁掛けされている薄型テレビは巨大で、八十インチはありそうだ。映画とかを鑑賞したらきっと大迫力だと想像してみる。

　どこを見ても広い、〝豪華〟が必須フレーズと言っても過言ではない住まいに、入ってきてから圧倒されっぱなしだ。

「どんな案を考えた」

　モノトーン調で落ち着いたシックなリビングには、寝室にもあったような高そうな革張りの黒いソファが鎮座している。そこに腰を下ろした副社長は、頭に載せたタオルで髪を拭きながら、私に向かって片手を伸ばした。

「あ、はい。まだそんなにたくさんは考えてないんですけど、とりあえずイメージにあったものをまとめた感じで……」

　ごそごそとバッグの中からノートを取り出し、ソファのすぐそばまで歩み寄る。「お願いします」と手渡すと、副社長は早速ノートを開いて中身をチェックし始めた。

　プライベートな時間でも、仕事の話となると真面目で真剣な目つきに変わる。

　いつにもましてセクシーさが増している副社長の姿に緊張は高まってしまっているけど、そこをどうにか無視して頭を仕事モードに落ち着かせた。

「……なるほど。子どもにはうける内容だな」

　説明書きとわかりやすく入れ込んだイラストを眺めながら、まず返ってきた感想は五十点くらいの評価。高得点とは言えない反応に感じ取れる。

「はい。販売ターゲット層に好まれそうな内容で考えてみました」

「最近の子どもはませてるからな。もう少し色気のある内容でもいいと思うが」

「色気、ですか……」

　私の考えたＣＭ案は、『デート前の女子』がテーマ。好きな人や彼氏と会う前に、商品を使ってかわいく変身する、女の子が憧れるようなＣＭに仕上げられたらいいなと思った。

　でも、そこに色気を取り入れるとなると……どういう感じがいいの？

「では、その点を取り入れてもう少し練ってみます」

「取り入れられるか？　色気」

　私の顔をじっと見つめ、どこか試すような悪戯いたずらな笑みを唇に載せる副社長。

　不覚にもドキリとしてしまい、慌てて視線を泳がせる。

「え……まぁ、なんとか考えてみます」

「ＣＭにはインパクトも必要だからな」

　そう言った副社長の手が突然、スカートの前で組んでいた私の手首を掴む。

　え!?と驚く間も与えずその手を引かれ、気づけば副社長の腰かけるその横へと座らされていた。

「なっ、なんですか！」

　抗議の声が若干上ずってしまった。

　ハッとして見た副社長は、まだ乾ききらない髪を揺らして首を傾げる。

　そのとんでもなく色気を放出したビジュアルに、一気に心臓が跳ね上がった。

「せっかく作るなら、多少目を引く内容もおもしろい」

　仕事の話をしているだけ。そう自分に言い聞かせる。だけど、急に近づいた距離に心臓がうるさく音を立てていく。

　真横で言われている内容もしっかりと頭に入ってこないくらい困った状態の中、今度はいきなり肩に副社長の手が触れる。

　ビクッとして顔を向けた時、その手に押されるようにして背中がソファに沈み込んでいた。

「わっ、えっ!?」

　高い天井を背景に、真上に副社長の端正な顔が覗き込む。

　目を見られず咄嗟に視線を下げると、シャツから覗く胸元がどアップで目に飛び込んできた。まさかの状況にカァッと顔面温度が上昇していくのを感じる。

「あ、あのっ」

「例えば、少し前にアメリカのほうで作られたＣＭは、こんな感じで男と女が絡んでるってシチュエーションで――」

　こっちのパニック状態もお構いなしに、副社長は押し倒した私へと覆いかぶさってくる。

　逃れるように顔を背けると、代わりにがら空きになった首筋へと柔らかい唇が触れた。

「ひゃっ」

　パニックを通り越して思考回路が停止しかける。もうどうしたらいいのかわからず、ギュッと強く目をつむった。

　バクバクいってしまっている心臓を両手で押さえると、迫っていた距離が少し離れるのを感じる。続いて、真上でクッと笑いをこらえるのが聞こえた。

「おいおい、固まりすぎだろ」

「……へっ、だだ、だって！」

「無理そうだな、お前に色気を盛り込ませるのは」

　意地悪く笑って体を起こした副社長は、倒れたままの私を放置して、シャツのボタンを留めていく。

　これは完全にからかわれた！

　それに気づき、勢いよくソファから飛び起きる。警戒するようにサササッとその場を離れると、フッと口角を上げた副社長がじっと私の顔を見つめた。

「まぁ、さっきの案も悪くない。爽やかで万人受けしそうだしな」

　今少し前に覆いかぶさってきたとは思えない平然とした態度に、こっちばかりが振り回されて乱されていることに腹が立ってくる。

「わ、わかりました……では、私はこれで」

　ペコリと頭を下げ、そのまま副社長の顔を見ないようにしてその場を離れていく。

「斎原、ちょっと待て」

　が、すぐに背後から呼び止められ、足を止める羽目になった。

「はい……」

　渋々振り返ると、ソファを立ち上がった副社長がネクタイを首にかけていた。

「帰る前に俺に付き合え」

「え？　付き合えとは、なにに……？」

　慣れた手つきでネクタイを締めながら「飯だよ」と答えが返ってくる。

「私が、ですか？」

「ああ。今度会食で使う店に先に行ってみたいと思ってたんだ。ひとりで行くところでもないし、お前が同行しろ」

　ネクタイを締め終えると、副社長は突っ立ったままの私の前を横切りリビングのドアに向かっていく。

「支度してくるから、そこで待ってろ」

　そう言い残し、ドアの向こうへと消えていった。




　副社長に連れていかれたのは、南みなみ青あお山やまにある懐石料理のお店だった。

　隠れ家的な料亭で、芸能人などがお忍びで訪れそうな雰囲気。離れになっている客席からは、優しくライトアップされた美しい日本庭園が望める。

　まだ色付かない青々としたもみじの木や、立派な松の木。石畳が続くその奥には、滝のように流れる水が池へと流れ込んでいる。秋が深くなれば、もみじが色付いて、きっとまた違う表情を見せるのだろう。

　着物を着た仲居さんがふたり、料理を運びに私たちが案内された個室へと入ってくる。

　あっという間に、目の前には小鉢に入った料理や見ても楽しめる色や形にこだわった美しい料理の数々が並べられていった。

「昨日はパンケーキを食べそこなったからな。次の機会にと約束していたし」

　向かいから私を見つめる副社長は、昨日のことを思い返しているのか、そんなことを言ってフッと笑う。

「パンケーキが、ずいぶんグレードアップしているのですが……」

　目の前の料理をぐるりと見て、副社長の様子を窺うかがうように顔を上げる。

　料理を並べ終えた仲居さんが「失礼します」と席を立つと、副社長は「ありがとう」とよそ行きな笑顔で頭を下げた。

「俺は断然こっちのほうがいいけどな、パンケーキより」

「それは、そうですけど……」

　コーヒーショップのパンケーキと、高級な懐石料理を比べるには次元が違いすぎる。

「見た目も美しい。食事は目でも楽しめないと」

　箸を手にした副社長は、その言葉通り一つひとつの料理を眺めている。

「パンケーキも、見た目は楽しめますよ。クリームがもりもりで、テンション上がりますし！」

「それが胸やけ起こしそうだって言ってんだよ。まさかお前、頻繁にあれを食してるとかじゃないよな？」

　私からの回答を待つ副社長は、疑うように二重の目を細める。

　その視線に一瞬ギクリとしたけれど、さすがに『頻繁』という言葉には当てはまらない。

「月一回か二回くらいですかね。食べたくなる周期がやってくるのは」

「けっこう食べてるな。大丈夫か？　太るぞ」

「えっ！」

　副社長的に、私のパンケーキを欲するサイクルは多いらしい。

　週一とかならそう言われてもまぁ納得いくけど、月に一、二回ならそれほどでもないんじゃないかな……。

「まあ、太ってもかわいいから大丈夫だろ、斎原は」

「えぇ!?」

　サラリと『かわいい』なんて言葉が出てきて、動揺する声が口から飛び出てしまった。

　目をしばたたく私を、副社長はなんともなさそうに微笑を浮かべて見つめる。

「太ってコロコロしたら、ちょっとしたゆるキャラみたいになりそうだしな」

　ゔ……。なに、それ……。

「絶対に嫌です。ゆるキャラにならないように、パンケーキの回数減らします」

　勘違いして、『かわいい』をはき違えた自分が恥ずかしくて仕方ない。

　そんな私に気づいているのかいないのか、副社長はクッと笑って「食べていいぞ？」と声をかけた。

「はい。では、いただきます」

　目の前の素晴らしい料理に集中することにして、恥ずかしさを徐々に紛らわせる。

　幸い、副社長も食事を始めると、話題は料理のことに切り替わる。

　上品な品々に舌鼓を打ちながら、ふと、副社長に聞いてみたいことが思い浮かんだ。

「あの……副社長は、向こうでどんな仕事をされていたんですか？」

　アメリカの本社でどんな業務を担当していたのか、来日するまでのことについては聞いたことがなかった。きっと社長の元でいろいろな業績を残してきているのだろうけど……。

「主に新商品の企画と開発に携わっていた」

　もみじ型にカットされたにんじんを箸でつまみ、その先に視線を向けたまま副社長は答える。

「だから、今回の日本発売の新商品のプロジェクトにも？」

「ああ。総括を任されてきた」

　こうして向き合って食事をしたのは考えたら初めてで、食べる副社長の姿につい見入ってしまう。

　美しく上品な食べ姿が育ちのよさを物語っていて、昔から両親に箸の持ち方がおかしいとよく注意されていた私とは大違い。思わず自分の箸の持ち方を確認してしまう。

「今回のプロジェクトが成功を収めれば、さらに業務の拡大が見込めるからな」

「と、いうのは……？」

「若い層へのニューブランドを立ち上げて、ラインナップを増やしていけたらと考えている」

　今回のプロジェクトに、副社長のそんな野望があったなんて知りもしなかった。もうこの先のビジョンを見据えて、今回のプロジェクトに取り組んでいるなんて、普通の社員の私とは、やっぱり視点も目標も大きく違う。

「だから、必ず今回のプロジェクトは成功させたいと思ってる」

　決して熱弁されたわけではないけれど、そんなことを話してくれた副社長の顔は、いつもよりもどこか輝いて私の目に映っていた。




　心地いい揺れの中で、いつしか意識を手放していた。

「――斎原？」

　遠くで私を呼ぶ声が聞こえる。

　あれ……？　私、いつの間にか眠っていたの……？

　薄らと目を開けると、目の前にどアップの副社長が映った。

「あっ……」

　声を出した唇が相手のそれと触れてしまいそうな近距離に、無防備に寝ていた体が固まる。

　逃げようとした頭はこれ以上後ろに下がらない。その状態に、食事後に送ってもらっていた車の中で寝ていたことにやっと気がついた。

　目の前に迫っていた端正な顔はほのかに笑みを浮かべる。

「キスしても起きないなんて、相当お疲れだな」

「えっ……！」

　嘘、キスって！

　目を見開いた私に、副社長は頬に触れるだけの軽いキスを落としていく。

　起きたてで思考が通常回転していないものの、咄嗟に両手で口元を覆っていた。

　寝ぼけているような私のワンテンポ遅れた反応に、副社長は意地悪く笑って体を離す。運転席に座り直すと、「着いてるぞ」と声をかけた。

　ハッとして見たガラス窓の向こうには、見慣れた自分の住まいのエントランスがあった。

「あっ、ありがとうございます。それから、あの、ごちそう様でした」

　上ずる私の声を聞いて、副社長はフッと肩を揺らす。

「お疲れ。また明日」

　私はそそくさと降車し、扉の前で頭を下げる。去っていく車を見届けながら、また口元に触れていた。

　起きなくて、冗談を言われただけ？　それとも、本当に寝ている間にキスされてたの……？

　先の交差点で車が左折して見えなくなると、ずいぶん遅れて鼓動が高鳴り始めていた。

　きっといつもみたいにからかわれただけなのに、どうしてこんなにドキドキしてしまうのだろう。

　高鳴る鼓動を落ち着かせるように深呼吸をし、エントランスへと向かっていった。










誕生日の休日出勤




　はっきりしない意識の中で、スマホの着信がけたたましく鳴り続けていた。

　手探りで音の主を捕まえる。まだまだ起きる気がない目を無理やり開けると、部屋の中はまだ薄暗かった。

「いったい何時だと思ってるのよ……」

　布団にもぐったまま、『早く出ろ』と言わんばかりのスマホを見ると、そこに表示されていたのは副社長の名。嫌でも一気に目が覚める。

「はい……」

《おはよう》

「あ、おはよう、ございます……」

　枕元の目覚まし時計を掴んで時間を見ると、まだ早朝の六時過ぎだった。

《やっと起きたか》

「副社長……なんですか、こんな時間に。今日、お休みですよ？」

《呼び出しだ。今からうちに来い》

　私の話はまるで無視の、いきなりの命令形。お休みの日の早朝だという申し訳なさはまったく感じ取れない。

「えっ、今からって」

《始発はもう走りだした時間だろ》

「ちょっと待ってください、それって休日出勤ってことですか？」

　どんどん独り歩きする話に、思わずベッドからむくりと起き上がってしまう。

《まぁ、そういうことでもいい。待たせるなよ》

「そういうことでもいいって、あ、ちょっと」

　なにがなんだかわからないうちに通話は一方的に終了していた。

　意味のわからなさにバフッと枕に顔面を沈める。

　今週も多忙を極めた一週間だった。やっとぐーたらできる週末がやってきたと、昨日は撮りためていたドラマなんかを帰ってから観始め、寝たのは深夜二時近くだった。

　今日は昼近くまで寝てようと思ったのに、どうしてまた……。

「しかも今日に限って、なんでよ……」

　今日、十二月三日は、私の二十六回目の誕生日だ。

　とはいえ、これといって予定があるわけじゃない。我ながら寂しいアラサーだけど、なにが悲しくて誕生日に呼び出されて休日出勤しなくちゃいけないのか。

　そう思っても、嘘をついて『行けません』と言う勇気もない自分が虚しい。

　まだベッドから出たくない気持ちを引きずりながら、這はうようにして洗面台に向かう。『待たせるなよ』とも言われてしまったため、慌ただしく支度を進めた。

　とりあえずメイクをして髪を軽く巻き、クローゼットを開ける。コーディネートを考える時間がない時によく頼るセットアップの中から、グレーのニットスカートタイプのものを手に取った。

　最小限の準備を終え、冷蔵庫の中に入っていた栄養ドリンクを手に部屋を出ていく。

　最寄り駅に向かって歩いている最中、コートのポケットの中でスマホが震え始めギクリとする。慌てて飲んでいた栄養ドリンクの蓋を閉め、スマホを手に取った。でも、取り出した画面には浮かんだ顔とは違う名前が表示されていた。

「もしもし、颯ちゃん？　どうしたの？」

《おはよう、起きてたか》

『遅い』と副社長から急かす電話でもかかってきたのかと思ったけれど、相手は予想外にも颯ちゃんだった。

　けっこう早い時間なのにどうしたのかと思う。

「あ、うん。おはよう。どうしたの？　こんな時間に珍しいね、仕事は休み？」

　電話の向こうに、外にいる気配は感じ取れない。自宅からかけてきているようだ。

《あぁ、今日はな。それより、今日誕生日だろ。おめでとう》

「あー、覚えてくれてたんだ、ありがとう」

『おめでとう』と言われたことに、思わず笑みが浮かんでしまう。

《なに言ってんの、何回佑月の誕生日を祝ってると思ってんだよ》

「あはは、それもそうだね」

　子どもの頃は、よく颯ちゃんにも誕生日を祝ってもらっていた。小学生くらいの時は颯ちゃんのお母さんがわざわざケーキを買ってきてくれたりもしたし、高校生の頃には颯ちゃんがケーキの食べ放題に連れていってくれたこともあった。

　思い返すとなんだか懐かしい。

《で、佑月、誕生日の予定は？》

「え、あー、うん。なかったんだけど……少し前にできたみたい」

《え？　できたって》

　ちょっと驚いたような、予想外の答えが返ってきたという反応だった。

「あ、予定といっても浮かれた予定じゃないんだけどね。休日出勤しなきゃいけなくなってさ、実はもう会社に向かってるんだ」

　線路沿いの道を進みながら、横を走り抜けていく電車を見やる。土曜日の朝は、平日よりも窓から見える乗客の数は断然少ない。

《休日出勤って、こんな時間から？　普段より全然早いだろ》

「確かに。寝てたら電話で副社長に叩き起こされた感じなんだけどね」

　つい「ハァ」とついたため息が颯ちゃんにも聞こえたらしく、《そっか……》と私を哀れむような声が聞こえてきた。

「まぁ、今仕事が忙しい時だから、仕方ないのもあるんだけどさ」

《でも、今から行くならそんな遅くはならないんだろ？》

　気を取り直したように声のトーンを戻し、颯ちゃんは尋ねてくる。

「うーん、わからないけど、たぶんね。私だって嫌だよ、誕生日にさ」

《じゃあ、終わったら連絡して。仕事終わったら、予定ないんだよな？》

　残念ながら予定はなにもない。それを見越したように言われて、ちょっとがっくしきてしまう。

「あ、うん。それは、まぁ……でも、なんで？」

《なんでも。じゃあ、決まり。待ってるから》

「あ、うん、わかった」

　最後に《頑張れよ》と言って、颯ちゃんは通話を終わらせる。

　スマホをポケットにしまいながら、思わず笑みがこぼれた。

　歳を重ねるごとに、子どもの頃のように誕生日に『おめでとう』と言ってもらえることは確実に減っている。そんな誕生日を気にかけてもらえたことが単純に嬉しい。

　仕事、何時に解放されるかな……？

　見えてきた駅に向かって歩みを進めながら確認した腕時計の針は、ちょうど七時を指していた。




　ビルのエントランスを抜けながら、さっき寝ぼけながら聞いた話を思い出して歩みが止まった。

　いつものようにオフィスに上がろうとしていたけど、呼び出された先は例の副社長の住まい。ついこの前の出来事が蘇ってくる。

　またなにかとんでもないことが起こらないとも限らない彼の住まいに自ら訪れることは、ああいう事態を受け入れることを許可しているような気がして、はっきり言って気が進まない。

　そもそも、あの日のことを教える代わりに、呼び出したら来いと交換条件で渡されたカードキー。うまいことはぐらかされたりしているうち、仕事が忙しかったりして結局曖昧なまま話が流されている。

　今日こそははっきりとした事実を得なければ。

　住居エリアのエントランスへ向かい、いつものコンシェルジュさんと挨拶を交わし、エレベーターに乗り込む。カードキーを使って五十二階へと上がった。

　部屋の前に着き副社長を呼び出すと、通じたインターフォンからなぜかクスクスと笑いをこらえるのが聞こえてきた。

「おはようございます、斎原です」

　なぜか笑われているけど、いつも通り頭を下げて挨拶する。

《おはよう。大分慌てて来たみたいだな》

「え？」

《髪、ぼっさぼさだぞ》

　笑いをこらえるようにして副社長はその訳を明かす。

「へっ？　え、嘘っ」

　しまった、インターフォンのカメラから見られているのか！

　すっかり気を抜いた状態でそこに立っていたことを後悔する。すかさずカメラから離れて手ぐしで髪を整えた。

「開いてるから入ってこい」

　まだ笑いを噛かみしめながら、副社長はインターフォン越しにそう告げた。

「失礼します……」

　重い扉を開け脱いだ靴を揃えながら、小さなため息が漏れ出た。

　こんな早朝から、しかも休日に呼び出されて、今からいったいなにをやらされるのか。まさか、家政婦扱いで掃除でもしろとか言われるんじゃ……。

　嫌な予感が頭をよぎる。

「おはよう、ございます……」

　突き当たりのドアを開けると、副社長はダイニングで新聞を広げて座っていた。

「おはよう」

　入ってきた私を見るなり、またクスッと笑う。

　さっきの私は、思い出しても笑えるくらいボサボサ頭だったのだろうか。恥ずかしすぎる……。

「あの、なんですか、こんな朝っぱらから呼び出しって」

　それなりに焦って出てきたのに、涼しい顔で出迎えられてまたため息が出そうになる。

　さらに文句を言おうと、部屋の中にずかずかと突き進む。しかし目の前に現れた光景に、用意していた続きの言葉が吹っ飛んでしまった。

　きちんと並べられた和食器。そこには、煮物や卵焼き、焼き魚などがキレイに盛り付けられている。白いご飯とお味み噌そ汁しるからは湯気が立ち上っていた。

　思わずキョロキョロと部屋の中を見回してしまう。

　もしかして、本物の家政婦さんでも雇っているのかも。

　でも、私たち以外に人の気配はない。

　すると、広げていた新聞をたたみながら、副社長は私を見てフッと笑う。

　髪は直したはずなのに、まだなにかおかしなところがあるのかと自分の姿を焦って見下ろす。

「な、なんですか？」

「ここ」

「えっ？」

　自分の首元を指差し、なにかを知らせた副社長はまたクッと笑う。

　確かめるように同じ場所に手をやると、コートの襟が内側に入り込んでいた。

「あっ……！」

　急いでいたから、指摘されるまでまったく気づかなかった。バッグを足元におろして急いでコートを脱ぐ。

　さっきから、恥ずかしすぎる……！

「その調子なら、起こされてそのまま来たんだよな？　早く座れ、食べるぞ」

「え、これ、私の、ですか？」

　ポカンとして、並んでいる料理を見つめてしまう。

「他に誰がいるんだよ」

「それは……」

　確かに誰かがいる気配はやっぱりない。でも、私なんかになぜ……。

「それともあれか、『朝は食べないんです～』ってやつか、不健康だな。あ、それとも朝からパンケーキ派か」

「違います！　いただきます」

　勢いよく返事した私を見て、箸を手にした副社長は満足げに微笑する。

「これ……まさか副社長が？」

　状況的に副社長が用意しているのは間違いないのだけど、つい『まさか』をつけてしまう豪華な朝食。

「まさかってなんだよ」

「だって、お手伝いさんでもいるのかと」

「今は必要ないから頼んでいない」

　てことは……やっぱり、そういう生活をしてたってことなんだよね。

「こんなの、趣味みたいなもんだ」

「趣味、ですか……」

　なんて女子力の高い趣味。いや、女子の私より格段に料理の腕がある。

「今度はもっと早くに来て、お前が作ってみるか」

「えっ、私がですか!?」

「俺よりできるだろ、料理くらい」

　しれっと当たり前のことのように言われ、即答できず口ごもる。

　独り暮らし歴はもう三年ほどになるけど、料理は正直得意じゃない。作れるのは簡単なものばかりで、これは自信作だとパッと思いつくメニューはなかったりする。

　こんな朝食は確実に作れない。もしいきなり作れと言われたら、間違いなく大恥をかいてしまう。

「……ん、すごい！　売り物みたいな厚焼き玉子です」

　突如披露された副社長の趣味は、どれも文句のつけどころがなく完璧だった。この出来は日常的にキッチンに立っている証拠といえる。

　家政婦さんがいるような家で育ったのだから、食事は勝手に出てくるような環境だったに違いない。きっと包丁もフライパンも持ったことがないし、お米の炊き方だって知らない。御曹司なんて、そういうものだと思っていた。ここまで料理ができるなんて、そのイメージを覆された感じだった。

「副社長、お店できるんじゃないですか？」

「なんだそれ」

　意外な言葉をかけられたのか、副社長はフッと笑みをこぼす。

「え、最上級の褒め言葉なんですけど」

「そりゃどうも。食べたら出かけるぞ」

　先に食事を終えた副社長は、手を合わせると食器を手に立ち上がる。

「え、はい。でも、どこへですか？」

「どこって、仕事に決まってるだろ。どうしても今日行きたいところがある」

「行きたいところ……ですか」

　手にしたお茶ちゃ碗わんを持ち上げたまま、どこだろう？と考えてみる。でも、思い当たる外出先は見つからない。

「どこかは、行ってからのお楽しみだ」

『お楽しみ』という言葉とは裏腹に、口調は淡々としていて特に楽しそうではない。

　休日の今日、わざわざ行かなくてはいけない外出の用なんて予定にはないはずだけど……。

　疑問に思いつつも、せめてもと片付けだけは任せてもらい、早々に副社長の部屋を後にした。




　行き先を知らされないまま、車は一般道から首都高に乗った。

　湾岸線を走る車内からは、羽田空港から飛び立つ旅客機が見える。

　チラリと運転席を見ると、少し開いている窓から入る風が、副社長のキレイなゆるふわの黒髪を揺らしていた。

　休日の今日も、副社長は相変わらずスーツ姿が決まっている。いったい何着持っているのかと思うくらい毎日違う装いだけど、今日は落ち着いた光沢のあるブラックのスーツを着ていた。

　今週あった業務の内容をポツリポツリと話し、会話が途切れると窓からの景色をぼんやりと眺める。それを繰り返しながら、ふと今朝、今日こそは聞き出そうと思っていたことを思い出した。

「あの……前に約束したことなんですけど」

「なんだ？」

「呼び出しに応じたら……教えてもらえるって言っていましたよね、あの日のこと」

　そのこと自体、話題に出すのは本当のところ気がひける。できることなら犬に噛まれたと思って忘れたいのが山々だけど、内容が内容だけにやっぱりはっきりさせないといけないと思う。

「あぁ、まだ気にしてたのか」

「ま、まだって！　なに言ってんですか！」

　思わず声がでかくなってしまった。

　私にとっては忘れもしない重大な問題。そんな『昨日の夕飯なに食べたっけ？』みたいな、気軽に忘れられる内容じゃない。

　でも、あまりにあっけらかんとした反応が返ってきて、『あぁ、そういうことか』と、どこか納得もしてしまった。

　副社長にとっては、数ある〝そういう夜〟のひとつの出来事かもしれない。

「そりゃあ、副社長はよくあることなのかもしれないですけど……私は、そういうことは今まで一度もないんです。だから――」

「酔い潰れたヤツを連れて帰る羽目になったことなんて、今まで一度もないけど」

「いや、そういう意味じゃなくて」

　もしかして言いたいことが通じてない？　それとも、うまい具合にかわされているとか？

「お前こそ、記憶なくなるまで飲んで、男にお持ち帰りされること、よくあるんじゃないのか？」

「なっ、ないです！　今まで一度だってそんなこと！」

「……だろうな」

「え？」

　だろうなって、どういう納得？

「男に持ち帰られてるなら、もう少し男に慣れてるだろうしな」

「なっ……！」

　そういう納得ですか！　失礼しちゃう！

　気づかれないように横目で様子を窺ったつもりが、副社長はそれを予想していたように私の視線に口角を吊つり上げる。こっちの動揺を見透かしたようにフンと鼻で笑った。

「後ろめたくなる相手がいないなら、別にそんなに困ることもないだろ、一夜の過ちくらい」

「はっ!?　えっ!?」

「お前が忘れてくれって言うなら、忘れるし。誰かに話す気もないしな」

　話している内容はかなりきわどいネタなのに、副社長は優雅にハンドルを握る余裕っぷり。

「わ、忘れるって……やっぱり」

「まさか、なにがどうだったかとか事細かく話せなんて、いい大人が野暮なこと言わないよな？」

「なっ……」

　事細かく!?　そんなの、もしなにかあったのなら聞くに耐えない内容じゃん！

「それでもどうしてもって言うなら、最初っから最後まで赤裸々に語ってやってもいいけ――」

「あぁぁぁ！　もうっ、もういいです！」

　気づけば自分から話を拒絶するように終わらせていた。

　今日こそは、そう思って意気込んでいたのに、やっぱり聞く勇気がなかった。

　聞かないとダメだとばかり思っていたけど、よくよく考えてみれば聞いたところで自分はどうするつもりでいたのか。ただ真っ赤になって、返す言葉もなく、余計に気まずい思いをするのがはっきりと目に見える。

　もうもうもうっ！　このことは、誰にも知られずに墓場まで持っていくしかないってわけだ。自分の中で抹消するしか……。

「心配するな。万が一、取り返しのつかないことにでもなってたら、責任取ってやるから」

　そう言った副社長の手が、放心している私の頬に触れてくる。温かい大きな手に、ドキッと心臓が音を立てた。

「なっ、なに言ってるんですか!?」

　今日一番のボリュームで言い返しながら、顔面が一気に真っ赤になるのを感じていた。なにか言い返したい気持ちに逆らって、耳まで熱くなっていく。

「ま、その心配はないはずだけどな」

　副社長は平然と前を向いたまま、その横顔に意地悪っぽい笑みを浮かべていた。

　まただ……。また完全にペースを乱されてる。からかわれてると頭ではわかってるのに、どうしてこうも相手の思う壺つぼな反応をしてしまうんだろう。ていうか、責任取るって……どういうこと!?　冗談でもそういうこと言う？　ほっんと、信じられない！

　そこからはなにを話したらいいのかわからず、緊張を落ち着かせながらひたすら黙り込んでいた。

　顔を上げることもままならず、無駄にバッグの中をガサゴソいじってみたり、不自然な行動を取ってしまう。

　膝の上の手元ばかり見ていた私へ「そろそろ着くぞ」と声がかけられたのは、高速道路を降りてしばらくしてからだった。

　やっと顔を上げて見たフロントガラスの先には、前に一度訪れたことのある場所が広がっていた。

「ここ……」

　そこは、製品製造をしている横よこ浜はまの自社工場。入社してすぐの頃、一度だけ研修期間に訪れたことがあった。

　自社工場は一般の工場見学も積極的に行っていて、コスメのお土産をもらえることやランチ付きというのが好評を得ている。その内容がお得感満載でオシャレだと、メディアにもちょくちょく取り上げられているのだ。

　駐車した車から降り、広大な工場に掲げられた巨大な社名を見上げる。

「どうして、工場に？」

「今日から稼働するからだ」

　車のドアを閉め、ロックをかけた副社長は私の元へと歩み寄ってくる。

「えっ、新商品のですか？　予定では来週頭からのはずですよね？」

「予定より早まった。昨日の晩、工場長から連絡をもらったんだ」

「そうだったんですか!?」

　工場に向かって歩いていく副社長のあとを追いかけながら、急に胸がドキドキしてくるのを感じていた。

　新商品の開発プロジェクトに参加してみないかと言われてから、好きな仕事がもっと楽しくなった。

　まだない新しいコスメをこの世に生み出す仕事に携わる。いつからか抱いていた夢がやっと叶う。その場所に立てたことは、私にとって特別なことだった。

　企画したものが少しずつ形になっていくことに日々心躍らせながら、コスメたちとご対面できる日を心待ちにしてきた。いよいよ、その瞬間がやってくる。

　そう思うと、ワクワクする気持ちが溢れ出しそうだった。

「高宮副社長、お待ちしてました！」

　到着した私たちに気づいた工場長が、わざわざ外まで出向いて挨拶にやってくる。

　ベテランの域に入る杉すぎ本もと工場長は、歳の頃は私の父と同じくらいだと思われる。日焼けした黒めな肌に、メッシュのように入った白髪がどこかオシャレに見える。がっちりとした体型は、工場を切り盛りしている貫かん禄ろくが滲にじみ出ている。

　杉本工場長は、小走りで駆けてくると丁寧に頭を下げた。

「初日の忙しい日に失礼します」

　挨拶を交わす副社長のあとにつき、「お疲れ様です」と私も頭を下げる。

「いえ、遠いところをわざわざ足を運んでもらって」

「こちら、広報の斎原です。今回の新商品プロジェクトを一緒にやらせてもらっています」

「斎原です。よろしくお願いします」

　もう一度ペコリと頭を下げて挨拶をする。

「君が斎原さんか。牧瀬部長から話は聞いているよ。熱心な部下が気合いを入れて頑張ってくれてるって。休日までご苦労様」

　シワの刻まれた顔にくしゃりと笑みを浮かべて、工場長は嬉しい言葉をかけてくれる。

「いえ、こちらこそいつもありがとうございます。今日はよろしくお願いします」

「初日で慌ただしくしているかもしれないですけど、ゆっくり見ていってください。さっ、どうぞどうぞ」

　製造のスケジュールなど新商品のことについて工場長から少し話を聞いてから、稼働し始めている工場内を見学させてもらうことになった。




『ぜひ現場に入って見てください』と工場長は言ってくれたけど、作業の邪魔にならないようにと一般見学コースから見せてもらうことにし、副社長とふたり、ガラス張りの見学スペースから工場内を見下ろしていた。

　さまざまな大型の機械が所狭しと並び、作業にあたる従業員たちは清潔な白い作業着にマスクをして仕事に挑んでいる。レーンには、打ち合わせの時に資料で見たデザインのパッケージが等間隔で並んで流れていた。

「いよいよだな」

「はい。なんか……感慨深いです」

　隣に立つ副社長を見上げると、ガラス越し遠くの製造ラインを真剣な眼差しで見つめていた。

「もうすぐ手に取れると思うと、ワクワクします」

　ガラスの先を食い入るように凝視する。一つひとつ完成へと向かう商品を前に、自然と顔が綻んでしまう。

「本当に、好きなんだな」

　いつの間にか、ガラスの先に向けられていた目が私の顔を見つめていて、急な視線にドキリとしてしまう。

　目が合うと副社長は微かに笑みを浮かべた。

「自分が手がけたものが形になるのは、この仕事の最大の喜びだと俺も思う」

　この仕事の、最大の喜び……。

「斎原は、人一倍そうかもしれないな」

　そう言った副社長の微笑みは、はっきりとした笑顔へと変化する。

　足りないところがありすぎて迷惑ばかりかけているけど、確かに私は、好きという情熱を持ってこの仕事をしている。それを認めてもらえたような言葉に、胸の奥がグッとくる。

　再び工場内に目を向けた副社長の顔を見上げ、小さく息を吸い込んだ。

「あの、副社長」

「ん？」

「今日、見に来られてよかったです。同行させていただき、ありがとうございました」

　改まってお礼の言葉を口にした私に、副社長はフッと気が抜けたような笑みを見せ、目を伏せる。すぐに視線を上げると、まっすぐに見つめられた。

「商品が形になる日に、お前を立ち会わせてやりたかったんだよ」

「え……？」

「斎原は、生みの親みたいなもんだろ」

　そう言った副社長の手の平が頭の上に乗ってきて、予告なしの行動にドキッとしてしまう。

　髪に触れた手は、ポンポンと頭を優しく撫でて離れていった。

「そろそろ行くか」

「あ、はい……」

　踵きびすを返して先に歩いていく後ろ姿についていきながら、優しく触れられたことに鼓動の高鳴りを感じずにはいられなかった。




　工場内の事務所へと顔を出し、杉本工場長や技術課の面々に挨拶を済ませると、駐車している車へと再び乗り込んだ。

　シートベルトを締めた副社長はナビの操作を始める。

「悪かったな、休日に連れ出して」

「いえ……」

　さっきの頭ポンポンの効力がすごすぎて、副社長の顔がまともに見られない。画面に触れる骨ばった指を見ているだけで、また気持ちが落ち着きなくそわそわしてしまう。

「ここまで来たついでに、横浜の店舗に行こうと思う」

「あ、はい。私も一緒に行きます」

「この後の予定は大丈夫なのか」

　ナビの操作をしながら、副社長は私の顔をチラリと見てくる。

「はい。元々今日はなんの予定もなかったので」

　本当だったら、今頃の時間までだらだらと家でごろついている予定だった。

　朝っぱらから呼び出されて休日出勤を命じられ、最悪だなんて思っていたけど、思いも寄らない場所で嬉しい現場に立ち会うことができた。自分の誕生日に、待ち望んでいる商品が生まれる瞬間を目の当たりにできたことは、今の私にとってなによりの誕生日プレゼントに思えていた。

　工場を出てしばらくすると、週末らしい賑やかな横浜の街並みが窓の外に見えてくる。

　横浜店は、観光客で賑わうみなとみらい21地区の大型商業施設内に店舗を構えている。

　人気アパレルブランドや有名雑貨店など、二百店舗近くが出店している激戦区だけど、売り上げは上々の店舗だ。

　モール内は多くの人で賑わいを見せていた。カップルや友人同士のグループ、家族連れなど、思い思いの休日のひとときを過ごしていて、平日と違い、副社長のようにスーツで歩く人の姿はほとんど目につかない。

　一階の店舗へと向かいながら、行き交う女子たちの視線が必ずと言っていいほど副社長に向いていくのを感じ取る。中には通り過ぎてから振り返って二度見する人や、すれ違う前からコソコソとこっちを見てなにか言っている人までいる始末。

　目を奪われるほどに容姿端麗なのは重々承知だったけど、これだけ女子たちの視線を吸い寄せてしまうことに、改めてそのすごさを実感する。

　自分がこれだけ見られていることに、この人はなにも感じていないのだろうかと疑問に思ってしまう。特になにも気に留めていない様子で時折話しかけてくるけど、関係のない私のほうが無駄に動揺してしまっている。

　もうこういう視線とかには慣れっこなのかもしれないな。

「今日って、副社長が来ること、店舗は知っているんですか？」

　横を歩く副社長を見上げ、それとなく聞いてみる。

「いや、特に知らせていない」

　即答だった。

「えっ……」

　てっきり連絡を入れていて、すでに予定の一部なのだろうと思っていたのに、きまぐれ視察ということ？

「なにか問題でもあるか」

「いや、副社長がいきなり店舗視察に来たら、スタッフがみんなビックリするんじゃないかと」

　私が店舗スタッフだったら、絶対に驚くと想像できる。接客中なんかに副社長が現れたら、それこそ副社長と初めて会った時のようなミスをしてしまいそうだ。

「普段の様子を見に行きたいんだから、知らせてたら意味ないだろ。抜き打ちチェックみたいなもんだ」

　颯爽と店舗を目指す横顔は、ワクワクしているような、でもどこかに厳しい表情もうかがえる。

「鬼ですね……」

「なんか言ったか」

「いえ、なんでもないです」

　見えてきたCHiC make tokyoの店舗は、客入りもよく予想以上に賑わっていた。明るく入りやすい店構えは、通りがかる人の足を自然と店へ招き入れる。

　クリスマスシーズンを前に、店舗はシルバーを基調としたセンスのいい装飾で普段よりもかわいらしくデコレーションされていた。

　客のように何食わぬ顔で店内に入っていく副社長のあとに続く。

「どうぞご覧ください」と声をかけていた手の空いているスタッフが、入ってきた私たちを見て近づいてくる。どうやら私たちが何者かを知らないらしく、「なにかお探しでしょうか？」なんて声をかけてきた。

「お疲れ様。近くまで来たから様子を見に来た。少し覗かせてもらう」

　そう言われた女性スタッフは、一瞬驚いたような表情を見せた。そしてなにか察したように、すぐに「お疲れ様です」と深く頭を下げる。私よりも歳は上だと思われる女性スタッフ。胸元につけたネームプレートの名前の前には、店長の文字があった。

「高宮副社長、遠いところご足労いただきありがとうございます。ご指導などあれば、よろしくお願いいたします」

　副社長と店長のやり取りに気づいた他のスタッフたちも、接客中にもかかわらず急に落ち着かない様子を見せ始める。

　副社長はひとり、店舗内を見て回り出した。

「お疲れ様です。マーケティング部の斎原と申します。すみません、急に来てしまい」

　視察を始めた副社長を不安そうに見つめる店長に頭を下げる。

　店長は「いえ！」と慌てて笑顔を作った。突然の訪問で、やはりかなり動揺しているようだ。

「本当に突然来店されるんですね、副社長」

　小声になって、店長は尋ねてくる。

「他の店舗から聞いていたんです。副社長が突然来店して驚いたって」

「そうでしたか……」

「でも、熱心な方ですね。上層部の方が、わざわざ店舗回りするなんて今までないですから」

　確かに副社長は、時間を見つけては、店舗への顔出しに出かけていくことが今まで何度かあった。もしかしたら、私の知らない時間外や今日みたいな休日にも、こうして現場に行っているのかもしれない。

「では、なにかありましたら声をかけてください」

　店長はそう言い残すと、副社長の元へと行ってしまった。

　私自身、店舗を訪れるのは久しぶりだった。

　大好きなコスメに囲まれているこの空間にいると、自然と心が弾んでくる。商品を手に取る楽しそうなお客さんの顔。悩んでいるお客さんにアドバイスするスタッフの姿。それを見ているだけで、なんだか力が湧いてくる。

　馴な染じみの商品を眺めながら、副社長が販売スタッフと話しているのが目に入る。話しかけられているスタッフは、やたら身振り手振りでなにかを一生懸命話している。かなり緊張しているのか、副社長を見上げる顔が赤面していた。

　どんな話をしているのか聞いてみようと、スタッフの背後に立ってみる。またなにか意地の悪いことでも言ってスタッフを困らせているのじゃないかと聞き耳を立てた、その時だった。

「きゃっ！　あっ！」

　前にいたスタッフが突然振り返り、ひっそりと立っていた私に正面からぶつかった。

「っ、申し訳ありません！　あっ、どうしよう」

　目の前の光景に慌てふためく彼女。

　それもそのはず……彼女が持っていたルージュが、私のトップスにべったりと赤い色をつけていたのだ。

　グレーのニットの編み目にめり込んだようについたルージュを眼下に、過去の自分がフラッシュバックする。副社長と初めて出会った日、スーツを汚してしまった、あの出来事を……。

「すみませんっ、あのっ」

「あ、大丈夫です！　大丈夫ですよ」

「いえ、でも！」

　血相を変えて手持ちのハンカチを取り出し、ルージュの汚れをつまみ取る彼女は、見たところ私より若いだろう。自分の失敗にかなりうろたえて、今にも泣きそうな顔になっている。

「本当に、大丈夫」

　そんな彼女の手を、私は思わず取っていた。触れた手がビクリと震えたので、安心させるように優しくギュッと握る。

　その行動に驚いたのか、不安に歪ゆがんだ彼女の顔が私を見つめた。

「私も、同じミスしたことあるんです。だから、大丈夫。相手がお客様じゃなくてよかった」

　きっと、副社長に話しかけられて動揺してしまったに違いない。そう考えると納得できるし、仕方ないことだと思えた。

「すみません、私……」

「服はクリーニングすれば問題ないですから。ね？」

　もう一度「大丈夫」と言い、ニコリと微笑んでみせる。

「ありがとうございます。本当にすみませんでした」

　その直後、ただならぬ空気を察して店長もやってきてしまったけど、彼女が怒られてしまわぬようよくお願いし、その場を丸く収めた。

　そして、お客様の注目が集まらないうちにと、副社長と店舗を出たのはそのすぐあとのこと。

　でも、少し心配が残る。副社長も目の前にいたから、私たちが帰ったあとに怒られてなければいいけど……。

「あの時と同じだったな。お前が俺にやったのと」

　車を出してから、副社長は思い出したかのようにクスッと笑う。

「やめてくださいよ。まぁ……私もあれを思い出しましたけど」

「彼女が俺の代わりにやり返したってことだな」

「なんですか、それ」

　ギロリと運転する横顔を睨みつける。

　私だって今日の彼女だって、そんなミスをしたくてしたわけじゃないのに……。

　すぐに拭いてもらったけど、やっぱりキレイには消えなかったルージュの赤。

　隠すようにしてコートのボタンを閉めておいたけど、帰ったら早めにクリーニングに出さないと。

「ていうか、彼女がテンパったのも、副社長のせいなんじゃないですか？」

「俺はなにも言ってない。少しアドバイスをしただけだ」

　なにか問題あるか？と今にも付け足しそうな、してやったり顔の副社長。

　だから、それが原因なんだってば……。やっぱり無自覚か。

「まぁ、私は人のこと言えた立場じゃないですけど」

「それもそうだな」

　副社長はまたクッと肩を揺らす。

　改めて笑われてちょっとムッときたけど、敢えてそこには触れず黙って受け流した。




　みなとみらいを出た車は、首都高には乗らず横浜駅周辺へと近づいていた。

　まだどこかに寄るのだろうかと思いながら特になにも言わずにいると、駅前の駐車場へと車は停められる。

「ほかにもどこか行くところがあるんですか？」

「ちょっと寄り道だ。行くぞ」

　それだけ言い、副社長はさっさと車を降りていってしまう。

　訳がわからないまま、ついていくと、向かった先は駅前の有名デパートだった。

　一階のブランドコスメのフロアを歩きながら、今度は他店視察でもするのかとピンときたものの、副社長はエスカレーターで上階へと上がっていってしまう。

　不思議に思いながらスーツの背中を追っていくと、立ち止まった先は普段滅多に入ることのないハイブランドの店舗の前だった。

「あの……なにか、買い物ですか？」

「その服、なんとかしたほうがいいだろ」

「……えっ。わ、私の、ですか!?」

　思わず驚きで一歩身を引いてしまっていた。

　ちょ、ちょっと待った！　なんとかするにしても入る場所が間違ってるし！

「他に誰がいるんだよ」

　明らかに驚いて怯む私を目の前で見ているはずなのに、副社長に動じた様子はまったくない。

「いやいやいや！　こんなお高い店で服とか、買えないです、無理です！」

「騒ぐな、目立つ」

　そう言った副社長は、オロオロする私の肩をサッとさらって躊躇なく中へと入っていってしまう。

　落ち着いた雰囲気の店舗に連れ込まれると、もうそれ以上は騒ぐことは許されず、ただ黙って変な汗をかくしかできなかった。

「いらっしゃいませ」

　早速スーツを着込んだ女性スタッフが近づいてきて、副社長が慣れた様子でやり取りを交わす。

　緊張のせいかその会話を遠くに聞きながら、あっという間にフィッティングルームに連れていかれた私は、スタッフがおすすめだというワンピースを数着試着することとなった。

　袖を通すのも申し訳なくなるようなハイブランドの服を前に、平常心が保てない。

「こちら、今週入ってきた新作になります」

　そう言って手渡されたワンピースは、ブラックの膝丈ワンピース。ウエストから切り替えになったデザインで、フレアのスカート部分が上品なレースのデザインになっている。

「素敵……ですね」

「きっとお似合いになると思いますよ」

　いやいやいや、とんでもなく恐れ多い。

　勧められたワンピースは、私が着るにはどうしたって身に余るもの。試着室に入ってからこっそり見た値札は、今までアパレルショップで買ったことのない高額なお値段。なんと十万円以上だ。思わず二度見して桁を数えてしまった。

　手渡されたワンピースを手に、試着室の中でひとりあたふたしてしまう。慎重に袖を通し、巨大な鏡に映る自分を見つめた。

　すっごく素敵……だけど、私には絶対に着こなせない……。

「いかがですか？」

「あっ、はい、着れました」

　フィッティングルームを開けると、スタッフと副社長が待っていた。

「わぁ、やっぱりよくお似合いですね。おキレイですよ」

　上品な笑顔と言葉で褒めたたえられる。社交辞令とわかっていても気分が落ち着かない。

「ありがとうございます。でも……」

「よさそうだな。それにするか」

　着替えた私の姿を上から下までじっくりと見て、副社長はなんともなさそうにあっさりと言う。まるで、その辺のお店で気軽にショッピングでもしている調子だ。

「え、いや、でも」

「他も着てみるか」

「あ、違います、そうじゃなくて」

　話が通じていなくてあたふたしてしまう。ポーカーフェイスで私を見つめる副社長と、ニコニコ顔でこっちを見ているスタッフ。どちらの顔を見ても落ち着かない。

「気に入らないなら他を着てみればいいだろ」

　スタッフの女性が手にしている他のワンピースを、副社長はチラッと目に入れる。

「いえ、とっても素敵で、気に入らないとかではないのですが」

「じゃあ決まりだな」

　フィッティングルームに私を残し、副社長はスタッフと一緒に表へ出ていってしまう。

「え、あのっ、副社長！」

　呼び止めようとしたところで、すぐに別のスタッフがやってきて、私の着ていた服を持ち帰る支度をするために預かっていってしまった。




「副社長、待ってください！」

　朝とはまったく違う装いで、足早に先を行く副社長を追いかける。

　まさか、こんなことになるなんて……。

　だけど、すでに副社長は支払いを済ませて待っていた。その場でなにか言える雰囲気はなく、店頭まで出てきたスタッフに見送られてお店を後にした。

　……ていうか、こんなお高い服、どうすればいいの!?

「あの、この服、どうしたら……」

「どうしたらって？」

　ふいっとこっちに振り向いた顔は、何事もなかったようにいつも通りで、さらに私を困らせる。

「黙ってもらっておけばいいだろ」

「いや、だってこんな高額なもの、いただく理由がありません！」

　これまでにないくらい必死に食いつく。

「汚れた服の間に合わせだ。気に入らなかったら捨てればいい」

「えっ!?」

　す、捨てる!?　ななっ、なんてことを……！

「そんなこと、できるわけないじゃないですか！」

「じゃあ、いつまでも騒いでるな」

　困っている私を鼻で笑うあたり、慌てふためく姿をおもしろがっているような気もする。けれど、横に並んだ私を改めてまじまじと見た副社長は、見上げた私へと柔らかな笑みを浮かべた。

「全然見劣りしてない。似合ってる」

　そのひと言と微笑で、それ以上なにも言うことができなくなってしまった。嬉しい気持ちよりも照れくさいような感情が押し寄せて、また赤面していくのを感じる。

　こんな時に限ってずるい。いつもみたいに、こっちが言い返せるような毒を吐いてくれたら、この複雑な感情だって紛らわすことができるのに。そんなふうに言われたら、どう反応していいかわからないじゃん……。

「そ、そんなお世辞を言ってもらっても、なにもお返しできないですよ!?」

　込み上げる恥ずかしさに耐え切れなくなって、またかわいくない返しをした私に、副社長は口角を上げてフッと笑う。

　それがまたすべてを見透かされているようで、強気に出たことを後悔した。

「そんなの初めから期待してないから心配するな」

「っ、なんですか、その言い方！　私だってですね！」

「だから、興奮するな。お前はすぐ声のボリュームが上がる。せっかく上品な服着てんだから、身振りも上品にしとけ」

　呆れたようなセリフと共に、副社長は意地悪くニヤリと笑う。そして、横から顔を見上げている私の両頬を、「わかったか？」と片手でムギュッとつまみ寄せた。

　タコのような口にされた私を見て、副社長はプッと吹き出す。

「なっ……！」

　結局その場ですぐにお礼の言葉を言うこともできず、上うわ手てな副社長にたじたじになるしかなかった。

　早朝から始まった休日は、あっという間に昼下がりの時間を迎えていた。

「あの、副社長、お腹すいてませんか？」

　デパートを出て駅前を歩きながら、副社長にお昼の事情を窺ってみる。さすがにランチくらいはごちそうさせていただかないと気が済まない。

「……もう昼か。俺は大丈夫だけど、斎原はなにか食べるか？」

　腕時計に目を落として、副社長は私の顔に目を向ける。

「え、私ですか？　私はー……いや、副社長は？」

「コーヒーくらいは飲みたいが……あの辺入っとくか」

　そう言って副社長が見る先には、人気のチェーンのカフェが見える。

「いいですね、じゃあそうしましょう」

　そう決まってお店に入ったものの、またあっさりとお会計されてしまい、結局出る幕なし。

『私に払わせてください！』とレジ前でひと声上げると、『声が大きい』と首根っこを掴まれ黙らされた。

　ワンピースのことが尾を引いているせいか、お茶代くらい出さないと気が済まないっていうのに、そんなことは副社長にはまったく関係ないらしかった。

　再び車に戻ってからは、会話は週明けからの業務のことが続いた。

　商品が上がってきたら、各種撮影が立て続けに行われていく。それに伴ってマスコミ関連や出版関係などの外部との打ち合わせもひっきりなしに入ってくるし、商品発売までは毎日残業を覚悟しないといけないことが予想される。

「そういえば、樋口朱里ですが、撮影日まで本人に挨拶するのは難しいみたいです」

　会議でモデル起用が決まった樋口朱里は、無事に今回のオファーを受けてくれることになった。

　先週、牧瀬部長とふたりで所属事務所に出向いたけれど、事務所の社長に挨拶をする形のみで、本人には多忙のため会うことはできなかった。

「そうか。それなら仕方ないな」

「はい。それにしても本当に売れっ子なんですね。ちょっと会えるのを楽しみにしてたんですけど」

　それに対しての返答はなく、チラリと顔を向けてみる。

　副社長は無反応で、まっすぐ前を向いたままハンドルを握っていた。

「あ、副社長は佐田アヴェリー推しでしたもんね。興味なしって感じですか」

「個人的に推薦したわけじゃない。ビジネス視点の意見だ」

「そうなんですか？　とかいって、本当はああいうキレイ系ハーフがタイプだったりして」

　いつものお返しで、冷やかしがてらニヤリと笑ってみる。

「ご想像にお任せするよ。そうかもしれないな」

　でも軽く受け流されて、ネタを持ち込んだことを後悔する。

　たまには逆にいじってやろうと思ったのに、これじゃあ聞きようによっては私が副社長のタイプを探ってるみたいだ。考えすぎかもしれないけど……。

　週末の浮かれた道路は、時折渋滞をしながら帰りの道を走る。

　いつの間にか、陽も落ち始める時間へと差しかかっていた。

　……あれ？　どこに向かってるんだろう。

　普段、車を運転することがないから道には詳しくないけど、行きとは違う道で帰っていることはなんとなくわかる。

　さっき、鎌かま倉くらなんて文字が目に入ってきたけど……。

　キョロキョロと車外の風景を眺めていると、車はやがて、開放的な海沿いの道へと出ていく。

「あの……帰りは違う道で帰ってるんですか？」

「まぁ、そんなとこだ。ドライブがてらな」

　ドライブがてら、か……なるほど。

　ちょっと遠回りな気もするけど、そういう理由なら納得がいく。

「この辺りって、どこの海になるんですか？」

　窓の外に広がる冬の海は、オレンジと濃いピンクが混じり合った絶妙な色合いの空を載せている。

「七しち里りヶが浜はまだ」

「あ、江えノの島しまの方ですね」

「江ノ島はもう少し先になるけどな。近くではある」

　海を眺めていると、車は海岸線を外れて小道へと右折した。

　車は道を入ってすぐにあった駐車場へと入っていく。

　お店などの敷地内にある駐車場というわけではない、十台ほどが停められる駐車場。コインパーキングなどではないけれど、きちんと整備されているから、どこか店舗の専用駐車場のようだ。

　エンジンを切ると、副社長は「行くぞ」と言って車を降りていく。

「また寄り道ですか？」

　先を歩く背中に問いかけながら、ふと、駐車された他の車がどれも高級車なのが目に入る。

　駐車場を出てすぐ左手に煉れん瓦がとアイアン造りのかわいらしい門があり、副社長はそこに向かって歩いていった。

　門の奥は、その先に公園でもありそうな秋の草花が囲う小道の階段になっていて、コスモスや秋バラが顔を覗かせている。それらが自然に植え付けられている様は、まるでイングリッシュガーデンのようでとてもオシャレだ。

　この上になにがあるのだろう。

　また説明なしに連れていかれているけど、なんとなくこの先に素敵ななにかがあることを予感させていた。

　階段を登りきった先に現れたのは、ここが日本ということを疑ってしまいそうになる異国情緒を漂わすレストランだった。地中海近辺に見られる白を基調とした街並みにありそうな建物は、海が一望できる見晴らしのいい開放的な造りになっている。

　中に入ると、天井の高いダイニングキッチンと、その先にウッドデッキの席が広がっていた。

「高宮さん、いらっしゃいませ、お待ちしていました」

　知り合いなのか、出てきたスーツの男性が副社長に挨拶をする。

　支配人とかだろうか？　見た目は四十代くらいで、オシャレひげが似合うワイルドな風貌。がたいがよく、マリンスポーツでも好きなのか、日に焼けている。

　そのまま促されて、海のよく見える一番奥の広い席へと案内された。

「あの、副社長、ここは……」

　店内をぐるりと見回しながら、前を歩く副社長に尋ねる。

「知り合いの店なんだ。近くに来たら寄ってほしいと言われてたから」

「そうなんですか……」

　知り合いの店、か。人脈とかかなりあるんだろうな……。

「ひとりで来るような場所でもないからな」

「素敵なお店ですね……海がよく見えるし」

　夕日が沈んでいく海の先の水平線までがよく望める。その風景に見とれていると、「失礼します」と、黒いエプロンが決まっているウェイターさんがグラスを手に席へとやってきた。

「元々は人の別荘だった場所らしい。そこを買い取って増築したんだ」

「別荘……すごい」

「確か、けっこう有名な作家だって聞いた気がするけど」

　こんな素晴らしいロケーションのお店には今まで来たことがなかった。

　店内を見渡すと、席について食事をしているどの人も上品な人たちばかりに見える。

　ふと、さっき駐車場で高級車ばかりが並んでいたことを思い出した。

　周囲の状況に、急に緊張が高まる。恥ずかしい失敗をしてしまわないか不安が募っていくのを感じていた。

　並んでいるフォークやナイフを見る限り、今から順にフルコースの料理が運ばれてくるに違いない。

　外側から使うんだよね？　大丈夫だよね？

「俺は飲まないが、お前はなにか飲むか？」

　いつの間にか黒い革張りのメニューを開いていた副社長が尋ねてくる。

　運転をする副社長が飲まないのに私だけ飲むなんて申し訳ないので、副社長にならって食後に紅茶をいただくことにした。

「あの……今さらなんですが、こんな素敵なところ、私なんかが来てしまってよかったのでしょうか？」

　そんなことを話しかけたタイミングで、再びウェイターさんがやってきて、カクテルグラスに入っている前菜を置く。

　出てきたハマグリのジュレ添えは、ゼリーがキラキラと輝いていた。

「まぁ、仕方ないよな、今日一緒にいたのが斎原だったんだから」

　ウェイターさんが去ると、副社長はそんなことを言って意地悪く口角を上げる。

　あまりにサラリと『仕方ない』なんて言われてしまって、さすがにグサッときてしまった。聞いたのは私のほうだけど、そんなにズバッと言わなくても、なんて思ってしまう。

「ですよね……すみません、私なんかがお供で」

「膨れるな。お前、すぐ顔に出るよな」

　副社長は肩を揺らしてククッと笑い「だからいじりがいあるんだけど」なんて呟く。

「副社長って、意地悪ですよね……」

「意地悪？　そんなこと今まで言われたことないけど」

「そうですか。じゃあ、今日から言われたことあるってことにしてください」

　わざとらしく「ハァ」とため息をつき、呆れたような口調で言ってみる。

「心外だな。それを言うなら、意地悪じゃなくてかわいがるだろ」

「えっ、どこがですか！」

「どっからどう見ても部下への愛情だと思うけど」

　副社長は、爽やかにニコリと微笑んでみせる。

　そんな笑顔で言われてしまうと、もうそれ以上反論できなくなってしまった。

「もういいです。じゃあそういうことにしておきますよ」

　余計なことを仕掛けると、結局こっちがこんなふうにたじたじになってしまう。

　勝利した副社長はフッと笑うと「次が出せないから早く食べろ」なんて急かす。

　せっかくの洒しゃ落れた前菜を慌てて食べる羽目になり、大きなハマグリに申し訳ない気分になった。




　前菜が下がると、サラダ、スープ、パン、魚料理、ソルベ、メインの肉料理と、豪華でオシャレな料理が次々とお目見えした。どれもお皿の上にちょこんと上品に載っている料理ばかりなのに、メインをいただく頃にはけっこうお腹はいっぱいに近かった。

「ハァ……絶品でしたね」

「それはよかった」

　最後に出てきたアールグレイティーのカップに口をつけながら、副社長は満足そうに微笑む。

「はい。すみません、どさくさに紛れてこんなところに連れてきてもらっちゃって」

　こういうところには、私みたいな部下じゃなくて、恋人や口説きたい相手を連れてきたいはずだ。そう思うと、ますます申し訳ない気持ちは募る。

「まだ終わりじゃないけどな。甘いものは別腹なんだろ？」

「あ、はい！　それはもちろん」

　その時、周囲が微かにざわめき出すのを感じ取る。

　なにげなく店内を振り返った目に入ってきたのは、パチパチと弾ける花火だった。

　ウェイターさんが持つお皿の上、ケーキに刺さるスパークラー花火。何事かと思っているうちに、やってきたウェイターさんが私の前にその大きなプレートを置く。

「えっ……」

　それを見て、一瞬なにがなんだかわからなくなった。

「お誕生日、おめでとうございます」

　一礼して去っていくウェイターさんを驚きの眼差しで見上げる。

　そのまま正面に視線を移すと、弾けるまばゆい花火の向こうに副社長の微笑が見えた。

「どうして……」

「誕生日に一緒にいたんだから、このくらいしないとバチが当たりそうだからな」

「ご存知だったんですか……？」

　その質問に対して明確な答えは返ってこなかったけど、フッと笑うその姿に意味を察する。

　プレート上に筆記体で書かれた【Happy Birthday】のチョコの文字を見つめながら、胸の奥がジーンとくるのを感じる。

「誕生日に予定もないなんて寂しいこと言ってんだから、どうせひとりでケーキでも食べるつもりだったんだろ？」

「ゔ……それは、御名答ですけど……」

　全部見透かされていて、ごにょごにょと語尾が消えていってしまう。

「だったら、相手が俺でもひとりよりはまだマシだよな」

　自分を卑下する身分なんかじゃないのに、そんな言い方をされると敵わない。普段みたいな調子で言葉を返すこともできず、ただ黙ってかわいらしいケーキを見つめるしかなかった。

　朝からずっと一緒にいたのに、今日が私の誕生日だなんてこと、まるで知らなかったように触れもしなかった。それなのに、こんなタイミングで明かされるなんて、やっぱり副社長はできる男としか思えない。

「ありがとう、ございます……すごく、嬉しいです」

　こんなに感動的なサプライズをされて、憎まれ口なんて叩けるはずもなかった。

　素直に気持ちを伝えた私に、副社長は満足そうに微笑んでみせる。

　トクントクンと、鼓動が静かに音を立てていくのを感じていた。










キスで落ちないルージュの検証




　週が明けて、また忙しい日々が始まった。

　今日は午後から、広告代理店のプレゼンの予定が入っている。先日あった打ち合わせを経て、練ってもらったＣＭプランをいよいよ見ることになる。

　徐々に人が増えてきた朝のオフィス内で、給湯室で入れてきたカフェラテを手に自分のデスクにつく。

　起動させておいたパソコンはスクリーンセーバーの画面になっていて、早速受信メールのチェックを始める。最近は外部とのやり取りも多いから、大事なものを読み落とさないように普段より入念に目を通していく。

「ちょっと、ゆづー」

　同じく隣でパソコンに向かっていた美香子が、突然椅子ごとこっちに滑ってくる。

　画面からやってきた美香子に目を向けると、かわいい顔でムスッとしたような表情を作っていた。

「なに？　どしたの」

「どーしたじゃないよ。誕生日に送ったお祝いメッセージ、華麗に既読スルーしたでしょ」

　りすが頬に食べ物を貯めるように膨らんだ顔を作る美香子。

「えっ、嘘！　返したつもりだったんだけど」

　確かに美香子から誕生日を祝うメッセージが届いていたのは確認した。かわいいスタンプも一緒に来ていて、嬉しいなーと思った記憶は確かにある。でも、返そうとしていてどうやら送っていなかったらしい。

「来てませんー。もう、その見て満足しちゃうの直してよね。何回目よ、既読スルー」

「ごめんごめん……ほんとごめん」

「別にいいけどさ。返すのを忘れるほどの誕生日だったってことでしょ～？」

　いきなりニヤリと笑って、美香子は探るようにキラキラした眼差しを送ってくる。

「え……いや、特には」

「はぁぁ？　なに、まさかひとりでぐーたらしてたとかじゃないよね!?」

「あー……まぁ、そんなとこかな」

　仕事とはいえ、誕生日に副社長と一緒だったことはさすがに話す勇気がなかった。

　なにかと勘の働く美香子のことだから、根掘り葉掘り追及されて、芋づる式に全部を話すことになってしまいそうで怖い。

　別に、隠すようなやましいことはなにひとつないんだけど……。

「ちょっと嘘でしょー？　そんなんだったら私お祝いしたのに」

「ありがと。いや、なんか先週も忙しかったしさ、ぐったりだったっていうか」

　なんとごまかしたらいいのかわからず、とりあえずひとりで過ごしていたことに仕立て上げておく。変に行動していたことにすれば墓穴を掘ってしまいそうだ。

「いやいやいや、誕生日だよ!?　一年に一回の日になに言っちゃってんの」

「まぁ、それはそうなんだけどさ……」

「あ、橘さんは？　ゆづの誕生日とか、気にしてくれそうじゃん」

　誕生日の朝、電話をくれた颯ちゃん。仕事が終わったら連絡すると約束していたけど、副社長との想定外の時間を過ごして、連絡ができたのは陽もすっかり落ちてからだった。

　あのサプライズディナーからの帰りの車でハッと思い出し、まだ時間がかかるとメッセージを入れたら、遅くまで仕事で疲れているだろうし、日を改めようと返信が来ていた。家に着いてから電話をかけてみたけど、タイミングが合わなかったのか話すことはできなかった。

　せっかく気にかけて連絡をくれていたのに、悪いことをしたと思う。

　今度会ったら、ちゃんと謝らないと……。

「連絡はくれたんだけどね、ちょっと都合が合わなくて」

「都合って、家でゴロゴロしてるのになんの都合よ？」

「あー、なんというか――」

「ゆづちゃん届いたよー、お待ちかねの」

　話がややこしくなってきたなーと思っていた時、ナイスタイミングで笹野先輩が話を割ってくれた。

　その手には段ボールの箱があり、思わず椅子から立ち上がる。

「ありがとうございます！」

「あ、新商品だ！　稼働早まったって聞いたけど、もう届いたんだね」

　美香子も同じく椅子から立ち上がり、私が受け取った段ボールに興味津々な視線を注ぐ。

　待ちに待った、完成した新商品のサンプル。朝一で工場から送られてきて、一気にテンションが上がる。

　周囲にいた同僚たちも続々と集まってきて、みんなの注目の中、段ボールの封を切った。

「あっ、かわいい！」

　美香子の声を皮切りに、みんなから「おー！」と歓声が上がる。

　梱こん包ぽうのクッション材の中から出てきたのは、アイシャドウとチークのパレットに、ネイルカラーとルージュの各色。

　見せて見せてとみんなが手に取る。

「ちょっとゆづ、デザインかなりかわいいじゃん！　こだわったかいあったね」

「うん、予想以上の出来かも……」

　やっと手に取ることができた新商品。込み上げる感動で、ぞわぞわっと鳥肌が立つのを覚える。

　ブランドカラーのキラキラとしたシルバーの外見はそのままに、今回の新商品は若い子をターゲットにした商品ということで、プリンセスをイメージした愛らしいモデルになっている。ティアラやリボンをデザインしたボディにはラインストーンの装飾を施し、上品な中にも特別感を前面に出した。

　バッグやポーチに入っていたらウキウキするような、気分の上がるデザイン。そんな、イメージ通りのものにしっかりと仕上がっていた。

「これねー、話題の〝落ちないルージュ〟ってやつは」

「あっ、見せて見せて！」

　美香子が興味津々に手に取ったのは新商品のルージュ。それに横から笹野先輩が飛びつく。

　今回の新商品のラインの中でも、一番の売りなのが、この〝落ちないルージュ〟だ。朝つけたら夜までお直し不要の耐久性を追求したこだわりのルージュは、若い女の子たちに魅力的な『キスしても落ちない』がキャッチフレーズ。

　乙女なデザインの中身はかなりの実力派で、これはきっと話題になると踏んでいる。

「でも、本当にキスしても落ちないのかね」

　キャップを外し中身を出して眺めながら、美香子がそんな疑問を口にする。

「耐久性のテストは何度かしてるから、偽りはない仕上がりのはずだよ」

「でも、試してはないでしょ？」

　さらっと、美香子は真顔で尋ねてくる。

「え、試すって？」

「だから、キスして落ちないかだよ」

「それは……試しようがないけどね」

　誰が試すんですか、誰が。

「ほらー、じゃあわかんなくない？」

　キャッチフレーズでそう謳うたっていても、さすがにそこは実証できない。まさか本当に試すわけにもいかないし、むしろ誰がそれをやるんだって話だ。

「イメージだよ、イメージ。そのくらいの耐久性はあるってことでさ」

　話をまとめるようにそう言ってみると、美香子と笹野先輩はふたりしてその点について盛り上がりだす。

　美香子が「先輩、試してみてくださいよ」と言うと、笹野先輩が「試せる相手いないし！」と噛みついた。

　そんな中、オフィスによく通る「おはようございます」の声が聞こえてくる。

　顔を向けると、珍しく遅めにオフィスに入ってきた副社長の姿が目に映った。私のデスク周りにできている人だかりに気づき近づいてくる。

「おはよう」

　副社長がやってきたことで、集まっていたみんなの空気が一気に華やぐ。

「おはようございます」

　みんなに続き副社長に向けて挨拶をすると、副社長はまっすぐ私の顔に視線をよこした。

「届いたのか」

「あ、はい。すみません、先に開けちゃいました」

　副社長が出社する前に開けてしまったことに一瞬ドキリとしたけど、副社長は特に問題なさそうに「別に構わない」と言う。

「今から開発部に行ってくる」

　来て早々、副社長は足早に自分のデスクと向かっていく。

「えっ」

「プレゼンまでには戻るから、準備は任せる」

「あ、はい、わかりました」

　取り留めもない仕事上の会話。それなのに、密かに緊張が募る。

　土曜日に副社長と私が一緒に過ごしたこと。朝から家に行って副社長のご飯を食べたことも、素敵な服を買ってもらってしまったことも、誕生日のサプライズをしてもらったことも、ここに居合わせる誰もが知らない。

　そう思うだけでなんだか落ち着かない気分になってくる。

　だけど、副社長はそんなことがあったなんてまったく匂わせることもなく、普段となんら変わりない様子で立ち去っていく。それがあまりに普通で、あの日のすべてが嘘だったんじゃないかと錯覚を起こしそうになった。




　お昼からのプレゼンを終え、今日は夕方から一件外回りの仕事があった。

　休む間もなく会社を飛び出し向かった先は、某出版社。人気女性誌で新商品の特集を組んでもらえる話が持ち上がり、その打ち合わせにひとり出かけた。

　帰社してからはプレゼンの企画コンテを見返したりして、あっという間に就業時間を過ぎていた。

　左右の席の美香子と笹野先輩は定時の十八時過ぎに「お先に」と揃って帰っていき、あれから軽く二時間は経っている。

　オフィス内を見渡すと、あと何人かの残業組の頭が見えた。

　明日も広告デザインの件で朝から外回りの仕事が入っている。ここら辺で今日は切り上げて退社しようとパソコンをシャットダウンした時、デスクに置いていたスマホがぶるぶると震え始めた。副社長からの着信だった。

　そういえばもう帰ったのだろうか。いつも先にオフィスを出る時はひと言かけていくけど、今日はそれがなかったな……。

　そんなことを思いながら電話に出る。

「はい、斎原です」

《お疲れ。まだ、社内にいるか》

　副社長のいる電話の向こうは静かだ。余計な音は聞こえない。

「あ、はい。ちょうど今から退社しようと思ってたところです」

《そうか、じゃあちょうどいい。家にいる、上がってこい》

　静かなのは、自宅に戻っていたかららしい。でも、今から来いって……？

「……わかりました、伺います」

　パソコンの画面が真っ暗になったのを確認して席を立つ。

　まだデスクに向かっている面々に「お先に失礼します」と声をかけ、オフィスを後にした。




　もう何度か訪れている五十二階の副社長の住まいに辿り着くと、いつものようにドアの前から副社長を呼び出す。

《悪いな、帰るところに呼びつけて。開いてるから入ってこい》

「いえ、大丈夫です。お邪魔します」

　インターフォン越しに言われて、ドアを開いて中へとお邪魔した。

　奥のリビングの扉を開くと、副社長はソファに腰かけ、入ってきた私へと目を向ける。

　副社長の顔を見てすぐ、私はあっと思いついたように口を開いた。

「あの、週末は……ありがとうございました」

　改めてお礼を言おうと思いながらも、今日出社してからは、なかなかふたりきりになるタイミングがなかった。やっとこの時間になって言うことができる。

　だけど副社長はやっぱり大したことなさそうに「ああ、気にするな」とだけ返事をした。

　あっさりと返ってきたひと言に、温度差を感じる。

　私は今日一日あれこれ思い返して落ち着かなかったけど、副社長はそんなことなさそうに見える。休日出勤だと呼び出された土曜日だったけど、仕事に行ったというより、副社長と誕生日を過ごしたような錯覚を起こしていたことに今になって気づいてしまった。

　だけど気持ちを切り替え、ソファのすぐ目の前まで行くと、今日広告代理店から出された企画コンテや、それに関連する資料がローテーブルの上に広げられていた。

「見直して変更したほうがいい部分はあったか」

　手にした資料に目を落としながら、副社長は仕事中と同じ真面目な口調で質問をする。

「あ、はい。何箇所か気になるところはありました」

「じゃあ、これも合わせて返事しておいてほしい」

「わかりました」

　手渡された資料を受け取りながら、ローテーブルの隅に置かれていた物に目が留まる。

　今朝オフィスにも届いた新商品の数々がそこに並べられていた。

「出来栄えはどうだ」

　私の視線が注がれる先に気づいたのか、副社長は穏やかな笑みを浮かべる。

「はい……上出来だと思います」

　商品が手に取れる物となったことの喜びは計り知れない。

　店頭に商品が並び、お客様が手に取る姿や、使ってみたいと大切なお金を出して購入してくれる姿を想像してみる。

　そして気に入ってもらえ、愛用品になってくれたら、作り手としてこれ以上の幸福はない。

「お客様に手に取ってもらえるまで、あと少しですね」

　並んだコスメ一つひとつに熱い視線を送る。

「あぁ、そうだな」

「あとは、手に取ってもらうための仕上げの仕事をしっかりやる。まだまだ頑張らないと」

　意気込んだ発言をした私を副社長はフッと笑う。

「そこで満足しないのが斎原だな」なんて言いながら椅子から立ち上がると、そのままふらりと窓の外の景色を眺めにいった。

「そのサンプル、持って帰るか」

「え、いいんですか？」

「俺が持ってても意味がないからな。持て余すだけだろ」

「そうですけど……じゃあ、遠慮なくいただいていきます」

　デスクに置かれたコスメは、どれもボディが室内の照明の光を受けてきらめいていた。

　その中からアイシャドウのパレットを手に取り開いてみる。

　現れた六色のアイカラーは、まるでキレイ色のマカロンを詰め込んだように並んでいて、改めてスイーツのようでかわいいと見惚れてしまった。

「持っていく前にひとつ、俺じゃ試せないことを斎原で試してみてもいいか？」

　投げかけられた言葉に顔を上げると、外を見るのをやめたらしい副社長が歩み寄ってくるのが目に映った。

　すぐ目の前までやってくると、長い指が並んだコスメに近づく。

　私は、選ぶようにして摘まれていく一本のルージュをぼんやり見つめていた。

「試せないこと……とは？」

　女性が扱うルージュを、ゴツゴツした男性の指が手にするのは、妙に違和感を感じる光景だった。でも、そこにあるキレイな顔がその違和感を中和させる。

　ルージュのキャップを外した副社長の手がそっと私の顎に触れ、思わずびくりと肩を震わせた。

「あのっ……」

　触れられたことで、途端に激しく心臓が鼓動し始める。

　一気に動揺して表情を強張らせる私を前に、副社長はいつもの余裕な笑みを浮かべていた。

「着け心地の意見を聞きたい」

　なんだ、そういうことか。

　一瞬安堵したものの、この状況にやはり落ち着けるはずもなく、鼓動はますます強く打ちつける。

「あっ、そういうことなら、私が自分で」

　なんとか発した声も虚しく、ルージュが唇に触れる。「黙って」なんて言われてしまうと、それ以上なにも言葉が出てこなかった。

　ルージュが唇に載るのを感じながら、どこを見たらいいのか完全にわからなくなっていた。

　目の前には副社長の整いすぎた顔があって、その視線は私の唇に向かっている。

　こんな状況で緊張するなと言われたって無理な話。顔も熱いし、きっと赤面してひどい顔になっているに違いない。

　定まらない視線とガチガチになった体に耐えながら、ただ解放される時をじっと待つ。

　ルージュを塗り終えて手を離した副社長は、確かめるように私の顔を見つめた。

　しばらくして、いい加減どこか色っぽい笑みを滲ませた目に直視されることに限界がきて、逃れるように俯うつむいてしまう。

「いつだか……言ってたよな？　魔法のアイテムだって」

　記憶を手た繰ぐり寄せる。

　確かそれは、この会社にどうして入社したか聞かれた時に答えたことだった。

　コスメは、女の子をかわいくする魔法のアイテム。だから、そんな魔法のアイテムを作り出す人になりたいと、そんなことを答えた。

　でもなぜ、今そんなことを話題に出すのだろう。

　ドキドキが尾を引いて、返事もできなければ顔を上げることもできず、ただその疑問が頭の中で旋回する。

　反応のない私を笑うように、副社長はフッと息を漏らした。

「言いました……言いましたけど」

　どうしたらいいものかと困り果てて、なんとかそう言った私へ、副社長の手が再び視界に入ってくる。今度はこめかみから髪を梳すくように指を差し込まれ、嫌でも顔を上げるしかなかった。

「あながち……間違ってないかもな」

　じっと確かめるように、逸らされない副社長の視線。

　強制的に合わされた目に、髪をかき上げるように触れた指に、緊張は極限近くまで達していく。

　いつも微かに感じていたセクシーでエキゾチックな香水のいい香りをはっきりと意識しながら、どうしてこんなふうに見つめられているのか必死に考える。

　逸らされない副社長の目に吸い込まれそうになっていた、そんな時だった。

　止まっていたような時が動きだすかのごとく、私を見下ろす目前の口元が妖艶な笑みを浮かべる。そして、その意味深な微笑が近づくのを感じた。

「っ……!?」

　自分の身になにが起きているのか、一瞬頭が真っ白になってよくわからなかった。

　でもすぐに、ハッと覚醒する。

　視界いっぱいの近すぎる距離感。額にかかるサラリとした髪の感触。そして、唇に触れる生暖かいもの……。

　目を見開いたまま抵抗も忘れて固まっているうち、触れていた唇がそっと離れていく。

　見つめ合える程度に顔を離した副社長は、またその唇に妖しい笑みを浮かべて見せた。

「顔……赤いけど」

「っ!?」

　いじられても言い返す余裕もなく、ただ驚きの眼差しで近距離にある顔を見つめることしかできない。

　このとんでもない状況をどうしたらいいのかと逡しゅん巡じゅんしているうち、側頭部に添えられていた手がグイッとさらに奥へと差し込まれた。

「んッ……」

　今度ははっきりと、瞬間的に唇が重なったことがわかった。

　さっきの触れるだけだった口づけとは違い、深く重なった唇に全神経が集中する。

　こっちが無抵抗なのをいいことに、味わうように角度を変えて続くキス。両手が自由だったことに気づいて、密着した体を引き離そうと押したものの、片手は即座に取られ、後頭部にある手には離さないと言わんばかりにさらに力が加わった。

　次第に頭がくらくらしてくる。残された自由な手も抵抗を忘れ、力なくスーツの襟を掴むだけになっていた。

　やっとキスから解放された頃には、全身の血が沸騰しているんじゃないかと思うほど体が熱くなっていた。

　力が抜けてしまった脚がガクッと崩れかけると、掴まれていた手が強い力で引き寄せられる。支えるように腰に腕が回されて、私はもう泣きたいくらいこの事態に混乱していた。

「なっ……なに、するん……ですか」

　やっと出せた声も、呼吸が乱れて自分ですらよくわからない。

　もうここまできたら羞恥心に構っている暇もなく、すぐ真上にある顔を抗議の目で見上げる。

　でも、睨むような視線を受けても副社長はダメージゼロ。あんなキスをしたくせに、眼を潤ませて困惑しているのは私のほうだけで、それどころか、柔らかく微笑まれてしまい、出てこない文句がさらに奥へと引っ込んでしまった。

　なんとか自分の足でしっかりと立ち、後ずさりするようにして距離を取る。

　副社長はそんな私をフッと鼻で笑うと、親指で自分の唇に触れてみせた。

「誇大広告にはならなそうだな」

「……へっ？」

　唇を拭う仕草を前に、今のキスがルージュの耐久性を確かめるための行為だったと知る。

『だから、キスして落ちないかだよ』

　今朝、美香子が言っていた、そんな言葉が鮮やかに蘇る。

　まさか自分が、しかも相手が副社長で、それを確かめることになるなんて……。

「広報としては、実際に調べておく必要があるだろ？」

　しらっとそんなことを言われて、『はい、そうですね』なんて答えられるはずもなく、ただ驚愕したまま立ち尽くす。

「……し、失礼します！」

　結局、一気に起こったなにもかもを処理できないまま、その場を逃げるように立ち去るしかできなかった。










告白は突然に




【お家でレストランレシピ】……んー、なんかいきなりレベル高いかな？　【レンジで簡単、火を使わないレシピ集】……いや、これじゃあさすがにね。【男子が喜ぶカレご飯】……こういうやつ？

　終業後、書店の料理本コーナーで、タイトルとひとり睨めっこ。

　今日は、ここ最近では珍しく残業なしで退社ができ、B.C. square TOKYO二階に入る大型書店へと立ち寄っていた。買いに行かなくてはと思っていたレシピ本を探しに来たのだ。

　忙しければ余計なことを考えてしまわずに済むのに、時間があると余計なことを考えてしまうから、それなら料理でもして気持ちを紛らわせようと思い至った。

　誕生日のあの日に言われた、副社長の本気か冗談かわからないごはん作り命令。もしかしたらいきなり呼びつけられて披露する羽目になるかもしれないと思うと、いつそれが起こっても対処できるように万端にしておかなくてはいけないとも考えていた。

　余計なこと……あの衝撃の出来事から、早くも一週間以上が経とうとしている。

　逃げるように帰ったあとも、暴走した心拍はしばらく正常に戻らなかった。いろいろと処理できなかった分、落ち着くと、どうしてあんなキスをしたのだとか無駄にあれこれ思いめぐらせてしまって、またひとりで動揺して……の繰り返しだった。

　もう何度か唇を奪われるアクシデントには遭遇しているけど、今回は過去最大にあとを引く重病だった。

　考えてみれば、今までは比較的軽めの、まだ許せる口づけだった。考えようによっては、アメリカにいた副社長のノリなのかもしれないと、無理はあるけど理由付けできなくもない。

　だけど、今回はそういう〝ノリ〟と処理できないキスだった。思い出すだけで簡単に赤面できるほどの威力だった。

　だけど翌日、合わせる顔がないと思いながらも意を決して出社した私に、副社長は『全部忘れていったぞ』と、副社長宅に置いていってしまったコスメを普通に手渡してきた。

　それはもう誰が見てもいつも通りの副社長で、微々たる気まずさも照れくささもいっさい皆無。私はというと、やっぱり動揺してコスメをうまく受け取れずポロポロと床に落とすというテンパりぶりを発揮してしまった。

　その後はもちろん、いつも通りの日常が過ぎていった。

　ちょうど仕事が忙しい時期でよかった、なんて思いながら、目の前の仕事をひたすらこなす日々。副社長と仕事を共にする時は顔をまともに見られない状態が数日続いていたけど、幸いあの時のことを蒸し返されることもなく、今のところ平穏無事に過ごすことができていたりする。

　仕事のため、商品の品質を確かめるため、そう言われてしまったらそれまでだけど、それでもなぜあんなキスをしたのかと考えてしまう。

　意味なんてそれ以上ないかもしれない。たまたま居合わせたのが私だっただけで、もしかしたら別の誰かがその相手になっていたのかもしれない。

　そんなふうに思うと、どうも複雑な気分にさせられる。それに、ちょっとキスされたくらいで、いつまでもうだうだ考えてしまう自分にも嫌気が差す。

　中高生じゃあるまいし、私は立派なアラサー女子。いい歳して、と思うのに、浮かれた話にしばらく無縁の私としては、キスだってご無沙汰のものだった。

　大学三年から付き合ってた彼氏がいたけど、社会人になってからお互い仕事に追われる日々が続いて、社会人一年目の終わり頃にはうまくいかなくなった。結局お別れしてからは、もうずっと仕事ひと筋。たまに美香子や笹野先輩に誘われて合コンとかに参加してみても、彼氏となる人と出会うことはなかった。

　寂しい気持ちがないと言ったら嘘になる。でも、それ以上に仕事にやりがいと楽しさを感じていた。

　恋愛をして余計な心労のリスクを背負うくらいなら、当分は仕事が恋人で全然いい。そう思ってきたから、今回のことは深い意味がなくても私にとっては重大で、衝撃的で……。免疫力が低下しているところにウイルスに感染してしまったような、まさにそんな状態だった。

　でも、正直なところ、いつまでもあの時のことに囚われているのは、あのキスのせいでもある。

　こんなことを思い出すのもなんだけど、すごくキスがうまかった。

　語れるほどの経験が豊富にあるわけじゃない。だけど、私の知る中では断トツ。例えるなら、力が抜けるような、とろけてしまいそうな、そんなキスだった。

　恋人でもないのに、恋愛感情なんてないのに、あんなキスをするなんて反則だ。おかげで、いつまでもあの時の感覚が忘れられないで残っている。

　……って、もうやめよう。また考えてたら、いつまで経っても忘れられないんだから。

　本選びを再開したところで、「あれ？」という声が聞こえた。

「佑月？」

「颯ちゃん！」

　声の先には、料理本コーナーの向こうの通路で立ち止まる颯ちゃんの姿があった。

　スーツにコートを羽織り、ビジネスバッグを手にしている様子はどうやら仕事帰りのようだ。

　顔を見た途端、ハッと誕生日のことを思い出した。

「佑月が料理本コーナーにいるとはな」

　颯ちゃんはからかうように言いながら近づいてくる。私の手にしていた本にチラリと視線をよこした。

「颯ちゃん、この前はごめんね。連絡くれたのに」

　誕生日に連絡がつかなかった後、会ったら改めてちゃんと謝らなきゃと思っていたら、こんなに時間が空いてしまっていた。

「あぁ、別にいいよ。仕事だろ？　しょうがないよ」

　ハハッと仕方なさそうに笑ってくれる颯ちゃん。でも、やっぱり申し訳ない気持ちはすっきりとは消えない。

「う、うん……」

　仕事といったらそうだったかもしれないけど、なんだか後ろめたいような気分になってしまう。

「あ、颯ちゃん、このあとって予定ある？」

「え、いや、特にはないけど」

　思いつきで今日のこれからの予定を聞いてみると、颯ちゃんは不思議そうな顔をする。

「じゃあ、夕飯一緒にどうかな？　この前のお詫わびってことで、ね？」

　せっかく誕生日の朝早くにわざわざ連絡をくれたのに、結局会うこともできなかった。その埋め合わせはどうしてもしたい。

「お詫びって、別にいいからそういうの」

「それじゃあ私の気が済まないから。ちょっと待ってて、お会計してくるから」

　強引な感じで話をまとめた時、バッグの中のスマホがブルブルと震え始めた。手を突っ込みながら「ごめん、電話」と颯ちゃんに断りスマホを取り出す。

　画面に表示されている【高宮副社長】の文字にドキッと心臓が跳ね上がった。

「お疲れ様です、斎原です」

《お疲れ。まだ社にいるか》

「あ、いえ……退社して、今は二階の書店にいます」

　目の前で颯ちゃんが様子を窺うようにじっと私の顔を見つめている。片手を立てて「ごめん」と口パクで伝える。

《そうか。じゃ、用が済んだら顔を見せに来い》

「えっ、あ、はい……なにかありましたか？」

　顔を見せに来いって、どういうことだろう……？

《ああ、ちょっとな。じゃ、待ってる》

「あ、あのっ」

　一方的に通話は終了し、待ち受けに戻った画面を見ながら首を傾げる。

　颯ちゃんから「どうした？」と声がかけられた。

「あ、ごめん。ちょっと仕事の呼び出しで……すぐに終わると思うんだけど、少し待っててもらえるかな？」

「副社長さんか」

　ひと言も副社長からの電話だと伝えていないのに、颯ちゃんはなぜか呼び出しの相手を言い当てる。

「あー、うん……なんかあったみたいで」

「いいよ。俺も見たい本があって来たとこだし、終わったらエントランスで待ってるから」

「ごめんね、ちょっと行ってくる」

　私は手にしていたレシピ本を小走りで会計に持っていき、その足で居住階用エレベーターへと乗り込んだ。

　三十秒ほどで五十二階のフロアへ到着すると、本を選びながら考えていたことを再び思い出してしまった。

　あのキスの瞬間が、フラッシュバックしてくる。

　部屋の扉へと向かいながら、ひとりブンブンと頭を振って浮かんだ光景を追っ払った。

　今、思い出すな私……。これから顔を合わせるのに、そんなこと思い出してたらまた変に意識するだけなんだから！

　そう自分に言い聞かせながらインターフォンに指を載せる。

　数秒間待つと、ドアのロックが自動で解除される音が聞こえた。

《入ってこい》

　インターフォンの通話口から、ひと言それだけが聞こえてくる。

「はい、失礼します」

　出迎えのないドアを自ら開き、パンプスを脱いで奥のリビングへと進んでいった。

「早かったな」

　扉を開くと、副社長はリビング最奥の巨大な窓の前にひとり立っていた。

　部屋に入ってきた私に一度振り返り、また窓の外に目を向ける。

　平常心、平常心……と心の中で何度も唱えながら、その背中に向かってゆっくりと歩み寄っていく。

「なにかありましたか？　まさか、トラブルとか……」

　終業時間後に急に呼び出されるなんて、なにか予期せぬことが起こってしまったとか、よからぬ展開しか想像できない。

　嫌な予感を抱きながらスーツのままの背中を見つめていると、ゆったりと振り返った副社長の顔にはわずかに笑みが浮かんでいた。

「いや、なにかあったわけじゃない」

「え……じゃあ」

「なにかないと呼んじゃいけなかったか？」

　フッと笑い、副社長は少し離れたふたりの距離を縮めてくる。

「いえ……そうじゃ、ないですけど」

　じゃあどうして、と聞こうとした時、すぐ前に副社長が立ち、なにも言えないまま目を伏せた。

「顔が見たいと思ったから呼んだ。理由はそれだけだ」

　はっきりとした口調で副社長は言う。その言葉に、ドキリと胸が高鳴った。

「え……そんな、少し前まで一緒に仕事してたじゃないですか」

「でも、最近は目も合わせないよな？」

　そんなふうに指摘され、ますます鼓動が音を立て始める。

　図星の私は『そんなことありません』のひと言もすらりと出てこない。だけど黙り込むのは認めているようで、なんとか言葉を探し当てる。

「き、気のせいですよ。そんなことは別に」

「じゃあ顔を上げてみろ」

　そう言い終える前には、副社長の両手に顔を包み込まれていた。強引に上を向かされ、一気に顔面温度が急上昇する。

「やめっ、やめてください」

　咄嗟にその手を掴んで、引き剥がそうと珍しく抵抗を見せた私に、副社長は怯む様子もなく意地悪くクスクスと笑う。

　パッと急に手を離され、足元がよろけてしまった。

「か、からかうために呼んだのなら、失礼します。友達を待たせているんです」

　ちょっと強めな口調でそう言うと、副社長の顔からふざけた笑みが消えていく。そして、「社内の人間か」と問われた。

「いえ……前に挨拶してもらった、上で働いている友達です」

　聞かれたから答えたのに、副社長はそれに対して「ふうん」とあからさまに興味のなさそうな反応を見せる。

　変な沈黙が落ちていっそう居心地が悪くなり、ペコリと頭を下げていた。

「失礼、します……」

　くるりと踵を返して部屋の入口に向かって一歩を踏み出す。

　その時、「待て」という声と共に後ろから右手首を掴んで止められた。

　引き止めた声と掴まれた手首を握る力加減が強くて、ビクッと肩を震わせてしまう。

　振り返って再び目にした副社長は、さっきまでとは打って変わって真顔で私を見つめていた。

　しんと静寂に包まれた部屋の中、流れる沈黙が時を止めているような錯覚に陥る。ドッドッと、自分の緊張した心拍が外に漏れているようだった。

「もし、行くなと言ったら……」

「え……？」

「いや……悪い」

　静かに落ちた言葉と、解放される手首。

　副社長は口元だけに微かに笑みを載せると、「行っていいぞ」と言い背を向ける。

　夜景の望めるガラス窓へと向かっていくその広い背中を見つめながら、なぜだか胸の辺りが苦しいような痛いような、そんなおかしな感覚を覚えていた。




　ガクッと肩を落としてトボトボ歩く私を、颯ちゃんがハハハと笑う。今日もまた、颯ちゃんはわざわざ家までの帰り道を一緒に歩いてくれている。

　あのあと、急いで向かったエントランスには、買った本を眺めながら待つ颯ちゃんの姿があった。

「なんでそんなに沈んでんだよ」

「だって……これじゃあ今日誘った意味がないんだもん」

　この間の約束がダメになったお詫びにと、今日は私がごちそうさせてもらうつもりだったのに、お会計でひと悶もん着ちゃく。普通に支払いをしようとした颯ちゃんを必死に制してお金を出したのに、颯ちゃんはそれを引っ込めてさっさと自分のお財布からお金を払ってしまった。

　その場で食い下がったものの、店員さんが苦笑いするわ、颯ちゃんに『騒ぎすぎ』と怒られるわで仕方なくお金を引っ込めた。

　そんなわけで、帰り道の今ぶーたれている。

「別にいいじゃん。元々、誕生日に誘ったのは俺なんだし、今日その代わりだったと思えば」

「そうかもしれないけど……なんだかなぁ」

　腑ふに落ちない感満載の声が出てしまう。「ハァ」とわざとらしくついたため息が白く漂った。

　すっかり冬の冷たさになった空気が、ちょっと酔った顔にちょうど心地いい。

　今日は珍しく、ふたりしてお酒を飲みながら食事をした。颯ちゃんとごはんを食べる時、大抵がお酒は入らないのが定番のスタイル。お互いに帰ってから仕事をすることがあったりで、飲まずに食事だけしてサクッと帰ることが多い。

　だけど、今日はそれもお互いないのがわかり、飲もうということになった。

　今日はなんだかお酒を飲みたい気分だったし、ちょうどよかった。

「やっぱり腑に落ちないわー。こんなんだったら誘わなきゃよかったよ」

「まだ言うか。佑月も相変わらず根に持つヤツだな」

　家が見えてきてまた食い下がると、颯ちゃんは呆れたような口調で言い返してくる。

「だってさ……今日はお詫びのつもりだったんだから。この前の代わりとはまた別だよ」

「じゃあ、そのお詫び、今日は佑月んちに寄っていかせてもらうのでどう？」

　ニコリと微笑んで、颯ちゃんは私の顔をじっと見下ろす。

「え？」

「お茶、今日はごちそうになっていくよ」

「あ、うん、それは全然いいけど……」

　いつもは誘ってもやんわり断って帰っていく颯ちゃんからの申し出に、急なことでつい反応が鈍ってしまった。

　でも、了承しておきながら『ヤバい』と今朝の自分の部屋を思い返す。

　今日に限って、けっこう派手に散らかっていたような気がする。特に最近は、忙しさにかまけて部屋の片付けもさぼっていたから、あまり人を呼べる状態ではなかったような……。

「でもごめん、先に言っておくけど、けっこう散らかってる」

「別にいいよ、気にしないし」

「うん、じゃあ、それでもいいなら」

　部屋に入ったら急いで軽く片付けよう。

　そんなことを思いながら、颯ちゃんと共にエントランスへと入っていった。

「ごめん、かなりひどいかも。あ、上がって」

　ドアを開いて電気をつけて、やっぱり、と慌てる。

　バタバタと部屋へ入っていき、目につく散らかっているものを急いで片付ける。脱ぎっぱなしの部屋着をベッドの中に忍ばせ、床に広がっていた雑誌をまとめてみたものの、生活の拠点であるローテーブルの上はコスメやら仕事の資料が山積みになっていて、とてもお茶を出せる状態ではない。

　とりあえずざっくり集めて床に寄せて置いていると、入ってきた颯ちゃんが物珍しそうに部屋の中を眺めていた。

「あんまり見ないで。ほんと散らかってるし」

「大丈夫。想像してたよりキレイだったから」

　見ないようにお願いしているのに、颯ちゃんはしっかりと部屋の中を観察している。

「え、ほんとにー？」

「さすが女子の部屋って感じだな」

「まぁ、化粧品とか多いからね……あ、適当に座っててね、狭いけど」

　幼なじみといっても、異性の颯ちゃんに部屋をじっくり拝見されるのはやっぱりどこか照れくさい。

　最低限お茶を出せる環境を作り、早速キッチンへと入る。

　ホーローケトルを火にかけたところでカウンター越しに部屋へ目を向けてみると、颯ちゃんはビジネスバッグを下ろしてコートを脱いだところだった。

「それにしても、やっとうちに寄ってくれたね。いつ誘っても帰っちゃってたからさ」

「あぁ、そうだな」

　お湯が沸騰してくるのを待ちながら、カウンターに置いた買ってきたレシピ本を袋から取り出してみる。

　結局、あれこれ悩んで一番内容が無難そうな【カレご飯】なんてタイトルの本を買ってしまった。だけど、このタイトルどうなのよ？なんて心の中で自分に突っ込んでしまう。

　急に小っ恥ずかしくなって、中身を開かずまたカウンターの上へと戻した。

「最近、あの副社長さんとはどうなんだ？」

「えっ？」

　湯気が微かに出てきたケトルの口を見ていた時、颯ちゃんからそんな質問を投げかけられた。不意に出された副社長の名にドキリとしてしまう。

　実は、ご飯を食べている時もずっと、さっき呼び出された時のことを何度も思い出していた。

『もし、行くなと言ったら……』

　そう言った時に見た、副社長の真剣な眼差し。その先の言葉を聞くことはできなかったけど、ずっと頭の中をぐるぐるしている。

「あー、う、うん。まぁ、それなりになんとかやってるかな……」

　前にいろいろ愚痴ったこともあるし、一緒に仕事をしていることを気にかけて聞いてくれたのかもしれない。だけど、副社長のことを今話題に出されるのはなんだか居心地が悪い。

　返事をしたあと、颯ちゃんからそれ以上の反応はなく、ホッとしながら、シンク下にしまってあるティーセットを取り出しにかかる。

　扉を閉めて立ち上がると、さっきまで向こうにいた颯ちゃんがカウンターの横に立っていた。

「あ、ごめん。もうちょっとで入るから」

「あの人も、ここに来たことあるんだ？」

　私の声の語尾に被さるようにして届いた颯ちゃんの言葉。話の展開から〝あの人〟が誰なのかはすぐに理解した。

　急になにを言い出すのかと呆然としてしまう。

「え……？　そ、そんなわけないじゃん！　なんでそんな」

「じゃあ、今度来る予定ってことか」

「だから、そんなわけ！　急になに言ってるの？」

　思わずむきになって声のボリュームが上がってしまう。そんな私を、颯ちゃんは見透かすようにじっと見つめてくる。

「だって、さっき買ってたその本……そのためじゃないの？」

　そう言った颯ちゃんの視線は、カウンターに置かれたレシピ本へと向けられている。

【カレご飯】のタイトルがやたら主張しているように見えて、咄嗟に本を袋の中に押し込んでいた。

「これは、違うし。それに、ここに来たことも来ることもあるわけないじゃん。やめてよ、変なこと言うの」

　副社長のことでこの本を買ったのは確かだ。でも、ここに来るなんてことはあり得ない。

　半分が嘘で半分が本当のこと。だけど、なにをどう説明したらいいのかわからず、それ以上言葉が出てこない。なにより、颯ちゃんが急にお堅い空気をまとってそんなことを言ってきたことが私を黙らせる。

　おかしな空気が漂っている中、救いの手を差し伸べるようにケトルのお湯が沸騰を始めた。

「アールグレイとさ、ダージリン、どっちがいい？」

　火を止め、話を変えるようにして茶葉の缶が入る引き出しに手を伸ばす。颯ちゃんに背を向け、無駄に引き出しの中をガサガサと漁る。

　いったい、急になにを言い出すのだろう？　おかげで鼓動が心地悪い音を立てて鳴っている。

　気持ちを落ち着かせるために小さく息を吐き出しながら、なにか他の話題……と考え始めたそのタイミングだった。

「っ!?」

　突然、背後から両腕ごと抱きしめられていた。手に取った茶葉の缶が床に落ち、静かな部屋に音を立てる。

　急なことに驚いて固まってしまった私を、颯ちゃんはさらに力を込めて抱きしめた。

　密着する体に困惑する。さっきまでの緊張とはまた種類の違う鼓動の高鳴りに全身が包まれていくのを感じていた。

「颯ちゃん……？　あの、酔ってる？」

「酔ってないよ」

　お酒のせいではない。それを証明するように即答される。

　じゃあ、この状態はどういうことなのかと自問する。

　眼下にある私を抱きしめているこの手は、いったい誰のものだろう。

　颯ちゃんにこんなふうにされたことがないからこそ、余計に混乱してしまう。

　沈黙が落ちた無音の部屋で、颯ちゃんの唇が耳元に近づくのをダイレクトに感じた。

「佑月……ずっと言えなかったけど……ずっと好きだった」

　静かに告げられたその言葉に、瞬きを忘れるほどの衝撃を受けた。目を見開いたまま、コクリと息を呑む。

「このままの関係でもいいかなって、思ってた……けど、やっぱり無理だ」

　いつも穏やかで落ち着いている颯ちゃんの、どこか余裕のない声。それだけで十分、この場をごまかすなんてことはできないと追い詰められる。

　抱きしめる腕が緩まり、コツンと頭に颯ちゃんの顎が乗った。

「ごめん……」

　今度は一転して、弱ったような声音で謝る颯ちゃん。

　どうすることもできないまま、静かに私を捕まえる腕が解かれていく。すぐ背後にあった気配が遠のくのを感じて、やっと颯ちゃんに振り返った。

「今日はもう帰るよ」

　私から離れた颯ちゃんは、自分の荷物を持つと玄関に向かって踵を返す。

　なんとなく視線をさまよわせたまま動けずにいると、キッチンを通過する間際で颯ちゃんの足が止まったことに気がついた。

　目が合った颯ちゃんは、いつもの柔らかな表情を消していて、一瞬知らない人に見えてしまう。心臓が掴まれたようにギュッと痛んだ。

「いつまでも、隣のお兄ちゃんでいるつもりないから。覚えておいて」

　颯ちゃんの声を最後に、部屋には再び静寂が訪れる。

　玄関のドアが閉まる音を立てると、私はその場に力なく座り込んでしまっていた。

　なんの予告もなしに告げられた颯ちゃんの気持ち。それはあまりに突然で直球で、気持ちの整理が追いつかない。

　幼なじみという壁を壊した颯ちゃんに、これからどんな顔をして会えばいいのだろう。

『いつまでも、隣のお兄ちゃんでいるつもりないから』

　最後に聞いた〝宣言〟とも言えるその言葉が、しばらく耳の中に残って離れなかった。










ピンチを乗り切る仕事愛




　いよいよＣＭ撮影日を翌々日に控え、広報宣伝課内は朝から普段よりどこか慌ただしい空気が漂っていた。

　各方面の最終確認などに追われながら、時計を気にする暇もなく時間が過ぎていく。

　やっとひと段落して手が空いた時、仕事から離れた頭が考えるのはあの夜の颯ちゃんのことだった。

　あれから数日が経つけど、颯ちゃんにはまだ会っていない。

　次に会ったらなにを話したらいいのか。それ以前に、どんな顔をして会えばいいのかも未だよくわかっていない。

「わっ！」

　デスクについたままぽけーっとしていると、いきなり紙の束で頭を叩かれた。

　ガバッと椅子ごと振り返る。見上げた背後に立っていたのは、小首を傾げて薄っすら笑みを浮かべている副社長だった。

　ぼんやりしていた頭が一気に冴さえる。

「なにボーッとしてるんだ」

「すみません……」

　仕事中だし、プライベートなことを考えていただけあって、ちょっと考え事を……というのは言わないでおく。

　目を伏せた私の顔を、副社長は追及するかのように覗き込んだ。

「なにか悩み事か」

「えっ！　別に、そんなんじゃ」

　うっかりわかりやすい反応をしてしまうと、副社長はすべてお見通しと言わんばかりに鼻で笑ってみせた。

　颯ちゃんに告白されたあの日。その前の呼び出しでおかしな空気が流れて、囚われたように副社長のことを考えていた。

　だけど、副社長は翌日会ってもいつもとまったく変わらない態度だった。あれはなんだったのかと思うくらい普段通りで、ぐるぐると頭を悩ませていた自分をバカらしく感じてしまうほどだった。

「聞いてやりたいのは山々なんだけど、今からアメリカの本社に行くことになった」

「はい……えっ!?」

　驚きのあまり、自分が思っていた以上の大きい声が出てしまう。向こうの島の同僚が振り返るくらいのボリュームだったらしい。

「どうしても来てくれと連絡があって、昼には発つ」

「え、じゃあ明後日の撮影の立ち会いは……」

「あぁ、スケジュール的に間に合わないと思う」

「そんな……」

　あまりに急な話に、つい気の抜けた声が出てしまっていた。

　大事な日を前に、なぜこのタイミングで？と思ったものの、そんな日の前々日だろうと渡米しなくてはならないもっと重要な仕事が舞い込んできてしまったのだろうと落ち着いて考え直す。

「そういうわけで、悪いが明後日のことはお前にすべて任せることになるから。牧瀬部長も別件で立ち会いは難しいようだからな」

「はい……」

　仕事を一任される、その責任の重さに、急に不安な気持ちが押し寄せてくる。

　滞りなくやってきたはずなのに、明後日の現場に副社長がいないということが、こんなにも心細く感じるなんて。

「なんだよ、その不安そうな顔は」

「えっ、あ、すみません」

「いつもの斎原なら、俺なんかいなくても全然大丈夫ですって感じだろ？」

　フッと笑って、大したことなさそうに副社長は言う。

　確かに、新商品のプロジェクトは私も主力のひとりとしてやってきた。だから、ちょっと副社長が席を外したところで、なんてことないと思われるかもしれない。

　でも、たくさんのアイデアをもらったり、足りないところをフォローしてもらったり、副社長がいなかったら、きっとここまでの仕事はできなかった。

　いつの間にか信頼し、仕事のパートナーとして副社長が必要な存在になっていたこと。出会った頃はこんなふうに思うようになるなんて想像もしていなかった。

「まぁ、明後日は見守るだけだからな。ＣＭ撮影の見学、くらいの気持ちでいればいい」

　私の不安そうな顔を見たからか、副社長は緊張をほぐすように軽い口調でそう話す。

「はい……」

「もしなにか問題があれば連絡してこい」

「わかりました」

　それでもまだ不安な気持ちをスッキリ消せないでいると、副社長は私の頭にポンと手を載せてくる。

　ドキッとしながら目線を上げると「大丈夫だよ」と微笑まれた。

　迷った時や困った時、もう何度もこの無敵の笑みに救われてきた。私の気持ちを汲み取って、副社長はいつもこうやって勇気づけてくれる。だからいつまでも、冴えない顔なんてしていられない。

　安心して渡米できるよう、『大丈夫です』の気持ちを込めて笑顔を作ってみせた。

「いつもの斎原の顔に戻ったな」

「はい。こっちは任せてください。副社長も、お気をつけて」

　私の力強い返事を聞いた副社長は、「頼んだぞ」と言い残し足早に立ち去っていく。

　その頼もしい背中を目に、心の中で「よし！」と気持ちを引き締めた。




　翌々日。真っ青な空の下、撮影準備が進む現場を傍らで見守る。

　天気にも恵まれて、予定している画がバッチリ撮れそうな予感。

　撮影場所は検討を重ねた結果、屋外の公園のような風景で、なおかつ非日常感があるロケーションがいいだろうということになり、B.C. square TOKYO四十二階から五十一階に位置するホテルの四十二階部分から出ることができる空中庭園で撮影することが決定した。

　専属の庭師が管理するヨーロッパ庭園は、たびたびドラマや雑誌などのロケでも使われていて、背景になにも邪魔するものがない絶景は、地上にある公園では味わえない特別感がある。

　左右対称性を持たせて構成された庭園には、ツゲのボックスウッドが人工的にキレイに剪せん定ていされ、上空から見ると幾何学模様のように見える。その中央にはヨーロピアンガーデンにふさわしい白い噴水があったり、ところどころにエンゼル像やビーナス像も飾られている。

　今回のＣＭは『デートで彼を待つ女の子』がコンセプト。商品のラインナップがスプリングコレクションのため、春先の少し暖かくなってきた頃の設定で撮影が行われる。

　実際は十二月も中旬となり、高層階にある屋外の現場は昼過ぎの晴天とはいえ、コートを着込んでストールを巻いていてもかなり冷え込む。出演する樋口朱里は春の装いでの撮影となるからかなり大変そうだ。

　撮影スタッフが打ち合わせをしている様子を眺めながら、そろそろ撮影が始まりそうな気配を感じ取る。

　そんな中、「樋口さん入りますー！」の声が聞こえてきた。

　いよいよだ……。あっ、樋口朱里だ、本物だ！

　仕事中にもかかわらず、心の中で野次馬根性を丸出しにしてしまい、そわそわとしてくる。

　スタッフ数人と現れた樋口朱里は、衣装の上にベンチコートを羽織った格好で現場へと姿を現した。その途端、現場の空気が一気に華やかになった。

　テレビや雑誌で見ていた通りの白い肌に、まず釘付けになる。実物は画面上で見るより顔も小さく、そのせいか目がより大きく見える。

　や、ヤバい……。テレビで見るよりさらにかわいすぎる。

　これは同じ人間なのか？なんて疑問さえ持ってしまうほどの衝撃を受けながら、その破壊力にしっかりやられる。

「樋口です、よろしくお願いします」

　撮影スタッフや関係者に挨拶をする樋口朱里は、そのキレイな顔に笑みを浮かべることなく一礼する。

　多忙すぎてお疲れなのかもしれない。カメラが回らないところでは不必要に笑顔を振りまいたりしないあたり、その疲労感が窺える。

　早速監督から撮影についての説明を受ける樋口朱里を前に、スタッフも慌ただしく動き始める。

　その様子を遠目に眺めていると、樋口朱里がキョロキョロとなにかを探すように辺りを見渡す仕草を見せ始めた。そして監督や周囲にいるスタッフに話しかけたと思ったら、その美しい顔が急にこちらへと向く。

　私の方を見ているような……、なんて思っているうち、彼女はひとりこっちに向かって歩いてくる。

　いつもテレビ画面や誌面で見ていた顔がすぐ目の前までやってくると、その非現実感に思わず背筋がピンと伸びてしまった。

　まずい……。つい現場の空気に圧倒されて、挨拶に行きそびれたのが気に障ってしまったのだろうか。今にも撮影が始まりそうな雰囲気だったから、タイミングを見計らってと思っていたけど、やっぱり先に行くべきだったのかも……。

「あ、おはようございます。申し遅れました、私、CHiC make tokyoの斎原と申します。今回は当社のＣＭオファーを受けていただき――」

「翔くんは？」

　私の挨拶はいいからといった感じで、樋口朱里は話を遮るように口を開く。

「えっ？」

　かける、くん……？

「えっと、あの」

　みっともないほど思いっきりキョドってしまう。目の前で私がそんな様子を見せても、樋口朱里の無表情な顔に変化はない。

「高宮 翔。姿が見えないんですけど」

　か、翔って、そうか、副社長の名前！　でも、なんでこの子が副社長の名前を!?

「申し訳ありません。本日、高宮は別件で不在でして」

　どういうこと？という個人的な疑問は押し込め、ビジネスモードで副社長の不在を伝える。

　それを聞いた樋口朱里は、印象的な大きな瞳を細め、あからさまに不満げな表情を露わにした。

「不在？　じゃあ、今日ここには来ないってことですか」

「あ、はい……申し訳ありません」

「なにそれ……翔くんの会社のオファーだったから受けたのに、それじゃあ意味ないじゃん」

　え？　えぇ？　いったい、どういうこと？

　不機嫌な樋口朱里を前に、なにか弁解をしなければならないのかと気持ちだけが焦る。でも、瞬時に思い当たる言葉が出てこない。

「朱里ちゃーん、そろそろカメラテスト始めるよー」

　監督に呼ばれ、樋口朱里はくるりと背を向け足早に去っていく。

　駆け寄ってきたスタッフに囲まれるその姿を目にしながら、頭の中はクエスチョンマークがひしめき合っていた。

　とにかく、副社長と知り合いだということは間違いないらしい。名前で呼ぶくらいの間柄ということは、それなりに親しい知り合いということになる。それに、さっきの彼女の態度を見る限り、それなりの好意があることが窺えた。

　そこまで考えて、あぁと気づく。

　最終的には樋口朱里に決まったけど、モデル決めをする時に副社長がどこか渋るような空気を発していた。あの時はまったく気にも留めなかったけど、もしかしたら彼女と顔見知りなのが関係しているのかもしれない。もしかして、仕事をするのは気が引ける深い関係とか……。

　いや待って。歳もそこそこ離れてるだろうし、まさかそんなことはないか。副社長の歳は未だ正解を知らないけど、私の少し上くらいと推定すれば、樋口朱里じゃ微妙に犯罪の域に入るし……って、なにを考えてるんだ私は。とはいえ、顔見知りなら言ってくれればよかったのに。

　撮影が始まった現場を見守りながら、やっぱり今日はこの場に副社長がいるのが最善だったんだろうと感じていた。




　デートの待ち合わせという設定のＣＭは、ベンチに腰をかけてメイクを直すというカットからの撮影だった。樋口朱里は、ピンクのパステルカラーのアンサンブルニットにウエストがリボンで飾られたホワイトのフレアスカートという、春らしい女子力の高い衣装を身にまとっていた。

「休憩入りまーす」

　撮影が始まって一時間が過ぎた頃、いったん休憩の声がかかった。

　樋口朱里は、カメラが回るとよく知るかわいらしい笑顔を見せていたけれど、監督からカットの声がかかると一瞬にして無表情になっていた。

　衣装の上に再びベンチコートを着せられ、持ち込まれたストーブの前に案内されている間も、相変わらず表情は無く、マネージャーさんが横から話しかけても無反応を貫いていた。

　しばらく経った頃、近くで待機していた女性スタッフの噂話のような声が耳に入ってきた。

「朱里ちゃん、今日どうしたの？」

「いや、なんか機嫌悪いっぽいよ」

「えっ、なんで？」

「さぁ？　でもさっき、やりたくないみたいなこと言ってたらしいよ」

　不吉な内容にギクリとする。

　ちょっと待った。それってまさか、副社長がいないからとかじゃないよね？

　聞き耳を立ててみたものの、それ以上の情報はゲットできないままふたりは立ち去っていってしまった。

　撮影の進捗状況は素人の私にはよくわからないけど、もしかしたら雲行きが怪しいのかもしれない。そのせいなのか、香盤表に十五分と書かれている休憩はもう三十分が経過するけどまだ終わらない。

　不安が募るのを鎮めながら、撮影再開を黙って見守る。

　そんな中、広告代理店の人がこっちに駆け寄ってくるのに気がついた。

「すみません、ちょっとよろしいですか？」

　神妙な面持ちで声をかけられ、『撮影は中止です』なんてフレーズが頭をよぎった。

「実は……ちょっと撮影が難航しそうでして、もしかしたら今日は中止の可能性も」

「えっ！　中止……ですか？」

　嫌な予感は見事に的中したらしい。

「はい。樋口さんがちょっと……」

　あからさまに驚いた反応を見せた私に、申し訳なさそうに弱々しく呟く。

「……もし、中止になったら日を改めてということになるのですか？」

「……最悪そうなる場合も」

　ＣＭ撮りが延期になれば、それに伴ってすべてのスケジュールに狂いが生じてくる。延期にして日を改めたとしても、納期に間に合わせるためには、裏で仕事をする人々が多大な迷惑を被ることになるのは目に見えている。

　そんなことを考えているうち、沸々と怒りにも似た感情が湧き起こってくるのを感じていた。

　普通の会社勤めの私には、特殊な業界で仕事をする女優の気まぐれなんて理解できない。でも、社会人として任された仕事をしっかりやり遂げること。それはどんな業界でも変わるはずはない。

　一緒に仕事をする人たちや、さらにそのバックで働く人々に、なるべく迷惑をかけないよう自分の仕事をこなす。そんな最低限のルールも守れないというわけ？

「あの……樋口さんと、お話させてもらうことはできませんか？」

　込み上げてくる憤りをぐっとこらえて、なるべく感情が出ないよう努めて聞いてみる。

「え？　あー、でも今、監督とマネさんが説得しているところで」

「うちの大事なＣＭなんです。私からもお話させてください」

「あっ、斎原さん！」

　渋る助監督を押し切る形で、樋口朱里を囲む集団へと向かっていく。

　ずかずかと歩み寄ってきた私に、不機嫌な顔で説得を受けていた樋口朱里が目を向けた。

「あっ、斎原さん、すみませんね、もう再開しますので」

　顔を出した私に、監督は焦った声であれこれ弁解を始める。

　寄り添うようにして付いていたマネージャーの女性も、急かすようにして樋口朱里の腕を揺すってみせた。

「私は……この新商品の開発立ち上げから、プロジェクトに参加してきました。たくさんの人に手に取ってもらえるものを作ろうって、何度もみんなで話し合ってきました」

　こんな話をして、どうするのだろう。

　だけど、自分でもなにが言いたいのかわからないまま口を開いていた。

　その場に居合わせるすべての目が私に集まる。

「我が社の社員や、この商品に携わってくださったたくさんの人たちのおかげで、デザインも、商品の中身も、自信を持って世に送り出せる物ができあがりました」

「私に、そんな話しても――」

「だから、その最後の大仕事を、樋口さんにお願いしたいんです」

　冷めた樋口朱里の声を、私の熱い声が遮る。

『どうしてそんな話をされなくてはいけないの？』と言うような視線に射抜かれながらも、気持ちを奮い立たせて言葉を続けた。

「樋口さんなら、こんなふうにかわいくなりたいな、とか、女の子たちがワクワクするような、みんなが憧れる素敵なＣＭが仕上がると、社員みんな期待しています。だから……この商品をたくさんの人に知ってもらうために、使ってみたいなって思ってもらうために、あなたの力を貸してください！　お願いします！」

　モデル決定会議の日、きっといいＣＭができると、期待を胸にみんなで盛り上がった。商品が完成した日は、コスメが大好きな同僚たちがいい物ができたと認めて褒めてくれた。

　そして、『頼んだぞ』と今日のことを託してくれた、ここまで一緒にやってきた副社長を思う。

　みんなの期待や想いを、私が今、すべて背負って立っている。口にしたありったけの想いは、つたなくてちゃんと伝わったかはわからない。だけど……。

　お願い！　その想いを込めて、頭を下げたままギュッと強く目をつむった。

「我が社の社員が、出すぎたことを申しまして失礼しました」

　私の声を最後に、しんとしていた現場。そこに聞こえてきた、低く品のある落ち着いた声。

　まさか……、という思いで振り返った。

「ですが、私からもお願いします」

　私の斜め後ろで頭を下げたその姿に、息が止まりかける。見ている光景に目を疑うしかなかった。

「ふ、副社長……」

　きっと、幽霊でも見てしまったような顔をしているに違いない。

　頭を上げた副社長は、フッと口角を上げると私の肩を軽く叩き頷く。

　張り詰めていた気持ちが一気に安堵するのと同時に、想定外の展開に感情が高ぶって視界が潤むのを感じていた。

「翔くん！　来てくれたの!?」

　副社長の登場で、さっきまでの不服な顔が嘘のようにパッと明るくなる樋口朱里。

『嘘でしょ!?』と突っ込みたくなったけど、ぐっと耐えて心の中だけに留めておく。

　機嫌を直した彼女の様子に、緊迫していた現場がホッとしたような空気に包まれていた。

「監督、もう少しだけ時間いいですか？　ちょっとふたりで話がしたいんで。翔くん、いいよね？」

「撮影を続行してもらえると約束していただけるなら伺います」

「だから、それを今から話すんだよ！」

　ビジネスモードで応対されてもまったくお構いなしの樋口朱里は、軽い足取りでこっちにやってくると副社長の腕を掴みグイグイと引っ張っていく。

　現場から離れた場所までいくと、ふたりは対面してなにかを話し始めた。

　小柄な樋口朱里がスラリと長身の副社長を見上げて、なにかを一生懸命話している。

　いったいなにを話しているのだろう？

　ヤキモキしながらふたりの姿を眺めていたけど、副社長が来てくれたことでとにかくホッと安堵していた。このまま無事に撮影が再開することを祈りながら、遠くで話すふたりの姿をじっと見守った。




「驚きました……間に合わないって言ってたじゃないですか、大丈夫だったんですか？」

　無事撮影が再開された現場を眺めながら、隣に立つ副社長をチラリと見上げる。

　見張るような真剣な視線を現場に送ったまま、副社長は「あぁ」と短く返事した。

「なんとか間に合うように調整したから問題ない。やっぱりお前ひとりじゃ心配だったからな」

「えっ、任せるって言ってたのに、なんですかそれ」

　心外だ！という気持ちで、思わず隣に立つ副社長をジト目で睨みつけてしまう。

　副社長は、そんな私の反応を予想でもしていたようにニヤリと意地悪い笑みを浮かべた。

「とか言って、ギリギリな感じだったろうが」

「それはっ……そうですけど……」

「なんてな、冗談だよ」

　プッと吹き出す相変わらずのいじりっぷりに、やっぱりムッとしてしまう。

「でも、かっこよかったよ。さっきの斎原」

　そう言った副社長は、急にふざけた表情を消して私を見下ろす。

「え？」

「好きで情熱があるからこそ、あんなふうに言えたんだと思った。会社のために頭まで下げて、やっぱりお前はすごいよ」

　思いもよらない言葉をかけられ、どこを見たらいいのかわからなくなった。

　かっこよくなんて全然ない。ドラマのヒロインみたいに、ピンチをチャンスに変えてしまうような、そんな場面にも程遠かった。いっぱいいっぱいで、頭の中は真っ白になって。副社長があのタイミングで来てくれなければ、私は下げた頭を上げることがきっとできなかった。かっこいいのは、副社長のほうだ。

「いったいどこから聞いてたんですか……」

「この新商品の開発立ち上げから、ってとこから聞いてたけど」

「……思いっきり初めからじゃないですか。それならもっと早く口出してくださいよ」

　照れ隠しもあってギロリと睨みながら顔を上げると、それを跳ね返すように微笑まれてしまう。

　意地悪だけど、その裏にはどこか優しさが隠れている微笑み。私はこんな副社長の顔に、もう幾度となくドキドキさせられている。そのたびに胸の奥が熱くなって、どうしようもなく苦しくなる。

　それを隠すようにそっと目を伏せた。

「それに……すごくなんてないです。あれが、私の精一杯でした。それだけです」

「わかってないな」

「え……？」

「それがすごいって言ってんだよ」

　ニッと歯を見せて笑った副社長は、また撮影が続く現場に目を向ける。

　かけられた言葉に、私は「なんですか、それ……」としか言えなかった。

　しばらくして、やることがあるからと、副社長は先にオフィスに戻ると言ってその場を静かに離れていった。

　順調に進む撮影をひとり見守りながら、私はさっき副社長に言われた言葉の意味をいつまでも考えていた。でも、いくら考えてもわかりそうになかった。

「お疲れ様でした」

　いつしか撮影は終わり、そこにはよく知る笑顔を浮かべた樋口朱里の姿が遠くに見えた。




「撮影、無事に終わりました」

　一時はどうなることかとひやひやしたＣＭ撮りも、副社長のおかげで事なきを得た。

　その知らせを持って、私はひとり、オフィスへと戻ってきていた。

　帰国した副社長は、相変わらず忙しそうにデスクで書類を眺めていた。

「そうか、お疲れ様」

「はい、ありがとうございました。無理して戻っていただいて、本当に助かりました」

「あとは予定通り進みそうか？」

　資料を見るのをいったんやめ、副社長は私の方へと顔を上げる。

「はい。後日、撮影素材を持ってきていただくことになってます」

　今後は演出コンテを元にＣＭの完成に向けて編集が進められていく。そして社内試写を行い、最終的な修正、オンエアタイプの決定をし、放映されるＣＭが仕上がってくる流れとなる。

「副社長、あの……」

　なんとなく触れていいものかと思っているせいか、体の前で重ねている手をもじもじとさせてしまう。

「ん？」

「樋口朱里と、顔見知りだったんですね。どうして黙ってたんですか？」

　さっきは聞けなかったことを今になってやっと聞いてみる。

　そんな質問をされても、副社長は顔色ひとつ変えることなく向かいの私へと視線を寄こした。

「黙ってたつもりはないけど、別にわざわざ言うことでもないと思ったからな」

「そうですけど……ずいぶん親しい間柄のように見えたので」

「なんだ、気になるのか？」

　両肘をデスクにつき、重なり合わせた手の上に顎を載せ、副社長はじっと窺うように私の顔を見つめてくる。

「え、違っ、違います！　そうじゃなくて、そりゃあんな有名な女優さんと知り合いだなんて、普通になんでだろうって思うじゃないですか」

　ただちょっと、なんで知り合いかを世間話程度に聞いただけなのに、いちいち心臓に悪い。真面目な顔を作って追及すると、副社長はやっぱり大したことなさそうに手元の紙に目を落とした。

「彼女とはたまたま昔の知り合いなだけだ。家が近くで、なぜか懐かれてた。斎原で例えるなら、あの上階の弁護士先生みたいなもんだ」

「えっ、幼なじみってことですか」

「まぁ、お前たちみたいに大人になっても仲良しな間柄ではないけどな。もう何年も会ってなかったから」

　副社長と樋口朱里が、まさかの幼なじみという話に驚かないわけがなかった。

　こういうのをまさに、『世の中は狭い』と言うのだろう。しかし、すごい組み合わせの幼なじみだ。うちの副社長と、あの人気女優って、肩書きもふたりしてすごいけど、なにより揃って美しすぎる。

「でも、どうやって説得したんですか？　あんなに渋ってたのに、すんなり撮影してくれましたよね？」

　樋口朱里が副社長と話をしたいと言って連れ去っていった時になにかを話して彼女は納得し、再びカメラの前に立ったのだと思う。それは、副社長が彼女を説得したからに違いない。

「お前のことを話しただけだよ」

「えっ？　私のこと、ですか？」

　一番関係なさそうな私の話題が、あの時のふたりの会話に出てきていたなんて驚きしかない。

「今回のＣＭ起用、さっきの熱い社員がどうしてもって推してオファーしたんだって」

「熱いって……」

「彼女も言ってたけどな。『いきなり語りだして熱すぎでしょ』って」

　カァッと頬が熱くなる。

　あの時はとにかく必死で、なにも考えずまっすぐ想いを伝えたい、その一心だった。裏でそんなことを言われてたなんて……。

「でも、そのあとに言ってた。あんなふうに説得されたら、断れないって。熱意に負けたって。だから、俺が口を出さなくても撮影は再開されてたかもしれないな、斎原だけの力で」

　彼女との会話を思い返しているのか、副社長はフッと微かに笑う。

　そんな話を聞かされて、現場を後にする時に見た、彼女の笑顔がふと脳裏に浮かんだ。

　あんなつたない言葉でも、ほんの少しは伝わったのだろうか。

　そう思うと、ちょっと救われたような、ホッとしたような、そんな気持ちになる。できあがったＣＭを見たら、やっぱり彼女に出演してもらってよかったと、きっと思うのだろう。

「あぁ、あと……撮影を頑張るから時間を作ってほしいと言われた」

「えっ！」

　例のごとく、そういうデリケートな話をなんの躊躇もなくサラリと口にする副社長に、私もまたお決まりの反応を示してしまう。

　ははー、なるほど……。だから機嫌がよくなったってわけか、納得。

「交換条件を出されたってわけですね。じゃあ、しっかり約束は守らないと」

　なんて、なんとも思ってない風味で言ったものの、内心はその行方が気になって仕方ない。

「いや、たぶん難しいと先に断わっておいた」

「難しい……？」

「アメリカに戻ると話した」

　資料にペンでなにかをサラサラと書き込みながら、副社長は言う。

「え、そんな嘘をついて大丈夫ですか？　今日帰ってきたばかりなのに、もしバレたら……」

「嘘ではない。近々あっちへ戻ることになった」

　見ていた書類をキレイにまとめた副社長は、なんでもなさそうにあっさりとそう口にした。

「え……」

　ドクッと心臓が大きく音を立てる。

「三カ月間ここにいる予定だったけど、少し早まった感じだな」

　うちの部にやってきた日、確かに三カ月間ほど滞在して新商品のプロジェクトを取り仕切るという話だった。でもそれが終われば、またアメリカの本社に戻るとは聞いていなかった。

「そう、だったんですか……」

　急な知らせに、どんな顔をしたらいいのかわからなくなる。

「こっちにいる間は最終日まで今の仕事もやっていく。その先は、プロジェクトメンバーに任せていく形になるから」

　その後も、副社長は淡々と仕事の話を続け、それに返事をしていた記憶は確かにある。でも、なんの話をされていたのかは曖昧で、よく内容は覚えていなかった。

　副社長がもうすぐいなくなる。

　突然のその知らせが、私の頭の中をいっぱいにしていた。




　ＣＭ撮影日から数日が経った。

　新商品のプロジェクトも終盤戦に突入し、仕事は順調に進んでいる。ＣＭのほうも制作会社との最終打ち合わせが今日の午後行われ、あとは完成に向けての編集が上がるのを待つのみとなった。

　毎日は相変わらずの調子で過ぎているけど、同時に副社長が再び渡米する日も近づいている。その日はもう、明後日と迫っていた。

　知らせを聞いてから、訳もなく落ち着かない気持ちが続いている。だからといってなににそうなっているのかもわからず、そしてどうにかできるわけでもなく、ただただ時だけが過ぎ去っていた。

　明日の終業後には、副社長の送別会が急遽行われる予定になっている。

　今日も一日の仕事を終えてひとりオフィスを後にする。

　到着したエレベーターに乗り込んだところで、手にしていたスマホが震えだした。

「あ……」

　画面を目にしてつい声が漏れてしまった。

　エレベーター内には他にも乗り合わせている人の姿があり、震え続けるスマホを手にしたまま一階に着くのを待つ。

　やっと扉が開き、外に出ると同時に通話をタップした。

「もしもし……」

　出した声が緊張しているのが自分でもはっきりとわかった。

　変な間のあと、久しぶりに聞くよく知る声がスマホを通して耳に届く。

《今、大丈夫か？》

　私と同様、颯ちゃんの声もどこか緊張に包まれているように聞こえた。

「うん、ごめん。ちょうど会社出てエレベーターだった」

《そっか。じゃあ……今から少し会えないか？》

「え、今から……うん、わかった」

　通話を終える最後の最後まで、緊張した声は元には戻らなかった。




　颯ちゃんに呼び出されたのは、五十三階にあるフレンチレストランだった。

　このビルに勤め始めて数年が経つけど、未だ訪れたことがないそこは、普段気軽に入れるレストランではない。雑誌にも数多く取り上げられているミシュランの星付きのお店だ。

　美香子が以前、当時付き合っていた彼氏に連れていってもらい後日感想を聞いたけど、別世界で終始緊張しっぱなしだったと話していた。

　でも、そんな場所に呼ばれたことよりも、今の私には、颯ちゃんに会うということのほうが緊張の度合いが遥かに勝っている。

　どんな顔をして会えばいいのか。なにを話したらいいのか、正直戸惑う。

　もう、よく知っている〝隣のお兄ちゃん〟の颯ちゃんには会えないような気がして、怖くも思う。

　初めて訪れた五十三階のレストランは、美香子の話通り、足がすくんでしまうほど入りづらい高級感が漂っていた。

　ダークブラウンの木造りとクリーム色で統一された店構えで、店名はシンプルで控え目に照明に照らされている。店内へはガラスドアを開けて入らなくてはいけなくて、その前をついうろうろとしてしまっていた。

　すると、すぐに礼儀正しいウェイターの男性がやってきて、ドアを開け「ご予約でしょうか」と尋ねてくる。名前を告げるとすぐに店内へと案内された。

　全体的に暗く落とされた照明の中、チラリと目を向けた壁紙はクリーム色のダマスク柄をしている。せっかくこんな高級な場所に来られたというのに、私に辺りを見る余裕はほとんどなく、自分のつま先一点を見つめたまま奥へと進んでいく。

「こちらへどうぞ」という声にいよいよ顔を上げると、待っていた颯ちゃんとバチッと視線が重なった。

「呼びつけてごめんな」

　やってきた私に、颯ちゃんは緊張を解くような優しい笑みを浮かべてくれる。

　椅子を引いてもらい席に着きながら、「ううん」と小さく首を振った。

　用意された窓際の席からは、輝く夜景がどこまでも望めた。

　ビル周辺の景色を見下ろす摩天楼は、この上ない贅ぜい沢たくで、優雅な気分を訪れた人に提供している。だけど、今はそんなリッチな気分に浸れる余裕もない。

「この前は……ごめん」

　落ちかけた沈黙を先に破ったのは颯ちゃんのほうだった。

　チラリと顔を見て、私の視線はテーブル上に組まれた颯ちゃんの手元に落ち着く。

　また「ううん」と返事をして、次の言葉を探した。

　颯ちゃんの気持ちを知ったあの日。どんな感情よりも驚くことが最優先だった。

　もちろん、嬉しいと思う気持ちは確かにある。だけど、颯ちゃんは昔も今もずっと私にとっては兄妹のようなお兄ちゃんという存在。恋愛の対象として見たことはなかったし、颯ちゃんのほうももちろんそうだと思っていた。

　もし一度深い関係になってしまえば、もう今までのふたりにはきっと戻れない。最悪、今のこの状況よりももっと気まずくなって、修復は不可能になる。それが一番怖い。

　今だって、すでにふたりの間にはおかしな空気が流れているのに、この先に踏み込んでしまったら、どうなってしまうのだろう……？

　颯ちゃんとの関係に恋愛を持ち込んで壊したくないと思う自分がいる。それは、私の身勝手な、都合のいい考えなのかもしれない。だけど、今あるこの気持ちに、やっぱり嘘はつけない。

「あの、颯ちゃん……あのねっ、私――」

「この前のこと……やっぱり、聞かなかったことにしてもらえないかな」

　意を決して今の気持ちを伝えようとした私に、颯ちゃんは思いもよらないことを口にした。

　どういうこと？

　そんな私の視線を受けた颯ちゃんは、よく知るいつもの〝お兄ちゃん〟の顔をしていた。

「もちろん、佑月に対する気持ちは、嘘ではない。だけど……こんなふうに佑月を困らせて、今までの関係までダメにするのは、やっぱり耐えられなくて」

「颯ちゃん……」

「って、今さら撤回するのもって感じだけど。だったら言わないほうがよかったよな」

　決まりが悪そうに、颯ちゃんは苦笑いを浮かべて頭をかく。

　さっきのウェイターさんがやってきて、グラスにスパークリングワインを注いでいく。

　発泡するグラスの中身を見つめながら、慎重に返す言葉を選んでいた。

「そんなこと、ない。嬉しかったよ……颯ちゃんの気持ち。でも、なんか……正直ホッとしちゃってる」

　気持ちを伝えてくれた颯ちゃんに対して、どっちつかずで曖昧な、今までの関係でいたいなんてことを口にするのは、生殺しも同然だと思っていた。そんなこと言ってしまったら、やっぱりギクシャクしてしまうかもしれないとも心配した。

「やっぱり、颯ちゃんは私にとっては大事なお兄ちゃんみたいな存在で……だから、今までの関係がどうなるのかと思ったら……怖かった」

「じゃあ……同じこと思ってたんだな、俺たち」

「うん……そうかもしれない」

　話がひと区切りしたような空気になり、颯ちゃんがグラスを手にする。

　それに習ってグラスを手に取ると、カチンと軽やかな音がテーブル上に響いた。

「焦った、っていうかさ……佑月の誕生日。先越された上に、あの日、夜まで一緒だったんだろ？　あの副社長さんと」

　私の顔を探るように正面から見つめ、颯ちゃんは口元に薄らと笑みを浮かべる。それがなにかを悟っているような意味深なものに見えてきて、急に落ち着かない気分にさせられた。

「えっ、それは、仕事で一緒にいただけで」

　きっぱり、勘違いされている空気を断ち切る。

　でも、颯ちゃんの表情は変わらない。

「休日に、あんな遅くまで？」

「それは……あ、でも、本当になにかあるとかなくて、ご飯はごちそうになったけど、でもっ」

「佑月、慌てすぎ」

　弁解する私を見て、颯ちゃんはクスクスと笑う。

「だって、颯ちゃんが変なことばっか言ってくるから……ほんとに、なにも」

　否定の言葉を並べながらも、副社長のことで頭が占領されていた。

　指摘された誕生日の出来事や、今も忘れられないあのキスのこと。そして、明日が顔を合わせる最後だということも……。

「それに、明日で最後なんだ、一緒に働くの。明後日には、元々いたアメリカの本社に戻るの」

『最後』という言葉を改めて口に出して言ってみて、また複雑な感情が押し寄せた。

　この気持ちは、いったいなんなんだろう。また、副社長がいなかった頃の、前と同じ日常が戻ってくるだけ。ただそれだけのことなのに、どうしてこんなにそればかり考えてしまうのだろう。

「行ってほしくないんじゃないの？」

　スパッと、気持ちいいくらいはっきり颯ちゃんはそんなことをいきなり言い放った。耳を疑って見た正面の颯ちゃんの顔は、目が合うとニッコリと笑みを浮かべる。

「……えっ？」

「顔にそう書いてある」

「そっ、そんなわけ」

　ないない、あるわけないし！

「まぁ、俺的には、かわいい佑月をさらっていきそうなヤツがあっちに行くなら万々歳だけど」

「だから、全然そんなんじゃないってば」

「でも、離れて悶々とするくらいなら、ちゃんと話したほうがいいんじゃない？」

　急に真面目な面持ちでそんなことを言った颯ちゃんに、一瞬動きを封じられた。

　なんでそんなことを言うの……。

　そう思いながらも言葉が出てこない。

「……なんて、俺が言うのはおかしい話だけどな」

　颯ちゃんはそう言い笑った。だけど、複雑な気持ちは巨大化して、なおさら私の頭を占領していく。

　その話題はそれ以上広がらなかったけど、私の中で戸惑いの波紋は広がる一方だった。










想いが繋がる最後の夜




「副社長ぉ！　ほっんとに行っちゃうんですかぁ？　早すぎませんか!?」

　すっかり出来上がってしまっている足立課長が、うぉんうぉん男泣きしながら副社長に絡んでいる。

　その姿を、私はグラスに口をつけながらぼんやり眺めていた。

　歓迎会をしたお店で行われる、早すぎる送別会。

　急遽早まった副社長との別れは、マーケティング部の誰もを悲しませていた。副社長がやってきて、オフィスは確かに活気づいた。華があるリーダーが去っていくことは、みんなそれなりに寂しさがあるのだろう。

　とはいえ、副社長と仕事をするのが最後の今日も、いつもとなんら変わらない一日を送った。

　明日からは、こうして隣に副社長がいることもなくなる。そう思いながらも、それについてなにかを口にすることもしなかった。正確には、できなかったんだと思う。

　副社長のほうも同じで、まったくいつも通りだった。

　そんな調子だから、本当に明日にはもういないのだろうかと、疑う気持ちにもなった。だけど一日の仕事が終わると、改まって副社長は私に言った。『斎原と一緒に仕事ができてよかった。ありがとう』と……。

　その言葉を聞いて、副社長が本当にいなくなることを実感した。本当に、もうお別れなんだと現実を突きつけられた。

「副社長、本当に行っちゃうんだねぇ……。あーあぁ、張り合いなくなるよねー」

　今日も隣でグラスを傾ける美香子は心底残念そうな声を出す。

「仕方ないよ。あっちの仕事に必要だから呼び戻されたんだし」

「なにゆづ、寂しくないわけー？　一番関わってたくせに」

「寂しいとかは、別に……」

　言葉を濁すようにビールのジョッキに口をつける。

「なにそれー、信じらんなーい」

　いい感じに酔っている美香子は「冷たいなー」なんて言ってわざと騒ぐ。

「今日はね、この寂しさを紛らわせるために飲むって決めてんだから。あ、すいません、焼酎ください、芋焼酎」

　ちょうど去っていく店員さんを捕まえると、美香子は顔に似合わない注文を繰り出す。

「ゆづも飲む？」と聞かれ、流されるように頷いていた。

　寂しくないと言ったら、間違いなく嘘になる。だけど、みんなのように素直に別れを悲しめない自分がいる。それは、ただ仕事を淡々とこなしてきただけではない、副社長とのいろいろな思い出が私の中でできてしまったからなのかもしれない。

　あと少し残っていた二杯目のビールをあおりながら、上座にいる副社長に目を向ける。

　みんなに慕われ囲まれるその姿に、なぜだか胸の奥がキュンと切なげな音を立てた。




「わざわざ悪いな」

　空港へと見送りに出向いた私に、副社長はほんのり笑みを浮かべる。

　最後になるかもしれないその姿を目に焼きつけていた私へ、副社長はそっと手を伸ばした。髪に触れ、頬を滑り、大きな手は私の顔を包み込む。

「そんな顔するな」

　涙が出そうになる目尻に優しく触れ、副社長はじっと確かめるように私の目を見つめる。

「副社長……」

　震える声を絞り出した私を、副社長は自分の胸へと抱き寄せた。

　抑えていた気持ちが溢れ出して、副社長の背に腕を回す。ギュッと強く力を込めると、涙は決壊したダムのように止めどなく流れ出していた。

「副社長、行かないでください」

「斎原……」

　抱きしめた私の髪を、副社長は優しい力でそっと撫でてくれる。

「嫌です……行かないで……」

「また、いつか会えるから」

「いつかって……そんなの、嫌……」

　涙のせいか、必死に訴える声は震える。行かないでほしい、その一心で抱きしめた腕にさらに力を込めた。

「――ゆづー？」

「副社長……」

「ちょっとゆーづ、ねぇ、ゆづってば！」

「ん……？　えっ!?」

　呼ばれる声に目を開くと、美香子のどアップの顔が目に飛び込んできた。テーブルに突っ伏していた体をガバッと起こす。

　そこはさっきと変わらぬ送別会の席だった。

　やだ……今の、夢？

「ごめん、私、寝てた？」

「ちょっと、この前は酔い潰れて今日は寝るとか、ゆづには飲ませらんないな」

　呆れたように流し目で私をジロリと見やる美香子。

　その視線に「ごめん……」と呟きつつぼんやりする目で辺りを見回すと、みんなコートをハンガーから取ったり、帰り支度を始めている。

「なに、なに？　『副社長』って寝言言っちゃってたけど、夢でも見てたわけー？」

　完全に冷やかしの言葉を私に浴びせて、美香子はクスクスと笑う。

「え、嘘っ、違うよ！」

　まさか寝言で副社長のことを口にしていたと知り、私は慌てて否定する。

「残念ながらその副社長はお先に帰っちゃったけどねー」

「えっ……」

　嘘……。帰ったって……。

「明日、発つの早いんじゃない？」

「そう……。あ、いくらだった？」

　置いていたバッグから慌てて財布を出し、今日の飲み代を美香子に聞く。

　立ち上がってコートに袖を通していた美香子は「それが聞いてよ！」と興奮気味な声を出した。

「なんか、副社長が出てく時に全員分支払っていったらしいよ。ヤバくない!?」

　一気にテンションを上げて、美香子は私が寝ていた間に起こったことを話す。

「えっ、嘘、全員分って……」

「ねー、驚くでしょ？　副社長の送別会なのにね」

「そっか……」

　さっきまで副社長がいた席をぼんやりと見つめる。みんなが支度をする部屋の中にはやっぱり副社長の姿はなく、ぽっかりと心に穴が開いてしまったような感じに襲われていた。

「それにしても、よかったの？　最後に話しなくて」

「え……あぁ」

「言っておくけど、私は何回も起こしたんだからね？　ゆづが全然起きないから」

　朝なかなか目覚めない子どもに、文句でも言うお母さんのような口調になっている美香子。そんな美香子に、努めて笑みを浮かべてみせた。

「うん、ごめん。大丈夫」

　返事をしながら、ふと、開いたお財布の中にしまっておいた副社長の部屋へ上がるためのカードキーが目に入った。

「あっ」と思わず声を出してしまった私に、美香子が「なに？」と反応する。

「あ、ううん。なんでもない」

　返事をしつつ、動揺が気づかれないように手早くお財布を閉じる。

「もう帰るでしょ？　課長たちはもう一軒行くとか言ってるけど」

「うん……あ、でも、ちょっと先行くね。オフィスに忘れ物したみたいで、取りに行ってから帰る」

　バッグを掴みコートを手にしたまま、勢いよく立ち上がる。

　少し前まで寝ていたとは思えない素早い私の動きに、美香子が「えっ!?」と驚いた顔をしていた。

　急いで出口に駆けていく私の背中に「え、だったら待ってるよ」と美香子が声をかけてくる。

「ごめん、大丈夫だから先帰ってて！」

「あ、ちょっと、ゆづー！」

　呼び止める美香子に振り返り、もう一度「ごめん、お疲れ！」と言ってお店を後にした。

　誰にも捕まらずうまいことひとりきりで送別会の席を後にして、乗ったエレベーターの一階を押す。

　すっかり忘れていたカードキーの存在。これを預かったままというわけにはいかないと思い立った私は、先に帰ったという副社長の部屋を目指していた。

　専用エレベーターに乗り込み上昇する感覚を覚えながら、鼓動が次第に速まっていくのを感じる。

　不意に、さっき見ていた夢を思い出す。夢の中の自分は恥ずかしいくらい素直で、いなくなる副社長に寂しいという気持ちをぶつけていた。

　あんな夢を見てしまうなんて、あれが私の本心なんだろうか。

　一瞬そんなことを思ったものの、まさか、と思い直す。

　でも、本当にこれで最後。次会える日が来るのはいつになるのかわからない。だから、最後にちゃんと感謝の気持ちは伝えたいと思う。

　五十二階に着き、静まり返る通路を歩いていく。

　扉の前に立つと、ひと呼吸おいてインターフォンのボタンを押した。

　五秒、十秒、そのわずかな時間がやたら長く感じられる。

　押しかけてしまったけど、もしかしたらここにはいないのかもしれない。

　そんな不安が頭をよぎった時、ドアの自動ロックが解除される音だけがした。インターフォンを通しての中からの声はない。

　副社長は、渡しそびれていたカードキーを、私が後で返しに来ることを予想していたのかもしれない。勝手に入ってこいという合図だと察し、そっとドアノブに手をかけた。

　ドアの向こうは、しんと静寂に包まれていた。

　でも、きちんと脱ぎ揃えてある革靴と、奥に見える部屋の明かりが、副社長がここにいることを示している。

　そっとパンプスを脱ぎ、リビングダイニングの扉に向かっていく。さまざまな感情が入り混じり、鼓動の高鳴りが増していくのを感じながら、ドアを数回ノックした。

「失礼、します……」

　中からの返事はなかったけど、そーっとドアを開いてみる。

　夜景が広がるガラス窓の前、まだスーツのままの後ろ姿が佇たたずんでいた。

　振り返った副社長は、私が来ることをやっぱり予想していたかのように驚いた表情ひとつ見せない。見慣れた微笑を浮かべ、こちらをじっと見つめていた。

　その様子に逆に私のほうが面食らってしまい、入ったドアの先で立ち止まってしまった。

「あ……急に来て、すみません」

「来ると思ってた」

　浮かべた笑みを残したまま、副社長は落ち着いた声で答える。

「そうですか……あの、最後だったのに、私、副社長が帰ったのも気づかなくて」

　申し訳ないような気分になり、そっと目を伏せる。向こうから、クスッと息を漏らして笑うのが聞こえた。

「今日も酔い潰れてたな」

「今日は違います！　ちょっとウトウトしちゃったみたいで……」

「一緒だろ、それ。気をつけないと、ほんとにお持ち帰りされるぞ」

　いつもの、からかうような口調と意地悪な表情。

　もうこんなふうに言われるのも最後かと思うと、それが今は名残惜しくも感じてくる。

「大丈夫ですよ……副社長みたいな物好きな人、滅多にいませんから」

　負けじと私のほうも憎まれ口で返すと、副社長は目を伏せフッと笑った。

　言いたいことはたくさんある。だけど、副社長を前にするとなにから話していいのかわからなくなる。

　そんな私の次の言葉を待つように、副社長は穏やかな笑みを浮かべて私をじっと見守っていた。

「明日、早いんですよね？　すみません、お忙しいところ」

　そんなことを言いたいわけじゃない。だけど、上っ面なセリフが口を突いて出てくる。

「あの……短い間でしたけど、ありがとうございました。あちらに戻られても、体に気をつけて、頑張ってください」

　自分から話を締めくくり、別れの挨拶を告げる。

　さっきの夢の中の自分がしていたようなことはできない。ただ、副社長の締めるペイズリー柄のネクタイに視線を向け続けた。

「ありがとう。斎原もな」

　聞こえてきた声に、ギュッと心臓が鷲わし掴づかみにされたような、そんな痛みを感じた。

　これ以上ここにいてはいけない。

　そう本能が叫んで、すたすたと副社長の目の前まで歩み寄り、手にしていたカードキーを差し出す。

「これは、お返しします」

　顔も見ないまま言い、受け取られるのをじっと待つ。カードに副社長の指が触れるのを目にすると、サッと手を引っ込めた。

「では……」

「斎原」

　くるりと背を向けた私を呼ぶ、副社長の声。

　もう何度も聞いているのに、今はそれだけで胸が締めつけられて息が苦しくなる。やっと出した「はい」は、蚊の鳴くような声だった。

「ちゃんと顔、見せろよ」

　降ってきた声に、どんな顔を見せればいいのかまったく見当もつかなかった。

　笑顔を作れるわけもない。泣くわけにもいかない。今、見せられる顔なんて、私には……。

「無理、です」

　返事ひとつやっと絞り出し、キュッと硬く唇を結ぶ。そして逃げるように一歩を踏み出しかけた、その時だった。

　背後から力強く腕を取られ、動きを封じられる。ビクッと震えた体を、背中からすっぽり包まれていた。

　どうして、なんで。

　頭の中が真っ白になる。

　私を捕まえた副社長は、その腕にギュッと力を込めた。

「お前と初めて会った日は……渋谷の店舗を覗きに行った帰りだった」

　すぐ耳元で聞こえてきた副社長の声は、あの日の記憶を呼び起こす。

　全身に響く鼓動を感じながら、突然始まった話に耳を傾ける。

「あの人混みの中で、ひときわ目を引く生き生きとした顔が目に入ってきた。しかもその手には、なんのご縁かうちの製品があった」

　新商品の街頭調査に立ったあの日、私は副社長に出会った。突然現れた副社長のスーツを汚してテンパって、真っ青になったのを、今でもよく覚えている。

「うちの社員だと気づいて、声をかけようと思って近づいた。まぁ……そのあとのことは想定外だったけど」

　あの時の私の失態を振り返る副社長が、思い出したようにフッと息を漏らす。

　その吐息にさえピクリと体を揺らした私を、副社長は腕を緩めることなく抱きしめ直した。

「俺は、今の仕事になんの疑問もなく就いていて、ただやるべきことをこなしてきた。だけど……斎原に出会って、知れるんじゃないかと直感したんだ。あんな顔をして仕事をするお前となら、この仕事の魅力を」

　そんな話をされたら、こらえていたものが全部溢れ出して、取り繕いもすべて台無しになってしまいそうだった。視界が涙で揺れ始め、私をしっかりと抱きしめる大きな手が歪んで映る。

「だから、お前がいる広報に席を置くことを希望した。近くで一緒に仕事をしてみたいと思った」

　そこまで話すと、副社長は私の体を反転させる。

　今まで見られずに済んでいた顔を真正面から見つめられ、食い止めていた涙がとうとうポロポロと流れ出していた。

　なんで今、気づいてしまうのだろう。どうしてこんなタイミングで、自覚してしまうのだろう。

　今まで、無意識のうちに気づかないふりをしてきた自分の気持ち。一緒に仕事をして、近くで関わってきて、その中で見てきたたくさんの副社長の顔。いつの間にか惹かれて、どうしようもないくらい好きになっていた。

　認めてしまうと、もう抑えきれない。

「どうして……どうして、いなくなっちゃう前の日に……気づかせるんですか」

　涙に濡れる目で、すぐそばにある顔を見上げる。

「もう、いなくなっちゃうのに……。私……副社長のことが――」

　そこまで言った言葉は、少し強引に重ねられた副社長の唇に遮られていた。

　それ以上は言わせない。そんな意味で塞がれたようなキスに、また涙が流れ落ちる。

　そっと唇を離した副社長は、いつもみたいな意地悪な笑みを浮かべるわけでもなく、茶化すこともせず、真剣な目をして私を見つめ直した。

「俺より先に言うな」

　涙に濡れる目尻を拭い、その指は優しく頬を撫でる。

　言葉を遮ったキスと、言われたその意味に戸惑いの眼差しを向ける私を、副社長は今度は正面からしっかりと抱きしめた。

「斎原……お前が好きだ」

　副社長の腕の中で聞いた、低く囁くような声。

　瞬きを忘れて耳を疑う。

「お前に興味を持って近づいた。だけど俺は、初めて会った時からお前に惹かれてたんだと思う」

　思考回路が壊れたかと思うくらい、なにがなんだかわからなくなっていた。

　副社長が、私にそんなことを言うわけない。

　そう思って冷静になろうとしてみても、心臓は痛いくらいに爆音を立てている。

「……『冗談だよ』とか……『嘘だよ』とか、言わないんですか？」

　どうしても信じられなくて、確認するようなことをつい口にしてしまう。

　意を決してした質問を、副社長は呆れたようにフッと笑い飛ばした。

「相変わらずかわいくないな」

「だっ、だって……副社長が、私にそんなこと言うなんて……」

「信じられないって？」

『はい』と返事をしようとした私を、副社長はいきなり横抱きにする。

　突然のことに「きゃっ」と声を上げてしまった私に、副社長は悪戯な笑みを浮かべてみせた。

「じゃあ、信じてもらわないとな」

「えっ、あの」

　軽々と私をお姫様抱っこしたまま副社長が向かったのは、歓迎会の翌朝目覚めたあの寝室の広いベッドだった。

　ふわりと体が下ろされると、さっきからすごい勢いで鳴っている鼓動が最高潮に音を響かせる。

　スーツの上着を脱いだ副社長はベッドの縁に腰をかけると、動けずにいる私に目を向けた。

「そういえば……ここで目覚めた朝のこと、知りたがってたよな？」

「えっ……」

　記憶のない、あの歓迎会のあとのこと。聞き出そうとしてもはっきりと教えてもらえず、毎回気まずさに耐えられなくなって結局追及するのを諦めた。

　それを今さらこの状況で聞かされるのは、心臓が持たないに決まっている。

「あっ、あの日のことは、もう――」

「なにもなかった」

　恥ずかしさに一瞬目を伏せかけたけど、食い気味に返ってきた言葉に目を向けると、副社長は誠実な表情で私を見つめていた。

「え……？」

　じゃあ、今まで言っていたのって、全部、冗談だったの……？

「お前の反応がおもしろいから、微妙なことを言ってちょっとからかってたけど……あの日、お前はここで爆睡してただけだから」

「で、でも、あの時……は、激しかったとかって」

　つい気にしていたことを口にしたものの、恥ずかしすぎて語尾がごにょごにょと消えていく。

　そんな私を副社長はプッと笑った。

「あぁ、それは酔っ払い具合がな。なんか勘違いして、すごい想像してたみたいだったけど」

「だ、だって！　じゃあ……ほんとに、なにも……」

「酔って寝てるヤツに手を出すほど、がっついてない。でも今日は……」

　スプリングが揺れて、真上に端正な顔が覗き込む。

「っ!?」

「……寝かせるつもりはないから」

　ベッドに無造作に放り出した手に副社長の手が重なり指が絡むと、体中が熱を上げて火ほ照てるのを感じた。

　こうしてキレイな目にまっすぐ見つめられていることが、未だ現実感に欠けている。でも緊張とは裏腹に、気づいたばかりの好きだという気持ちが増していくのを感じていた。

　重ねられた手をそっと握り返す。

　私の無言の返事に、副社長は今までで一番柔らかい微笑を浮かべて顔を近づけた。もう何度目かもわからなくなった口づけは、愛おしむような優しさに溢れていた。

　次第に深くなっていくキスにクラクラしながら、絡めた指にギュッと力を込める。

　唇を離した副社長は、息が上がる私を見つめて満足そうに微笑んだ。

「佑月……」

　耳元で囁かれた、初めて呼ばれる下の名前。

　いつも『斎原』と呼ぶ副社長の口から聞くだけで、キュンと心臓が震え上がる。

「なんか……副社長にそう呼ばれるの……ドキドキします」

　高鳴る鼓動に包まれる中、真上に迫る副社長の顔を見つめる。

　上体を起こした副社長は、きっちりと締めてあるネクタイを緩めると、悪戯に口角を吊り上げた。

　その仕草にまたドキンとしてしまう。

「じゃあ副社長っていうのも……今はやめとくか」

「え……？」

「俺の名前、知ってるだろ？」

　再び重なった唇は啄ついばむように触れ、やがて首筋や鎖骨へと下りていく。

　キスを落としながら「ほら、早く」と急かされ、自然と漏れ出る甘い吐息に紛れながら、初めて「翔」と副社長の名前を口にしていた。

　触れる唇と肌を滑る指に全身の熱を上げながら、いつしか求めるように副社長に腕を回していた。

　ピクリと体を震わせるたび、優しいキスが降ってくる。

　はだけたシャツを脱ぎ捨てた副社長は、細身な体に適度な筋肉をつけていて、それがまたいっそう鼓動を高鳴らせた。

　副社長の熱を全身で受け止めながら、明日にはもうそばにいられないという現実に切なさが込み上げてくる。肌を触れ合わせながら、思わず「離れたくない」と言ってしまった私を、副社長は応えるように強く抱きしめる。

「佑月」

　私の名前を呼んでくれるこの声も、愛おしそうに触れてくれるこの熱も、忘れないように濃く記憶しておきたい。

　その夜、私たちは現実から逃れるように何度も互いを求め合った。

　でも、副社長を近くに感じれば感じるほど、私の胸の締めつけは増すばかりだった。

　明日なんて来ないでほしい。

　そんな、考えても意味のないことを願っていた。










イエスと言うまで離さない




　窮屈な通勤電車に揺られ、人波に乗って飛び出すいつもの改札口。駅を出ると毎朝、自分が働くビルを見上げるのが日課になっている。

　朝日に照らされて、キラキラと反射する高層ビルのガラス窓。今日は目に映るその光がどこか霞かすんで目に映った。

　今朝目覚めると、すでに副社長の姿は見当たらなかった。

　残されていたのは、達筆な字で綴つづられた置き手紙と、返したはずのカードキー。手紙には、カードキーは私が持ったままで構わないと書かれていた。

　本当に行ってしまったのだと、ひとり目覚めた広すぎる部屋で切なさが込み上げた。

　そして、しんと静まり返る部屋を出たのは、ほんの数時間前のこと。昨日のままの服を着替えに帰り、再び出社する通勤電車へと乗り込んだ。

　いつの間にか眠りについてしまったけど、まどろみの中で確かに副社長の体温を感じていた。心地よくて安心して、いつまでもその腕の中にいたいと切に願ったけれど、やっぱりその想いは叶わなかった。

　覚悟していたはずなのに、心に開いてしまった穴は大きすぎて、簡単には埋まりそうにない。離れることを恐れて求めた副社長のぬくもりは、逆に私を孤独で押し潰そうとしていた。

　それでも、いつもの朝はやってくる。仕事に追われる、目まぐるしい一日が今日もまた始まる。

　数時間前に出たビルへと入り、混み合ういつものエレベーターに乗り込む。

　歩みがいつもよりのんびりだったらしく、普段より少し遅く出社したオフィスは、今日も毎朝見る光景が広がっていた。

　でも、大きく違うのは、そこにはもう副社長の姿はないということ。

「おはようございます」

　すでに出社している面々に軽く頭を下げながら、自分のデスクへと足を向ける。

「あっ、ゆづ、おはよう！」

　私の声に、隣の席の美香子が椅子ごとくるりと振り返る。

「おはよう。ごめんね、昨日は」

　待っていてくれると言った美香子を置いて、ひとりお店を飛び出していってしまった昨日の送別会。きっと変に思われたに違いない。

「いいっていいって、それより聞いて！」

　昨日のことを咎とがめるよりもなにか別の話があるらしく、ぴょんと椅子を立ち上がった様子に首を傾げる。

「なに、どうしたの」

「斎原」

　……え？　空耳、というやつだろうか。

　背後から聞こえた声に、ピタリと固まる。

　でも、視界にある美香子の顔がパッと明るくなったのを確認して、まさか、と振り返る。

　そこに立つ姿を見た途端、時間が止まってしまったような感覚に陥った。

「社内試写の時間が変更になった。会議室、今から準備を頼む」

　自分の腕時計をトントンと指で叩き、予定の変更を知らせる副社長は、いつも通り仕事中の真面目な面持ちで私に声をかける。

　私は、実はまだ眠っているのだろうか。まだ目覚めていなくて、これは長い夢で、もうしばらくしたらあの広い部屋でひとり目覚めるのだろうか。

　見ている光景にそう解釈するしかなかった。

　なぜなら、いるはずのない副社長が、目の前に立っている。昨日までのように仕事の指示を出している。

　幻でも見ているような気分で呆然としているうち、副社長は普段と変わらぬ颯爽とした足取りで立ち去っていってしまう。

「なんで……」

　立ち尽くす私に美香子が背後から腕を絡ませた。

「ビックリしたでしょ？　私も朝来て聞いて驚いたよ」

　美香子の弾んだ声にやっと時間が動きだす。ハッとして、横に立つ美香子に顔を向けた。

「え、だって今日からアメリカにいるはずじゃ」

「それが、こっちに残れることになったんだって！　よかったよねー、朝からみんな大盛り上がりだったんだから」

　そこまで話されても、すんなり『そうなんだ』なんて返事はできなかった。『まさか、そんなはずはない』という類たぐいの疑いしか出てこない。

「ほら、仕事仕事。会議室の準備、早く行ってきな」

　弾んだ声で美香子は私の肩を掴み、オフィスを出ていくように押し出す。

「あ、うん……行ってくる」

　放るようにしてバッグを自分の席に置き、はやる気持ちを抑えて会議室へと駆け出した。

　やっぱりこれは夢なんじゃないのか。

　そんな疑心を抱きながら会議室のドアを押し開ける。薄暗い部屋へと一歩足を踏み入れた時、中へと引きずり込まれるようにして腕を引かれた。

「きゃっ！」

　背後でバタンと重いドアが閉まる。腰に手を回して引き寄せられ、そこに見上げた顔にまた時が止まってしまったような感覚を覚えた。

　ふわりと、私を見下ろす顔は柔らかい笑みを浮かべる。

「どう、して……」

　聞きたいことがたくさんある。でも、目の前の光景が信じられず、それ以上の言葉が出てこない。

　密着したスーツの胸元に手を置いたまま、ただ驚いた眼差しで顔を凝視する。

　そんな私の視線を受けて、副社長はなにがおかしいのかプッと吹き出した。

「なんでいるんですか？　今頃、雲の上のはずでは……」

「こっちに残れることになった。まだ仕事も途中だしな」

　私の頬に触れ、副社長は愛おしそうにサラサラと撫でる。

「そう、ですけど……」

　急な展開についていけない私は、喜ぶより戸惑うばかり。

　それが不満だったのか、副社長は顎を掴んで私を上向かせた。

「嬉しそうじゃないのは気のせいか？」

「違っ、嬉しいですが……ビックリしちゃって……」

　目の前に副社長がいることが、じわじわと現実味を帯びてくる。確かめるように腕を回してギュッと抱きついてみると、副社長は応えるように優しく抱きしめ返してくれた。

「本物だ……」

　けっこう本気で呟いた感想を、副社長は「なんだそれ」と私の頭の上で笑う。

　ようやく現実だと噛みしめたものの、ここが会社の会議室だということにハッとして慌てて体を離した。

「いつ、決まったんですか？　行かなくていいって」

「ああ、昨日お前が来た時にはもう決まってた」

「えっ!?」

　しれっとなんでもなさそうに言われて、思わず声が大きくなってしまう。

　昨日って、そんなことひと言も……。

「じゃあ、なんで昨日話してくれなかったんですか！」

　あまりの衝撃的事実に、副社長に詰め寄るようにして問う。

「どうせ今日にはわかることだったからな。言わないほうが、かわいくないお前も素直になると思ったし」

「なっ、なんですかそれ！」

「実際そうだっただろ。それに……」

　離れた私の手を取り、また自分の元へと引き寄せた副社長は、その口元に不敵な笑みを浮かべる。

「そのほうが、盛り上がると思ったからな」

　妖しい表現で昨日の夜のことを言われ、ボッと顔が熱くなるのを感じた。

「なっ、なに言って！」

「あの斎原が、『離れたくない』って言ったんだから、かなりレアだろ」

　そのために言ってくれなかったの!?という気持ちと、恥ずかしさも手伝って、あからさまに怒った不機嫌な顔になってしまう。

　フイッと顔を逸らした私を、副社長は「怒るなよ」とクスリと笑った。

「私が……どんな気持ちだったか、知らないからそんなこと言えるんですね。ひどすぎます、ドＳもいいとこですよ！」

　怒る気持ちももちろんあるけれど、安堵から涙が込み上げてくる。

　ふてくされて掴まれている手を引き剥がそうとすると、身を屈めた副社長が不意に唇を重ね合わせてきた。

　ごまかされた、と思いつつも甘いキスに応じてしまう。

「ずるい……です」

「ごめん。寂しい思いさせたなら、悪かった」

　そんなふうに謝られてしまえば、もう文句も言えなくなってしまう。

　俯く私を、副社長はまた自分の腕の中に収める。なだめるように髪をそっと撫でながら「ごめん」とまた謝った。

「でも……今回は見送りになっても、いずれあっちに行くことになるんですよね？」

　副社長の腕の中で、新たに沸き起こった不安を素直に口にしてみる。

　すると、副社長は抱き寄せた私の耳元に唇を近づけた。

「ああ、でもその時はお前も一緒に連れていく」

「えっ……」

　思いもよらぬ宣言をされて、副社長の顔を見上げる。目が合うと同時に、またあの無敵の笑みを返された。

「いや、でも、そんなことしたらみんなに私とのことが……」

　知れちゃったら、どうするの……？

「俺は全然構わないけど」

「え……」

「むしろ今すぐバレてもなんの問題もない」

　そう言った副社長は、誰が来るかもわからない会議室で堂々と私を抱きすくめる。

　その大胆な行動に、もうなす術がなかった。

「とにかく、その時は覚悟するように」

「覚悟って……」

「離すつもりはないってこと」

　なんて破壊力のあるセリフを言われてしまったのだろう。副社長がそんなことを言う相手が、この私だということにも相当驚ける。

　だけど、今まで体験したことがない胸のときめきを感じていた。

「やっぱり……まだ寝てるのかもしれない」

　そう思うのがリアルで、現実的な気がしてしまう。だって、こんな嬉しいこと言われるなんて……。

「なんだそれ」

「そんなこと言われるなんて信じられないから」

　フッと息を漏らして、「まだ言うか」と副社長は呆れたように呟く。そして、腕を緩めて私の顔を覗き込んだ。

「昨日、十分わからせたつもりだったんだけど、まだ足りないってわけか」

「へっ!?　いや、違います、そうじゃなくて」

　続けざまに出てくるフレーズに、昨晩のことが蘇り、一気に顔が熱を帯びていく。

「じゃあ、今日の仕事が終わったら……」

「っ!?」

「たっぷり愛してやるよ」

　触れるだけのキスをして囁くその甘い声に、体の奥がキュンとしてしまう。

　真っ赤になっているであろう私の眉間をツンと押して、副社長は「返事は？」と聞いてきた。

　あの血の気の引く最悪な出会いから、こんなふうにとろけるような言葉を囁かれる関係になるなんて、あの日の私は一ミリも考えるはずなかった。でも今は……。

「はい」

　あの日の私が知ったら驚くくらい、彼に落ちてしまっている。

　やっぱりあのルージュには、本当に不思議な力があったのかもしれない。私と副社長を繋つないだ、魔法のアイテムだったに違いない。

　近づく副社長の唇が、そっと私の唇に触れる。一瞬離れ、微笑み合うと、また甘く深く私の唇を塞いだ。
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副社長って何歳？




「そういえば……副社長って何歳なんですか？」

　甘い戯れのあとの、まったりとしたひととき。

『今日の仕事が終わったら……』なんて今朝会議室で言った副社長は、仕事が終わるとそのまま私を自宅へ連れ帰った。

　ふと、聞こう聞こうと思っていて聞くタイミングを逃していた。こんな深い関係になったというのに、未だに何歳なのかを知らない。

　私の髪を指に巻きつけてクルクルと弄んでいた副社長は、そんな質問にその手を止めた。

「何歳？　言ってなかったか」

「はい、まだ伺ってないです」

　その返事を聞いて、副社長は『そうだったか？』と考えるように目を上向ける。

「お前より五個上だよ」

「じゃあ……今、三十歳？」

「ああ、でも早生まれだから、もうすぐ三十一になる」

「そうだったんですね……」

　それを聞いて、あっ、と思い出す。

「早生まれって、何月なんですか？」

「一月だけど」

「えっ、すごい、一月！　そうなんだ～」

　つい声を弾ませた私を、副社長は急に不審そうに目を細めて見つめる。そして、いきなりムギュッと頬を摘まれた。

「すごいって、なにがすごいんだよ」

「えっ、あ……あの、副社長も前に会ったことがある友達が、私のひとつ年上なんです。それで、誕生日が早生まれで一月だから同じだなぁって。で、もしかしたら誕生日近かったりしてと思ったから。何日、なんですか？」

　そこまで言った時、急に上体を起こした副社長が私の真上に迫った。驚いて仰向けになった私の顔の左右に手をついて、真顔でじいっと見下ろしてくる。

「教えない」

「え……」

　え、なに？　急に……。なんか、怒ってる？

「他の男のこと考えてるヤツには、教えないって言ってんだよ」

「え、いや、そういうつもりじゃなくて……ん！」

　話を終わらせるかのように、顔を近づけた副社長は、いきなりカプッと私の下唇に噛みつく。

　甘あま噛がみに声を制されると、そのまま濃厚なキスに持ち込まれていた。

　唇を割って次第に深くなる口づけにまた体も思考もとろけだす。

　キスを終わらせた副社長は、覆い被さるようにして私の耳元に唇を寄せた。

「今は、俺のことしか考えるな」

　独占欲をむき出しにしたような言葉に、ドクンと鼓動が高鳴る。

　そんなこと気にも留めなさそうな副社長が、ちょっと不機嫌になっているこの状況にキュンときてしまっていた。

「いつも……副社長のことしか、考えてないです」

　恥ずかしい気持ちもあったけど、素直にそう言ってみる。

　再び顔を見せた副社長は、今度は満足そうに微笑を浮かべてみせた。

「……で、あの、何日なんですか？」

　もう聞いてもいいだろうと、仕切り直して追及する。

「だから、教えないって」

「えっ、なんでですか。それじゃお祝いしたくてもできないし」

「じゃあ、キスして。佑月から」

　ニヤリと意地悪い笑みを滲ませ、色っぽく首を傾げる副社長。

「えっ！」

　今までキスは何度もしてはいるけれど、自分からなんてしたことがない。というか、今までの人生で自分からキスしたことなんてない！

「できたら教えてやるよ」

　私がもじもじしてしまうのをわかっていて、なんて意地悪を言うんだろう。

　いきなりの要求に困る私を、副社長は勝ち誇った笑みを浮かべて見つめている。

　この悪戯な表情はそれが済むまで許してくれなさそうだと諦め、私はおずおずと副社長の首に両腕を回す。引き寄せるようにしてそっと口づけると、副社長はフッと笑ってそのまま私を抱きしめた。

　自分からしたキスのせいで心拍数が心配になるほど上がっている。

「しましたよ。教えてください」

　恥ずかしさをごまかすように、強気な口調で言ってみる。

「ああ、わかった。教えるけど……」

「ひゃっ」

　抱きしめた首筋に唇を這わされ、思わず声が出てしまう。

　副社長は素肌にキスを落としながら、「あとでな」と甘く囁いた。

　このままはぐらかされるんじゃ……なんて思ったけれど、すぐにそんなことを考える余裕なんてなくなっていた。
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バースデーイヴの甘い夜




　閉じたまぶたの向こうに明るさを感じる。薄らと目を開きかけた時、前髪を梳くように額を撫でられた。

「ん……」

「おはよう」

　温かい手が素肌の腰を滑り、背中に辿り着く。

　体を密着させるように抱き寄せられて、ぼやぼやしていた目がようやく開いた。

「おはよう……ございます」

　視界がはっきりしてまず目に飛び込んできた、くっきりとキレイな鎖骨に、寝起きながらドキッとしてしまう。

　もう何度か目にしているのに未だに慣れない。

「……起きてたんですか？」

「ああ、けっこう前にな。お前の寝顔、堪能してた」

　仕事の時とはまた違う、オフモードの副社長は、いつもきちんとセットされている髪がラフに流れていて、それもまた色っぽくてかっこいい。

「えっ、やめてくださいよ」

「大丈夫、かわいい顔して寝てたよ。白目むいてたけどな」

「え！　嘘っ」

　思わず目を見開いて顔を上げた私に、副社長は我慢ができなかったようでフッと笑う。

「冗談だよ。すぐ真に受ける」

「だって、あり得そうだから……。今後はあまり見ないでください」

　寝覚め早々、落ち込む。

　しゅんとしてそんなお願いをした私を、副社長は肘を立てて頭を載せていた腕を伸ばし、両手でしっかりと抱きしめ直した。

「それは無理なお願いだな」

　朝っぱらからまたからかわれたと、ちょっと膨れている間にも、抱きしめた手が起きたての素肌を滑っていく。

　ぴくっと体を震わせると、首元に顔を埋められた。

　首筋を這っていく唇から「佑月」と名前が囁かれ、吸いつくような感触に思わず甘い吐息が漏れてしまう。

「あっ、待って、もう起きないと」

　ストップの意味を込めて密着する胸板に触れると、悪戯な唇が今度は耳元へと近づいた。

「まだ起きるには早い」

　囁くようなその色気のある声だけで体の奥がキュンとしてしまう。

　昨晩も、この声に何度も酔わされていた。

「でも、今日は一回帰ってやることがあって」

　耳たぶを甘噛みされ、ぶるっと震えながらもなんとか事情を伝えると、副社長は唇を離して私の顔を覗き込んだ。

「やること？」

　聞き返されて、『ヤバッ』と焦った。そこを追及されたら元も子もない。

「あ、あの、部屋の掃除をして、洗濯も干しっぱなしだから取り込まなくちゃで、最近、忙しくて怠けてた独り暮らしの雑用をしないと……」

　若干しどろもどろになりながら伝えると、間近にあるキレイな顔が不服の色を浮かべる。

「俺は独り暮らしの雑用に負けてるってわけか」

「え、いや、そういうわけでは……あっ、それに今日は、出勤前に美容院で髪のセットの予約もしてるんです」

　週末、土曜日。普段は仕事がお休みの日だけど、今日は完成した新商品の発売レセプションが午後から行われる。今回はけっこう大々的なレセプションパーティーで、業界関係者をはじめ、株主やマスコミ各社、芸能人や一般ブロガー、インスタグラマーなどのインフルエンサーを招いている。

「ずいぶん気合い入ってるじゃん」

　フッと口角を上げて笑った副社長は、急に切り替わったかのように上体を起こす。

　その拍子にシーツが持っていかれ、露わになってしまった胸元を隠すために続いて起き上がった。

「会場セッティングは何時から入ると言ってた」

「あ……十時前後には始めると連絡をもらってます」

「そうか。その前に行くところがあるが、早めに顔を出すようにする」

　仕事の話になると、少し前まで戯れていた空気が嘘のように消え去る。

　なんだか急に寂しいような気分になって、ベッドを出ていこうとする広い背中に思わず抱きついていた。

「……どうした？」

「本当は、まだ……こうしていたいけど……」

　名残惜しい気持ちを素直に言葉にしてみると、回した手を優しく包み込まれる。

　振り向いた副社長は私を抱きしめ直し、愛おしそうにそっと額に口づけを落とした。

「あんまりかわいいこと言ってると帰れなくなるぞ？」

「えっ！」

　相変わらずの反応をしてしまった私を笑い、副社長はベッドを離れる。そして「家まで送ってく」と言うと、シャワーを浴びに寝室を出ていった。




　自宅まで副社長に送り届けてもらい、部屋に入って見た時刻は七時半前だった。

　美容院の予約時間が九時からだから、まだそこそこ余裕があることにホッとする。

　早速、締め切っている窓をすべて開け放ち、ベッドの布団をベランダに出す。

　真冬の早朝は、吐く息が結晶でも作りそうなほどに冷たい。それでも、昇ってきたお日様がベランダを照らし始めていた。

　休むことなく玄関横の収納から掃除機を取り出す。丁寧にフローリングとカーペットに掃除機をかけ、目につく埃ほこりをハンディモップで取っていった。

「よしっ……」

　散らかっていたテーブルの上も片付け、ぐるりと部屋の中を見回す。この部屋の一番いい状態をなんとか取り戻すと、やっと気持ちがホッと落ち着いた。

　副社長にはやることがあると口走ってしまい、だけどその事情を答えられなかった理由……。

　それは、密かに計画している明日の予定にある。

　明日は、副社長の三十一回目の誕生日なのだ。

　以前教えてもらった時から、なにかお祝いをしたいとあれこれひとり悩んでいた。

　とはいっても、私が計画できるお祝いなんて、副社長みたいな身分の人相手では限度がある。だけど、お祝いしないなんてことは絶対に嫌だったし、ささやかでもなにかしたいと考えた。

　そして計画したのが、ここに副社長を招待して誕生日を祝おうというものだった。

　本当は有名店とか三ツ星とかのいいレストランを予約して、さらにホテルの贅沢な部屋にお泊りして……なんてお祝いがよかったのかもしれない。でも、手作り感満載の誕生日も悪くないんじゃないかと思った。

　第一、私が背伸びをしてそれっぽい誕生日プランを企画しても、副社長を満足にもてなせるか微妙だ。だったら、自分なりに心のこもった誕生日をプレゼントしたほうが絶対に温かい。

　ホッとしたのも束の間、すぐに腰を下ろしていたベッドから立ち上がる。

　今度はいそいそとキッチンへと向かい、作る料理の下ごしらえに取りかかった。




「おはようございまーす！」

　休日出勤をしたオフィスは、平日と同じような賑やかな朝を迎えていた。でも、みんながレセプション仕様にキレイに着飾っていて、いつものオフィスが格段に華やかな雰囲気になっている。

　自分のデスクにバッグを下ろすと、「ゆづー！」と美香子が私を呼ぶ声がした。

　駆け寄ってくる美香子は、今日は落ち着いたグレージュカラーの総レースワンピースの装い。胸元に二連のロングパールネックレスをして、髪は珍しくアップスタイルにしている。今日も目の保養になる文句なしのかわいさだ。

「美香子、おはよ」

「ちょっと、かわいい！　なにそのワンピ、どこのやつ？」

　コートを脱いだ私の姿を見るなり美香子が興奮の声を上げる。そして両腕に手を添えると、全体を見るために私をぐるりと一回転させた。

「ありがとう。これは、いただきもので……」

　今日は、手がけてきた新商品のレセプションパーティーという大事な日。

　だから以前、誕生日にアクシデントで副社長にプレゼントしてもらったあのワンピースを着ようと決めていた。副社長との思い出が詰まった大切なワンピースは、今日という日にぴったりだと思った。

「なになに、いただきものって、誰によ」

「えっ、あー、それは……」

「あー、なんか意味深なんですけど。近日中に暴露飲み会をセッティングさせていただきまーす」

　わざと抑揚のない声を出して、そんな企画を予告してくる美香子。

「えっ、なにそれ」

「なになに、ゆづちゃんの暴露？　おもしろそう、私も参加希望ー」

　私たちの会話をすぐそばのデスクで聞いていた笹野先輩が話に入ってくる。

　笹野先輩の今日の装いは、胸元がレースの切り替えになっているブラックのジャンプスーツ。高めのピンヒールが、背の高い笹野先輩のスタイルのよさを引き立てている。

　オフィス内を改めて見渡して、いよいよだなと改めて気持ちが引き締まるのを感じていた。

　普段と違うみんなの姿を前に、新商品ができあがるこれまでにあったさまざまなことが走馬灯のように思い出されていく。

　もしかしたら、会場で涙してしまうかもしれない。

　そんなことをチラリと思いながら、デスクの上に飾ってある新商品コスメを手に取っていた。




　レセプションは、B.C. square TOKYO四十二階のホテル内にある会場で行われることになっている。普段は結婚披露宴などにも使われる大規模な会場だ。

　会場チェックやイベントプランナーとの最終打ち合わせに四十二階へ向かうと、エレベーターを出たところに、【CHiC make tokyo】という社名と、【新商品発売レセプション】と記された会場を案内するボードがドンと飾られていた。

　自然と背筋がしゃんと伸びる。

　はやる気持ちを抑えながら会場入りすると、そこはもう新商品を祝うムード一色になっていた。

　いそいそと動くプランナーに挨拶をしながら、できあがりつつある会場を練り歩く。

　スプリングコレクションの新商品に合わせて、会場内にはピンクやオレンジ、ブルーやグリーンといったパステルカラーのガーベラの生花が多く飾られている。特に、会場正面のステージ周りや、中央の商品展示スペース周辺は花畑のようになっていて、目を奪われるものだった。

　メインの商品展示スペースをじっくりと見て回る。

　招待されたインフルエンサーの女の子たちがここでかわいく商品を撮影してＳＮＳで発信してくれれば宣伝効果は間違いないと、その光景をワクワクしながら想像する。

　正面のステージ後方には巨大なスクリーンも下りていて、そこでは完成した商品のテレビＣＭが繰り返し流されている。樋口朱里のみずみずしい笑顔が、会場を爽やかに、そして華やかに盛り上げていた。

　スクリーンを眺めていた時、突然背中をポンと叩かれる。

　振り向くと、数時間前に家の前で別れた副社長がすぐそばに立っていた。

「あっ、お疲れ様です」

「お疲れ」

　今日は光沢のあるグレーのスーツでちょっと華やかな雰囲気の副社長。ブラックのシャツにスーツと同色のネクタイをして、胸元にはポケットチーフを挿している。普段よりも額を出したアップバングにセットした髪がパーティー仕様な感じだ。

　こういう場で会うと、今朝同じベッドで目覚めたことが信じられない気持ちになる。

「その服、着てきたんだな」

　私の姿をまじまじと見つめ、副社長はふわりと微笑む。

　高級すぎてやっぱり身に余るワンピースだから、凝視されるとどこか落ち着かない気分になってもじもじとしてしまう。

「はい、せっかくの機会なので、着たいと思ってて……」

「あの時も思ったけど、やっぱり似合ってる。今すぐ連れて帰りたいくらいキレイだ」

　そんなことをサラリと言われて、ボッと顔が熱くなるのを感じた。

「なっ、なに言ってるんですか！」

　抗議の声を上げたものの、確実に赤くなっている顔のせいでまったく威力がない。

　副社長はたじたじな私をフッと笑い、ポンと頭を撫でた。

「無事に迎えられたな」

　お披露目を控えた会場内を見渡す横顔は、〝副社長の顔〟になっていた。

　その視線を辿り、新商品一色になっている会場を見つめる。

　形にしたいと夢を見て願い、力を尽くしてきた日々。それが今日、たくさんの人たちの手に取られ、現実となる。

　ただコスメが大好きという情熱で踏み込んだ道だった。でもやっぱり、この仕事に就き、夢を追い続けてきてよかったと改めて思う。そしてこれからも、この大好きな仕事に尽くしていきたい。

「今日まで、よく頑張ってくれた。ありがとう」

　改まってかけられた言葉は、副社長としての労いと感謝だった。

　胸の奥がグッとなって、鼻の奥がツンとしてしまう。

　出そうになる涙をごまかすように首を横に振り、目一杯の笑顔を浮かべた。

「いえ。本当にたくさんの人に支えられて、ここまで頑張ってこれました。私のほうこそ、この仕事に携わらせていただき、ありがとうございました」

「斎原だからできたんだよ。あの商品は、お前の情熱の塊みたいなもんだと思ってる」

「そんな……」

　なんとか食い止めようとしていた涙がポロリとひと粒流れ落ちてしまった。

　感極まる私を見て、副社長は「まだ泣くには早いだろ」と仕方なさそうに笑う。涙が流れた目尻にそっと触れ、優しく拭ってくれた。

「今日は生みの親として、よろしくな」

　いつもの無敵の笑みを浮かべて見つめられ、応えるように「はい！」と力強く返事をした。




　会場セッティングが終わり、いよいよ開場間近となる十四時を迎える。

　オフィスから上がってきた面々は、今日担当する持ち場の最終打ち合わせに勤しんでいる。

　展示コスメの周辺で配布する現品のチェックに立ち会っていると、受付を担当する美香子がやってきた。

「ゆづ、こっちは終わったよ」

「あ、うん。ありがとう。こっちもオッケーかな」

「外、もうけっこう来てるよ。少し早いけど受付を始めようかって笹野先輩が言ってる」

　入口方面へと指を差し、美香子は外の状況を報告してくれる。

「そっか」

　腕時計に目を落とすと、開場ちょうど十五分前になるところだ。

「それにしてもさ、今日の招待客の面々、かなり豪華じゃない？　芸能人もけっこう来るみたいだし」

　どこかワクワクしたような口調で美香子は言う。

「そうだね。華やかになりそうだよね」

　女優やモデル、グラビアアイドルなど、今日招待されている面々はテレビや雑誌などでよく見かける本当に豪華な顔ぶれだ。

「でも、イケメンが来ないのは残念だわー」

「出た。美香子の得意なやつ」

「まっ、かわいい女の子も目の保養になるからいいんだけどね～。あ、でもうちには副社長という超絶イケメンがいるし。しっかし今日も一段とかっこいいよねー！」

　いきなり話題に副社長のことが出てきて、内心ギクリとしてしまう。

「う、うん……そだね」

　その動揺が出てしまわぬよう、普段通りの表情を保つのに苦労した。

「そういえば、今日って樋口朱里もゲストで来るんでしょ？」

「あー、うん。スケジュールをなんとか合わせられたみたいで、来てくれることになってるよ」

「生樋口朱里も楽しみだわー」

　そんな雑談をしている間にも会場が動きを見せ始めた。

　一般招待客が入る前に社内の重役たちが続々と来場してきて、社員たちが席へと案内する。

「……ねぇ、ゆづ、あれって社長じゃない？」

「えっ？」

「ほら、入口。副社長と入ってきた人」

　美香子が興奮気味に言って指さす方向に目をこらすと、そこには確かに見覚えのある顔が見える。

　アメリカにあるCHiC make newyorkにいる社長とは、入社してから直接お会いしたことはなかった。社内報なんかの誌面で顔を見るくらいで、本物が日本支社に来ることはほとんどないからだ。

　年齢は推定、五十代後半。初めて見た実物は、副社長と並んでも背もほとんど変わらない長身。黒髪の短髪をオールバックにビシッとセットして、ダンディー。見るからに〝素敵なおじさま〟といった感じだ。

　副社長の顔を見てから社長の顔を改めて思い返すと、目元は社長譲りなんだと気づく。

　でも、今日ここに来るなんてことは副社長からも聞いていない。突然のことに急に落ち着かない気分が押し寄せてくる。

「本物の社長、初めてじゃない!?　なに、あの絵になる親子！　あの父にしてあの息子なわけだよね、納得だわ……。年上はひと回りまでしか許せないけど、社長みたいなおじさまだったら全然ありだわ～」

　美香子の声をどこか遠くに聞きながら、今このタイミングで挨拶に行くべきかと気持ちが急せく。

　そうこう悩んでいるうちに、私を見つけた副社長がこっちに向かって手招きをした。

「ゆづ、呼ばれてる」

　社長の視線もこっちへと向き、隣に立つ美香子が深々と頭を下げた。

　私も慌てて美香子に倣う。

　私がやってくるのを待っているような様子に、小走りでふたりの元へと駆けていった。

　動どう悸きが尋常じゃない。息もまともにできていないような状態でいよいよふたりが待つ場所まで辿り着くと、足を止めると同時に最敬礼で頭を下げた。

　すると、頭の上から社長の声と思われる笑い声が降ってくる。

「頭を上げて、斎原さん」

「あっ、はい！」

　名乗ろうとした自分の名前を先に社長に呼ばれ、用意していた挨拶が吹っ飛んでしまう。とにかくなにかを言わなくてはと思い、「お疲れ様です、初めまして」とまたペコリと頭を下げていた。

　間近で改めて顔を合わせた社長のオーラは半端なかった。

　滲み出る威厳はもちろんのこと、気高く、備わる品位は格別。それでいて私に向けている笑顔には、人を惹きつけるリーダー性と温かみも感じられる。

　副社長のカリスマ性はこの父あってのものなのだと納得してしまった。

「話は息子から聞いているよ。とても熱心に頑張ってくれているそうだね」

「いえ、そんな、まだまだ足りないところばかりで」

　社長直々にそんな言葉をかけていただけるなんて思ってもみなかった私は、この上ない動揺を隠しきれない。

　ガチガチに緊張している私を見て、社長はハハハッと豪快に笑い、副社長に向かって「かわいらしい、いい子じゃないか」と話しかけた。

「会ってほしい女性がいると言われていてね」

　落ち着いた口調でそう言った社長は、私のことを穏やかに見つめる。

「……えっ！」

　思わず社長と副社長の顔を交互に見てしまう。

　目が合った副社長は、私の様子がおかしいのか吹き出しそうになるのをこらえていた。

「仕事上はもちろんだけど、これからも息子のことを支えてやってほしい」

　ニッコリと微笑む社長は、私へと歩み寄り二の腕の辺りをトントンと叩く。

「あっ……は、はい！」

「ハハハ、そんなに緊張しないで。いずれ私の娘になるのだからね」

　えっ……えぇ!?

　目が回りそうな私に笑いかけ、社長は「次会う時は、プライベートな時間にね」と言い残し立ち去っていく。

　驚きのあまり魂が抜けたように呆然としてしまったけど、去りゆく背中に慌てて深く頭を下げた。




「どうして言ってくれなかったんですか？」

　乱れた鼓動をゆっくり落ち着かせる暇もなく、レセプションは開場の時間を迎えた。そこから慌ただしく企業挨拶や商品紹介などのプログラムが進み、やっと自由な歓談の時間に入っていた。

　会場の中二階から、商品を取り囲み撮影に勤しむ女の子たちや、立食しながら談笑する人々を眺めながら、私は隣に立つ副社長に抗議の文句を連ねていた。

「肝心なことをいつもすぐに知らせてくれないのは、わざとなんですか？　前もありましたよね？　アメリカ行きがなくなったのに教えてくれなくて……」

「事前に知らせたらお前が緊張するだろうと思って、俺なりの気遣いだったんだけどな？」

　悪びれた様子もなく、副社長はニコリと微笑み言い放つ。

「それ、気遣いって言いませんよ。あの瞬間、私にどれだけの負荷がかかったと思ってるんですか……。心臓がもちませんよ」

　大げさじゃなくけっこう本気で言ったのに、副社長はそれをフッと軽く笑い飛ばす。

「もう！」とギロリと睨みつけると、見上げた顔を大きな両手で包み込まれてしまった。

「いずれ会うことになってたのが少し早まっただけだろ？」

「そ、それは……」

　社長にこんなに急遽お目にかかることになったのは驚いた。だけどそれ以上に、私のことを社長が『いずれ私の娘になる』なんて口にしたことに目を回して卒倒しそうになった。いったい、親子でどんな話をしたのか気になって仕方ない。

「私のこと……社長に話してたなんて考えもしなかったです」

「どうして？」

「だって……私みたいな一社員、社長からお許しが出ないと……」

　自分で言っておいて気分が沈む。

　目の前の幸せに浮かれながらも、心のどこかでいつも引っかかりを感じていた。互いに好きだという気持ちがあっても、このお付き合いはひと筋縄ではいかないのではないかと思ってきた。

　令嬢でもなんでもないただのＯＬである私と、いずれ会社を背負うことになる副社長。身分が違いすぎて、どこかから反対をする声が必ず上がると思わずにはいられない。

「なんだそれ。そんなこと思ってるのか」

　急にふざけた空気を消し去り、副社長は包んでいた私の頬から手を離す。

「だって、やっぱり――」

「あっ、翔くんいた！」

　重い話の真っ最中、副社長を下の名前で呼ぶ声がした。

　振り返った先に見えたのは、中二階へと上がれる階段を駆け上がってくる樋口朱里の姿だった。

　今日のゲストとして招いた樋口朱里は、新商品を手にすれば映えるホワイトのティアードワンピースを身にまとっている。

　やっぱり私には目もくれずやってくると、自然な感じで副社長の腕を取った。

「探したよー。ね、アメリカに行くのなくなったんでしょ？　約束、守ってよね」

「情報が早いな。それ、どこで聞いたんだよ」

　今日もかわいいな、と他人事みたいに思いながら、並んだふたりの姿をぼんやりと見つめる。

「あっ、さっきおじさま見かけたよ。久しぶりだし挨拶しに行かないとって思って」

　なんだか自分の存在が無性に邪魔にしか思えなくなってきて、気づけば静かに頭を下げていた。

　立ち去る私の背中に「おい、斎原」と呼び止める副社長の声が届く。

　だけど私は振り返ることもせず、メイン会場へと続く階段を下りていった。




　今日は珍しくタクシーを使って帰宅した。

　相当疲れた日にしか使わないタクシーに乗ったのには、特に深い意味はない。でも、なんだか早く帰りたかった。

　無事成功を収めたレセプション終了後、美香子や同僚たちに飲みに行こうと誘われたけれど、今日はまっすぐ帰ると断った。

『副社長と樋口朱里、マスコミの話題になりそうじゃない？』

　オフィスに戻ってから、美香子やみんなが口を揃えてそんな話題で盛り上がっていた。樋口朱里が副社長とは昔馴染みの知り合いだと話しているのを、誰かが会場で耳にしたらしい。

　あのあと、副社長を捕まえた樋口朱里は終始、彼にべったりだった。

　CHiC make tokyoの副社長と、そこの商品のモデルを務めた人気女優。しかもその関係が幼なじみとわかれば、マスコミが飛びつく格好のネタだ。

　あーあ……。近々、週刊誌とかに載っちゃうのかな……。

　誰もいない自宅に戻って電気をつけると、今朝頑張って片付けたキレイな部屋が私を待っていた。天井からは、飾りつけたカラフルで大きなペーパーフラワーが何個も吊るされている。

　外と大して変わらない冷たい空気の中、コートを脱がずにエアコンのリモコンを手に取り電源を入れた。

　その後、浴室へと向かい、勢いよくシャワーの栓をひねる。熱めのシャワーを浴びながら考えるのは、やっぱり副社長のことだった。

　今日一日、一緒にいない時間も無意識に目で姿を追いかけていた。

　多くの人が副社長の元に訪れ、名刺を手に頭を下げていた。どこにいても誰といてもその存在感は決して埋もれることはなく、改めてすごい人なんだと思い知らされた。本当は私なんかの手の届く人ではない。

　今日は、近づいた距離を離されてしまったような、副社長をものすごく遠くに感じた一日だった。

　シャワーでほかほかになった体は、暖まり始めた部屋に戻ると少し暑く感じられた。

　張り切ってネットで注文した誕生日バルーンがエアコンの風に揺れている。

　今朝ここを出るまでは、明日の誕生日をお祝いすることが楽しみで仕方なかった。でも今は、はち切れそうなこのバルーンとは真逆のように、その気持ちがすっかりしぼんでしまっている。

　浮かれている部屋を見ているとなんだか虚しく感じられた。

　ベッドに腰をかけ、サイドテーブルに置いてあるラッピングされた箱を手に取る。

　さすがにプレゼントくらいはと、背伸びをしてハイブランドのネクタイを選んだけど、お家で誕生日を祝うのはやっぱり庶民すぎる考えだったかもしれない。

　いろいろ準備をしておいて、今さら思い描いていた計画に自信がなくなっていく。

　明日は、やっぱり……もう少し練り直したほうがいいのかな……。

　そんなことを考えながらプレゼントを引き出しの中にしまい、テーブルの上にあるスマホに目を向ける。すると、私の視線に反応でもしたかのように部屋に着信音が響き始めた。

　ベッドから立ち上がり近づいたスマホの画面には副社長の名前が表示されている。

　明日のことをうだうだ考えていた最中だっただけに、鼓動が落ち着きなく打ち始めていた。

「はい、斎原です……お疲れ様です」

《やっと出たか。何回かけてると思ってんだ》

　電話越しの声が少し不機嫌に聞こえる。

「え？　あ、すみません、シャワー入ってて」

　これが一度目の電話じゃなかったと知り、ドキリとしてしまう。

　今、明日のことを話そうかと悩む。その前に、副社長の明日の予定も聞いていなかったことに今になって気がついた。

　内緒で勝手に決めていたことだから、約束も取りつけていなかった。もしかしたら、仕事とか、なにかすでに予定があったりなんてこと……。

「あの……明日って――」

　話を切り出したタイミングで、部屋の中にインターフォンの音が響いた。

　緊張して口を開いたところだったため、思わずため息をついてしまう。

「すみません、ちょっと待っててください。荷物かなにかが届いたみたいで」

　ひと言断り、スマホを手にしたまま玄関の扉に向かう。

　特になにも考えずドアを開いて、そこに立っていた姿に目を見開いてしまった。

「な、なんで……」

「誰が来たのか確認もしないでドアを開けるのか。危ないヤツだな」

　手にしたスマホを懐にしまいながら、副社長は久しぶりにどこか厳しい鋭い目をして私を見つめる。

　怒られたことよりも副社長が突然訪ねてきたことに驚いた私は、ドアに手をかけたままじっとその顔を見上げてしまう。

　数秒見合った状態が続くと、副社長の表情がフッと仕方なさそうに緩んだ。

「入れてくれるか？」

「あ……はいっ」

　扉の内側に入ってくると同時に、その手に引き寄せられる。ドアがバタンと閉まった時にはギュッと強く抱きしめられていた。

　いつも副社長がまとういい香りに包まれ、途端にキュンと胸が高鳴る。

　私を腕の中に収めた副社長は、着ているルームウェアを触りながら「なんだこのモコモコ」と笑った。手触りがよかったのか、抱きしめる手がふわふわと背中を撫でる。

　されるがままじっとしていたものの、奥の部屋の状態をハッと思い出し、体を離した。

　こんな急に訪問されるなんて思うはずもなく、中途半端にお祝いムードになってしまっている今日の私の部屋。そもそも、お祝い自体やっぱり練り直そうかと悩んでいた真っ最中だったのに……。

「急に、どうしたんですか？　わざわざ、うちまで……」

「そういえば、佑月の部屋に入るのは初めてだったな」

　丁寧に靴を揃えて脱ぎ、「お邪魔します」と言って副社長は狭い玄関を上がっていく。

「あのっ、ちょっと待ってください」

　慌てて止めるようにその腕を両手で捕まえていた。

「ちょっと今、いろいろと都合が悪いというか……」

　なんと言ったらいいのかわからず、はっきりとした理由も告げずに引き止めてしまった私を、振り向いた副社長は眉をひそめて見つめる。

　探るような目で「都合が悪い？」と聞き返され、ギクリとした。

「あ、はい。なので、その……」

「なんか怪しいな」

「へっ!?」

　どうやら勘違いをされてしまったらしい。

　制止に努める私の手を引き剥がした副社長は、腕を掴んだまま引っ張るようにして部屋の奥へと突き進む。

　とうとう見られたくなかったリビングへと踏み込まれ、浮かんでいる誕生日バルーンを回収するため、慌てて掴みに走った。

　でも、隠したくても広くはない私の部屋。バルーンの紐を手繰り寄せてみたものの、都合よくしまえる場所が見当たらない。どうすることもできず、「アハハハ」とごまかすしかなかった。

　おろおろする私を、副社長の笑っていない目がじっと見つめている。

「すみません、あの、これは……」

　とにかくどこかに押し込んでしまおうと思い、飛びつくようにしてクローゼットの扉に手を伸ばす。だけど取っ手に届きかけた手は、背後から来た副社長の手に掴まれてしまった。

　握りしめていた誕生日バルーンが手から離れていく。

　あっ、と紐を掴み直そうとしたものの、すぐ後ろに迫った副社長に腕ごと抱きしめられていた。

「なんで謝ってるんだ」

「え……それは、その……」

「その？」

　もう全部バレてしまったのなら、これ以上隠す必要もない。黙ったまま私をしっかりと包み込む腕に目を落とし、小さく息を吸い込んだ。

「私には……こんな庶民ぽいことしかできないから、なんか申し訳なくなりました」

　せめてこんな急に訪問されなければ、もう少しいい案が浮かんだかもしれない。心の準備もできていない間に全部バレてしまい、取り繕うこともできなかった。

「副社長は私の誕生日の時、あんなサプライズをして喜ばせてくれたのに……私にはそういうの、できなくて……だから――」

「バーカ」

　遮られた言葉と共に回された腕が解かれ、くるりと体を反転させられる。

　気まずくて顔を上げられずにいると、むにっと頬をつままれた。

「これのどこがサプライズじゃないって言うんだよ」

「え……？」

　副社長は私が掴みそこねた誕生日バルーンに手を伸ばし、【Happy Birthday】と書かれているひとつのバルーンを指で弾く。部屋の中を見回すその顔には、優しい笑みが浮かんでいた。

「家に帰ってやることがあるなんて言って、こそこそとこんなことをやってたってわけか」

　今度は正面から私を抱きしめて、愛おしそうに髪を撫でる。自分の胸に私の顔を押しつけるようにしてしっかりと抱き、耳元へ唇を近づけた。

「かわいいことしすぎだから」

「えっ……いや、そんなことは」

　囁かれたセリフにキュンとしている間もなく、副社長は軽々と私を抱きかかえる。そのまま、すぐそばにあるベッドに背中から下ろされていた。

　組み敷かれて、驚く間もなくキスが落とされる。

　一瞬離れた唇は角度を変えると、今度は深く息を止めるように重なり合った。

「あっ、あの……今日は、帰らないとダメですか？」

　息が上がるようなキスのあと、私を見下ろす副社長に問いかける。

　せっかく来てもらったのなら、このまま誕生日をお祝いするのも悪くない。一日早いけど、誕生日を迎える瞬間を一緒に過ごしたいと思った。

「本当は明日、お祝いしたいと思ってたんですけど……もしよければ、今からお祝いさせてください」

　すると、横たわる私の体を起こしながら、副社長はフッと笑う。ベッドの端に腰をかけると、また改めて部屋の中をぐるりと見回した。

「正直、お前がこんなことを考えてくれているなんて思ってもみなかった」

「え……」

「仕事も忙しい時期なのに、疲れて帰って自分の時間まで割いて」

　膝の上で握った手に、そっと大きな手が重なる。

　横に並んだ顔を見上げると、その横顔にはどこか照れくさそうな笑みが浮かんでいた。

　今まで見たことのないような表情に、ついじっと見入ってしまう。

　そんな私の視線に気づいた副社長は、「あんまり見るなよ」と私の目を手の平で覆った。

「忙しくても疲れてても、そんなの関係ないですよ」

　視界を遮る手をはがし、遠慮なしで再び副社長にまっすぐな視線を向ける。

　副社長は、どこか不思議そうに私の目をじっと見つめ返した。

「だって、好きな人の誕生日なんですから。やっぱり、生まれてきた日を一緒にお祝いしたいです」

　今こうして一緒にいられるのは、副社長がこの世に生を受けたから。その奇跡の一日に感謝をして、特別なその日を一緒に祝いたい。

「あっ、夕飯、まだですよね？　用意するので、ちょっと待っててください」

「ああ。手伝うか？」

「いえ、大丈夫です。主役はなにもしないでお待ちください」

　想定外の一日早いお祝い。

　前もって準備をしておいてよかったと思いながら、ひとりキッチンへと立った。




　料理本やネットでレシピを漁って決めたお誕生日を祝うメニューは、ビーフシチューやキッシュ、サラダやケーキと、見栄えも重視して考えた。

　狭いキッチンですべてを同時進行するには無理があるから、おとといから着々と準備は進めておいた。

　そのおかげで、さほど待たせることなく料理を並べることができた。

　料理をこなせる副社長に手作りを振る舞うのはそれなりに勇気がいることだったけど、用意したメニューは想像以上だったのか、驚きと共に喜んでもらうことができてホッとした。

「あっ、そうだ」

　イチゴの載ったケーキをつつきながら、しまっておいたプレゼントのことを急に思い出した。

　食事の終わった食器を片付けやすくまとめてくれていた副社長が、立ち上がった私を不思議そうに眺めている。

　私が戻ってくると「どうした？」と声をかけられた。

「あの、少し早いですけど……お誕生日おめでとうございます」

　誕生日になにをプレゼントすればいいのかと考えた時、大分頭を悩ませた。でも、その中でやっぱり一番いいと思ったのがネクタイだった。ネクタイは、副社長に欠かせないアイテムだからだ。

　差し出すと、副社長は穏やかな微笑を浮かべて「ありがとう」と受け取ってくれる。

「見てもいいか？」

「あ、はい。でも、たくさん持ってらっしゃるでしょうし、もしかしたら似たようなものをすでに……」

　そこまで言ってから、似たようなの、というより、同じものを持っている可能性だってあり得る、ということに考えが至る。スーツもだけど、ネクタイも相当な数を所有していると思われる。

　包装が解かれていくのを緊張しながら見守っていると、悩み抜いて選んだブルー系ストライプ柄のネクタイが姿を現した。

「ど、どうですか？　持ってませんか、同じのとか」

　ついそんな質問をしてしまった私を、副社長はなにかおかしかったのかフッと笑う。

「どんな心配だよ。持ってないよ」

「よかった……」

　安堵する私の手を取った副社長はベッドへ腰を下ろすと、前に立った私の顔を見上げる。そして今締めているネクタイを慣れた手つきで外し、プレゼントしたネクタイの箱を私に差し出した。

「佑月がつけてくれる？」

「えっ、あ、はい。でも、結べるかな……」

　久しくネクタイなんて締めていない。

　取り出したネクタイを伸ばして遠い記憶を辿る。

　しかも、誰かのネクタイを締めてあげたことなんてないのに……。

「締めたことないのか？」

「中学の時の制服がネクタイだったんですけど、それ以降はつけるような縁がなかったので……」

「ふ～ん。じゃあ、男のネクタイを締めた経験ないんだ」

　上目遣いでじっと見つめられ、急にどぎまぎしてしまう。

「なっ、ないです！　そんなことは……えと、こうだったかな、ちょっと動かないでくださいね」

　無駄に声が大きくなった私を副社長がクスクスと笑う。

　そんなネタでからかわれるとは……、とちょっと悔しくなりながら、ネクタイを結ぶことに集中しているふりをした。

「……できました。どうですか？」

「上出来。ちゃんと締められたじゃん」

　素敵だなと思って選んだネクタイは、副社長がすると格段にかっこよく見えてしまう。

　まじまじとその姿を見つめていると、腕を掴まれ、腰かける副社長の長い脚の間に引き寄せられた。

「ありがとうな。大事にする」

「いえ……」

　至近距離からまっすぐ視線を送られて、なんだか無性に照れくさくなる。

　目線に困って俯いた私を、副社長は両手で抱くようにして自分の脚の上へと座らせた。

「こんなふうに誕生日を祝ってもらうの、初めてだったよ」

「え……」

「だから、嬉しかった」

　上流階級で生きてきた副社長を相手に、手作り感満載のこんなお祝いでいいものだろうかと数時間前まで悩んでいた。だけど、そんなふうに言ってもらえるとすべてが救われる。

　黙ったまま首を横に振った私を、副社長は優しい力で自分の胸に抱き寄せた。

「俺のことを考えていろいろやってくれたと思うと、愛しくてたまらない」

　耳元で囁くように言われた言葉にキュンと胸が締めつけられる。たまらなくなって、私のほうからも副社長の背中に腕を回した。

「佑月」

　大好きな声に呼ばれて顔を上げる。

　視線が重なり合うと同時に唇を塞がれて、全身を甘い刺激が駆け抜けた。

　唇を割って求めるように深くなっていくキス。

　背中にある大きな手がルームウェアの中に入ってきて、素肌を確かめるように滑っていく。下着に辿り着いた指が器用にホックを外し、締めつけからフッと解放された。

「あっ、あの」

「ん？」

「その、片付け、途中ですから……」

　息の上がった頼りない声で訴えた私に、副社長は妖しく口角を吊り上げる。そして、「無理」と言った唇は、再び息を止めるように私の唇を塞いでいた。

　全身が火照っていくような感覚を覚えながら、ベッドに体が沈んでいく。

「片付けは後ですればいい。一緒にやるから」

「でも……」

「佑月が欲しい。今すぐ」

　そんなふうに言われてしまえば、もうそれ以上拒むことなんてできなかった。

　きっと真っ赤になっているであろう私の頬を優しく撫で、副社長は答えを求めるようにじっと私の目を見つめる。

　返事の代わりにそっと目を閉じると、甘くてとろけそうなキスを落とされた。




　その夜、副社長はいつまでも私を離さなかった。

　何度も呼ばれる名前と、愛おしそうに触れる体温に酔いながら、私は求められる幸せを噛みしめていた。

　首筋を這う唇に身じろぎした時、ベッドサイドに置いてある置き時計が目に入る。

　その針はちょうど〇時を指していた。

「あっ……十二時」

　私が見ている先に目を向けて、副社長は「ほんとだ」と微笑む。

　すぐ目の前で目が合って、どちらからともなく笑い合っていた。

「あの、お誕生日、おめでとうございます。一緒に迎えられて、嬉しいです」

　フライングして、もう何度か言ってしまったお祝いの言葉。当日を迎えて改めて伝える。

　副社長は私の頭を抱えるように抱き、耳元に唇を近づけた。

「来年も、その先もずっと、この日を一緒に迎えてほしい」

　まだ見えない、これから先の未来の約束。

　それはどこかプロポーズをされているようで、途端に鼓動が高鳴りだす。

「私で、いいのなら……もちろん、喜んで」

　遠慮がちに答えた私の返事に、副社長はクスッと笑う。そして急に上体を起こすと、すぐ触れそうな近距離で私を見下ろした。

「佑月じゃないとダメだから」

　言葉を返す前にふわりと落ちてくる口づけ。

　来年も、その先も……きっといつまでもこの幸せは続いていく。

　甘く優しいキスに応えながら、そんな未来のふたりを思い描いていた。





ＥＮＤ












あとがき




　初めましての方も、お久しぶりですの方も、こんにちは、未華空央です。この度は、『俺様副社長のとろ甘な業務命令』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　小説を書き始めて丸十年が経ちますが、当初は高校生や大学生を主人公とする学園ラブストーリーを書いてきました。

　結婚、出産、育児に追われ、一いっ時ときは執筆を離れる時期もありましたが、やっぱり小説を書くことが好きで、再び書き始めることに……。今回の作品は、ありがたいことに『恋するビル小説コンテスト』で大賞をいただきましたが、私自身、再起をかけた作品づくりだったと言っても過言ではありませんでした。




『オフィスラブって難しい！』――。この作品を書くにあたり、感じたことはそれでした。というのも、私は医療系の仕事をしているため、オフィスレディ経験がほとんどなく、いわゆる会社勤めというものがどんな感じなのかを知らないということにありました。なので、事あるごとにいろいろ調べながら……という形で、とにかく手探りでの執筆となりました。

　どんな仕事でも、やりがいをもって一生懸命に力を注ぐ人はかっこよくてキラキラしていると私は思います。主人公、佑月はそんな私の想いから生まれたキャラクターでした。また、翔も同じです。

　そんなふたりが仕事を通じて惹かれ合い、互いを必要とする。書き上げて振り返ってみると、こんなオフィスラブあったらいいなぁという、私の憧れが詰め込まれた作品になったと、改めて思いました。




　最後になりましたが、今回、このような素敵なお話をくださいました編集部の皆さま。たくさんサポートしていただきました担当の増子様。私の足りない部分を補ってくださったヨダ様。素敵なカバーを描いていただきました蔦森えん様。そして、この作品に触れてくださいました読者の皆さま。本当にありがとうございました！

　これからも皆さんの隙間時間にちょっとした楽しみになるような作品を書き続けていきたいと思いますので、今後もどうぞよろしくお願いいたします。





未み華はな空そら央お
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